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はじめに

『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementユーザーズ・ガイド』では、Oracle Business Process Management WorkspaceとOracle Business Process Management Process Spacesの両方でタスクとビジネス・プロセスを処理する方法について説明します。


対象読者

このドキュメントは、Oracle Business Process Management WorkspaceとOracle Business Process Management Process Spacesの両方のすべてのユーザーを対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社は、障害のあるお客様を含む、すべてのお客様にオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメントをご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML形式のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマークアップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべてのお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/accessibility/を参照してください。


ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合があります。コード表記規則では閉じ括弧のみを行に記述する必要があります。しかし、一部のスクリーン・リーダーは括弧のみの行を読まない場合があります。


外部Webサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しないWebサイトへのリンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらのWebサイトのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleカスタマは、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/support/contact.htmlまたはhttp://www.oracle.com/accessibility/support.html(聴覚障害者向け)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、オラクル社の次の資料を参照してください:

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイド


	
Oracle Business Process Management用のOracle Fusion Middleware Business Process Composerユーザーズ・ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteのための管理者ガイド





表記規則

このドキュメントでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













このリリース11.1.1.6.xのガイドの新しい情報

このマニュアルは、リリース11.1.1.6.xの情報でいくつかの部分が更新されています。次の表に、追加または変更された部分をリストします。ある機能が最初のリリースの11.1.1.6.xで使用できなかった場合は、どのドキュメント・リリースに更新が含まれているかが最後の列に示されています。

既知の問題のリスト(リリース・ノート)については、「Oracle SOA製品およびOracle AIA Foundation Packの既知の問題」(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/docs/soa-aiafp-knownissuesindex-364630.html)を参照してください。


	項	変更内容	11.1.1.6.0	11.1.1.6.1
	
第2章「プロセス・ワークスペースの開始」

	
	
	

	
2.3.3項「プロセス・ワークスペースの「プロセス・トラッキング」ページについて」


	
この項は、新しいソートおよびフィルタリング拡張機能を反映するために更新されました。

	
X

	

	
第3章「プロセス・ワークスペースでのタスクの操作」

	
	
	

	
3.7項「プロセス・ワークスペースでのタスクへのコメントと添付ファイルの追加」


	
この項は、ユーザーがタスクのイニシエータの場合、ユーザーのコメントはタスク割当て先のみでなく、すべてのプロセス参加者と共有されることを反映するために更新されました。タスク参加者のみと共有するオプションは使用できません。

	
X

	

	
第4章「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの操作」

	
	
	

	
4.3.1項「プロセス・ワークスペースでの監査証跡の表示」


	
この項は、監査レコードの表示(最新のツリー・ビューを含む)を選択する方法を説明するために更新されました。この項では、監査するアクティビティ、サブプロセス、ゲートウェイ、またはイベントのタイプを選択する方法、そしてアクティビティの入力メッセージと出力メッセージを表示する方法についても説明しています。

	
X

	

	
4.1項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの開始」


	
この項は、プロセス・インスタンスは開始されるとイニシエータに割り当てられることを示すために更新されました。

	
X

	

	
第5章「プロセス・ワークスペースでのアクティビティ・ガイドの操作」


	
この新しい章は、新たにサポートされるアクティビティ・ガイドについて説明するために追加されました。

	
X

	

	
第6章「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページの作成と編集」

	
	
	

	
6.1.6項「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページへのアクセス権の付与と管理方法」


	
この項は、カスタマイズされたページおよびウィジェット間のロール同期に対する機能拡張を反映するために更新されました。

	
X

	

	
第9章「プロセス・ワークスペースの管理(管理者向け)」

	
	
	

	
9.1項「プロセス・ワークスペースでの「作業アイテム」パネルの表示設定」


	
この項は、ブランド・ロゴ、スキン、ブランド・タイトルの指定など、表示設定に対する機能拡張を反映するために更新されました。

	
X

	

	
第10章「プロセス・ワークスペースでの組織の管理(管理者向け)」


	
この章は、組織の管理に関して以前の情報をよりよく整備するため、そしてパラメータ・ロール(以前の名称は組織的ロール)を作成および管理するための拡張機能性を反映するために、新しく作成されました。

	
X

	

	
10.5.2項「ロールのエスカレーション・パスの指定方法」


	
この項は、ロール・エスカレーションに対する機能拡張を反映するために更新されました。

	
X

	

	
第15章「プロセス・スペースでのカスタム・ダッシュボードの作成」


	
この章は、Oracle Business Process Management Process Spacesでのダッシュボード作成に対する機能拡張を説明するために更新されました

	
X

	












1 Oracle Business Process Management Suite (Oracle BPM Suite)の概要

この章ではOracle BPM Suiteの概要を述べ、Oracle BPMのユーザー・ペルソナ、Oracle BPMのコンポーネント、Oracle Business Process Analysis (BPA) Suiteとの統合、およびプロセスの開発ライフサイクルについて説明します。最後に、プロセス・モデリングからランタイムまでのOracle BPM Suiteのユースケースについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
1.1項「Oracle BPM Suiteの概要」


	
1.2項「Oracle BPMのユーザー・ペルソナ」


	
1.3項「Oracle BPM Suiteのコンポーネント」


	
1.4項「Oracle Business Process Analysis(BPA) Suite」


	
1.5項「アプリケーション開発ライフサイクルの概要」


	
1.6項「Oracle BPMのユース・ケース」






1.1 Oracle BPM Suiteの概要

Oracle BPM Suiteは、ビジネス・プロセスを軸として展開するビジネス・アプリケーションを開発、管理および使用するための統合環境を提供します。

Oracle BPM Suiteでは、次の機能が用意されています。

	
ユーザーフレンドリなアプリケーションにより、標準に基づくプロセス・モデルを作成できます。プロセス開発者とプロセス・アナリストがコラボレーションできるようにします。Oracle BPMでは、BPMN 2.0およびBusiness Process Execution Language (BPEL)を、モデリングおよび実装からランタイムおよび監視にいたるまでサポートします。


	
プロセス・アナリストとプロセス所有者が、ビジネス・プロセスとOracle Business Rulesをカスタマイズできるようにします。


	
ビジネス・プロセスの作成、Oracle Business Rulesの編集、および事前定義コンポーネントを使用したタスクのカスタマイズを行える、Webベースのアプリケーションが提供されます。


	
柔軟な、非構造化プロセスを組み込めるよう、ビジネス・プロセス管理を拡張します。動的タスクが追加され、宣言パターンおよびルール駆動型フロー決定を使用する承認ルーティングがサポートされます。


	
生産性を向上させ、イノベーションを推進するOracle Business Process Management Process Spacesを提供することにより、コラボレーションが可能になります。


	
プロセス・ベースのアプリケーション開発のためのエンドツーエンド要件に対応することで、アプリケーション開発ライフサイクルの様々なステージを統合します。Oracle BPMでは、Service Component Architecture (SCA)インフラストラクチャに基づいて設計、実装、ランタイムおよび監視の各ステージを統合します。これにより、様々なペルソナがアプリケーション・ライフサイクルの全ステージに参加できるようになります。

Oracle BPM Suiteに定義されたユーザー・ペルソナの詳細は、1.2項「Oracle BPMのユーザー・ペルソナ」を参照してください。




Oracle BPM Suiteでは、設計時および実装からランタイムおよびアプリケーション管理まで、アプリケーション開発ライフサイクルの全ステージをシームレスに統合します。

Oracle BPM SuiteはOracle SOA Suiteの上位レイヤーになり、次を含む製品コンポーネントの多くを共有しています。

	
ビジネス・ルール


	
ヒューマン・ワークフロー


	
統合のためのOracleアダプタ・フレームワーク




図1-1は、Oracle BPM Suiteの概要レベルのアーキテクチャ・ビューを示しています。


図1-1 Oracle BPM Suite

[image: この図については本文で説明しています。]



1.3項「Oracle BPM Suiteコンポーネント」では、図1-1に示す各コンポーネントの詳細を説明します。






1.2 Oracle BPMのユーザー・ペルソナ

アプリケーション開発ライフサイクルの様々なステージで、様々なタイプのユーザーからの相互作用が必要になります。表1-1では、Oracle BPM Suiteの一般的なユーザーとその役割について説明し、これらのユーザーが作業を行うために使用するOracle BPMのコンポーネントを示します。

これらのユーザー・ペルソナは、このガイド内の例として使用されています。


表1-1 Oracle BPMのユーザー・ペルソナ

	ユーザー・ペルソナ	説明
	
プロセス・アナリスト

	
プロセス・アナリストの役割は、ビジネス・プロセスの最初のフローを作成し、そのステップをドキュメント化することです。これには、主要パフォーマンス・インジケータ(KPI)およびビジネス・プロセスのルーティング・アーティファクトを定義する概要レベルのルールを特定し、それらを定義することも含まれます。また、このペルソナが投資利益率の計算と予測をシミュレーションする場合もあります。

プロセス・アナリストは通常、Oracle Business Process Analysis SuiteまたはBusiness Process Composerを使用してプロセス・モデルを作成します。また、Oracle BPM Studio内部のプロセス・アナリスト・ロールを使用することもできます。


	
プロセス開発者

	
プロセス開発者の役割は、プロセス・アナリストが作成したプロセス・モデルを実装することです。プロセスの各ステップに実装が必要です。プロセス開発者には、データベースなどのバックエンド・アプリケーションとビジネス・プロセスを統合する役割もあります。

プロセス開発者は通常、Oracle BPM Studioを使用してビジネス・アプリケーションのコンポーネントのモデリングと実装を行います。また、基本的なプロセスをモデリングするためにOracle Business Process Composer (Business Process Composer)を使用することもあります。


	
ビジネス管理者

	
ビジネス管理者の役割は、BPMインフラストラクチャの管理です。一般的なアクティビティには、BPM環境のインストールとセットアップ、ビジネス・プロセスをホストするOracle BPMNサービス・エンジンの全般的な管理などが含まれます。

このペルソナは、ユーザー、グループ、組織単位、カレンダや休日など、組織の資産を管理する役割を委任できます。

ビジネス管理者が主に使用するツールは、Oracle Enterprise ManagerおよびAntなどの自動化ツールです。また、ビジネス管理者は、組織単位、ロール割当ての管理、およびワークフロー拡張ルーティング宣言の作成などのその他のアクティビティを管理するために、Oracle Business Process Management Workspace (プロセス・ワークスペース)も使用します


	
プロセス所有者

	
プロセス所有者の役割は、デプロイされたビジネス・プロセスを制御および管理することです。ビジネス・プロセスの実行全体を監督する役割もあります。管理対象のビジネス・プロセスの現在の状態を把握するために、ダッシュボードなどのメトリック分析ツールも使用します。

プロセス所有者は通常、プロセス・ワークスペースを使用します。また、Oracle Business Rulesを編集してプロセスの動作を変更するために、Business Process Composerも使用します。メトリック・ダッシュボードを表示するために、Oracle BAMコンソールを使用する場合もあります。


	
プロセス参加者

	
プロセス参加者とは、Oracle BPM Suiteで作成されたビジネス・アプリケーションを使用する人々です。

プロセス参加者は通常、プロセス・ワークスペースまたはプロセス・スペースを使用します。












1.3 Oracle BPM Suiteのコンポーネント

この項では、Oracle BPM Suiteの主要コンポーネントの概要を説明します。これらのコンポーネントがアプリケーション開発プロセス内でどのように相互作用するかについては、1.5項「アプリケーション開発ライフサイクルの概要」を参照してください。



1.3.1 プロセス・モデリングおよび実装

この項では、ビジネス・プロセスおよびプロセスベースのビジネス・アプリケーションをモデリングおよび実装するために使用するアプリケーションとコンポーネントについて説明します。

Oracle BPM Suiteには、ビジネス・プロセスのモデリングおよび実装に対して、Oracle BPM StudioとOracle Business Process Composerの2つのプライマリ・アプリケーションが用意されています。




	
注意:

Oracle BPMでは、Oracle Business Process Analysis Suiteを使用して作成したビジネス・プロセスの統合も可能です。詳細は、1.4項「Oracle Business Process Analysis(BPA) Suite」を参照してください。











1.3.1.1 Oracle BPM Studio

Oracle BPM Studioは、プロセス・アナリストがビジネス・プロセス・モデルを設計し、プロセス・シミュレーションを実行するユーザーフレンドリな環境を提供するOracle BPM Suiteのコンポーネントです。Oracle BPM Studioでは、Business Process Management Notation (BPMN) 2.0をサポートしています。

Oracle BPM Studioでは、プロセス開発者が作業用のプロセスベース・アプリケーションを作成できます。このアプリケーションは、サービス統合コンポジット・アプリケーションとして統合されるOracle BPMプロジェクトです。

Oracle BPM Studioを使用すると、ビジネス・プロセスを、アダプタ、ヒューマン・ワークフローおよびビジネス・ルールなどの他のOracleコンポーネントと一緒に実装できます。実装したプロセスは、Oracle BPMランタイムにデプロイできます。

Oracle BPM StudioはOracle JDeveloper IDEの一部に含まれます。Oracle BPM Studioを使用すると、ITユーザーは、単一の統合されたツールを使用して、ビジネス・プロセスをモデリングおよび編集し、必要なIT要素を実装し、アプリケーションをランタイム環境にデプロイできます。

また、Oracle BPM Studioは、ビジネス・ユーザーがプロセス設計の関連機能のみを表示する簡易バージョンのOracle JDeveloperを使用できるようにするBPMロールも提供します。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイドを参照してください。






1.3.1.2 Oracle Business Process Composer (Business Process Composer)

Business Process Composerは、ビジネス・ユーザーがプロセスの開発者や設計者と共同作業できるようにするWebベースのアプリケーションです。Oracle BPM Studioで作成されたプロセスやプロセス・テンプレートを編集するための使いやすい環境を提供します。

プロセス開発者はOracle BPM Studio内のサービス、タスクおよびルールなど、事前に構成されたコンポーネントのカタログを作成できます。このカタログは、プロセス・アナリストがBusiness Process Composerを使用して新規プロジェクトを作成する際に使用できるプロジェクト・テンプレートに組み込むことができます。

プロセス・アナリストは、プロジェクト・テンプレートに基づいてプロジェクトを作成した後で、ビジネス・カタログ要素を取り込み、プロジェクト・テンプレートで定義されている他の必要な編集を行います。その後、プロセス・アナリストはプロジェクトをOracle BPMランタイムにデプロイできます。

また、Business Process Composerでは、プロセス・アナリストがプロセス・ブループリントを作成することもできます。これはプロセスの最初のドラフトであり、Oracle BPM Studioを使用するプロセス開発者がプロジェクトに実装の詳細と改良を加えるために使用します。

さらに、Business Process Composerでは、ランタイムでOracle Business Rulesを編集することもできます。これは、ポリシーがビジネス・プロセスより頻繁に更新される傾向があるため重要です。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Management Business Process Composerユーザーズ・ガイド』および『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイド』を参照してください。






1.3.1.3 Oracle Metadata Service(MDS)リポジトリ

MDSでは、Oracle Fusion Middleware環境内にデプロイされたアプリケーションのデータを保存するリポジトリが提供されます。Oracle BPMでは、Oracle Business Process Managementメタデータ・ストアと呼ばれるリポジトリを使用して、デプロイされたアプリケーションの情報が保存されます。

Oracle BPMでは、個別のMDSパーティションを使用して、プロセス・アナリストとプロセス開発者の間でプロジェクトとプロジェクト・テンプレートを共有します。図1-1「Oracle BPM Suite」では、MDSリポジトリがすべてのOracle BPMアーキテクチャ内でどのように適合しているかを示します。






1.3.1.4 Oracle BPMプロジェクト

Oracle BPMプロジェクトは、プロセスベースのビジネス・アプリケーションを作成するためのビジネス・プロセスと関連リソースのコンテナです。Oracle BPMプロジェクトには、次のものを組み込むことができます。

	
組織データ


	
アクティビティ・ガイド


	
BPMNプロセス・モデル


	
ビジネス・カタログ


	
シミュレーション・モデル


	
その他のリソース




Oracle BPMプロジェクトはサービス統合コンポジット・アプリケーションとして実行時にデプロイされます。プロジェクトとサービス統合コンポジット・アプリケーションの使用の詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイドのプロジェクトおよびプロジェクト・テンプレートの使用


	
Oracle Business Process Management用のOracle Fusion Middleware Business Process Composerユーザーズ・ガイドのプロジェクトおよびプロジェクト・テンプレートの使用


	
Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイド











1.3.2 Oracle BPMランタイム・コンポーネント

Oracle BPMランタイムは、デプロイされているアプリケーションを制御します。Oracle BPMランタイムには次のコンポーネントが含まれています。



1.3.2.1 Oracle BPMエンジン

Oracle BPMエンジンは、ビジネス・プロセスを実行するためのランタイム環境を提供します。BPMNプロセスとBPELプロセスの両方のネイティブ・サポートも提供します。

BPMエンジンは3つの独立したコンポーネントで構成されます。

	
BPMNエンジン

BPMNエンジンはBPMNプロセスを実行するための環境を提供します。


	
BPELエンジン

BPELエンジンはBPELプロセスを実行するための環境を提供します。


	
プロセス・コア

プロセス・コアでは、BPMNエンジンとBPELエンジンで共有されるエンジン機能を提供します。プロセス・コアによって実行される主な機能は次のとおりです。

	
セキュリティの管理


	
監査証跡の生成


	
サービスの起動


	
永続性の管理












1.3.2.2 Oracle Human Workflow

多くのエンドツーエンドのビジネス・プロセスでは、プロセスとユーザーとの相互作用が必要です。承認、例外管理、ビジネス・プロセスを進めるために必要なアクティビティの実行などにユーザーの相互作用が必要となります。ヒューマン・ワークフロー・サービスは、次のような機能を提供します。

	
ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールへのタスク・ルーティング


	
タスクが適切なタイミングで実行されることを保証するために必要な期限、エスカレーション、通知およびその他の機能


	
ワークスペースやポータルなどの様々なメカニズムを介してエンド・ユーザーにタスクを表示するためのタスク・フォーム


	
エンド・ユーザーが各自のタスクを実行するときの生産性を向上するために必要な組織、フィルタ、優先順位付け、ディスパッチ・ルールおよびその他の機能









1.3.2.3 Oracle Business Rules

Oracle Business Rulesは、ランタイムの動的決定を可能にするOracle SOA Suiteのコンポーネントで、特に規制や競争圧力に対してアプリケーションを迅速に適合させることができます。この高いアジリティを実現できる理由は、Oracle Business Rulesを使用するプロセス・アナリストが、アプリケーション・コードとは別のところでビジネス・ルールを作成および変更できる点にあります。Oracle Business Rulesを使用することにより、プロセス・アナリストはビジネス・プロセスを停止することなく、ビジネス・ルールを変更できます。また、ビジネス・ルールを外部に置くことで、プロセス・アナリストが関与しなくても、プロセス・アナリストがビジネス・ルールを直接管理できます。






1.3.2.4 Oracle WebLogic Server

Oracle WebLogic Serverは、J2EE準拠のアプリケーションを作成および実行するプラットフォームとなるアプリケーション・サーバーです。






1.3.2.5 Oracle Enterprise Manager

Oracle Enterprise Managerは、Oracle SOA Suiteで実行するアプリケーションをシステム管理者が制御および管理できるようにするWebベースのアプリケーションです。Enterprise Managerを使用すると、ビジネス管理者がビジネス・アプリケーションとプロセス・インスタンスを構成および管理できます。








1.3.3 Oracle BPM Suiteプロセス参加者アプリケーション

以降の項では、プロセス参加者が日常業務を実行するために使用するOracle BPM Suiteのコンポーネントについて説明します。これらのアプリケーションでは、プロセス参加者がOracle BPMランタイムで管理される実行中のビジネス・アプリケーションと相互作用できます。



1.3.3.1 Oracle Business Process Management Workspace(プロセス・ワークスペース)

プロセス・ワークスペースを使用すると、プロセス参加者はOracle BPMを使用して作成したアプリケーションと相互作用できます。プロセス・ワークスペースのユーザー・インタフェースには、次のタブがあります。

	
タスク: このページを使用して、プロセス参加者は自身に割り当てられたタスクを参照し、使用できます。


	
プロセス・トラッキング: このページを使用して、プロセス参加者は実行中のプロセス・インスタンスを参照できます。


	
標準ダッシュボード: このページでは、プロセス・パフォーマンス、タスク・パフォーマンスおよび負荷を監視するための、すぐに使用できるダッシュボードが提供されます。


	
カスタム・ダッシュボード: このページを使用して、プロセス参加者は、プロセス・インスタンスによって生成された測定データに基づき、カスタム・ダッシュボードを定義し、使用できます。




プロセス・ワークスペースでは、ビジネス管理者が組織およびロールを構成し、管理することもできます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。






1.3.3.2 Oracle Business Process Management Process Spaces(プロセス・スペース)

プロセス・スペースは、Oracle WebCenter PortalSpaces上に構築されたコラボレーティブな作業領域であり、コラボレーションを増やすことによってBPMの生産性を向上できます。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。








1.3.4 その他のOracle BPM Suiteのコンポーネント

以降の各項では、Oracle BPM Suiteのその他のコンポーネントについて説明します。



1.3.4.1 プロセス分析

ビジネス・プロセス分析では、プロセス参加者は実行中のプロセスベース・アプリケーションのパフォーマンスを監視できます。BPMプロジェクトで定義された主要パフォーマンス・インジケータが測定され、データベースに保存されます。プロセス参加者とアナリストは、プロセス・ワークスペースの各ダッシュボードまたはOracle BAMを使用して、プロセス分析データベースに保存されているメトリックを参照できます。






1.3.4.2 ガイド付きビジネス・プロセス

ガイド付きビジネス・プロセスでは、プロセス・アナリストと開発者は、BPMプロセスの相互作用アクティビティを、プロセス参加者にとって意味のある一連のマイルストンにまとめることができます。これによって、ビジネス・プロセスの複雑さを意識させず、プロセス参加者が実行する必要のあるステップの概略を示します。

Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイドのガイド付きビジネス・プロセスの概要を参照してください










1.4 Oracle Business Process Analysis (BPA) Suite

Oracle Business Process Analysis Suiteは、IDS ScheerのArisプラットフォームをベースにした、独立したOracle製品スイートです。それは、全社的なビジネス・プロセスに対して、モデリングから分析、シミュレーションにいたる総合的機能を提供します。また、戦略的な目標、目的、より高いKPI、リスクおよび管理などのビジネス・アーキテクチャのアーティファクトの取得と、バリュー・チェーン図などの概念モデルの取得がサポートされます。

また、Oracle Business Process Analysis Suiteでは次の内容がサポートされます。

	
ビジネス・プロセスとビジネス戦略の整合。


	
サービスの検出およびビジネス・プロセスへのリンク。これにより、Oracle SOA Suiteのサービスの必要な要素が構築されていきます。


	
最適リソース割当てを決定できるようにするシミュレーション・シナリオのロードと作成。シミュレーションでは、スループット分析、活動基準原価計算およびリソース使用率計算を実行できます。また、シミュレーション結果を簡単に分析するためのシミュレーション分析レポートを作成できます。


	
チェックイン/チェックアウトから変更管理機能までをも含む、総合的なバージョン管理。




Oracle Business Process Analysis Suiteで定義されたビジネス・アーキテクチャは、戦略的な目標と、Oracle BPMで作成された実際のビジネス・アプリケーションを正式に結び付けます。Oracle Business Process Analysis Suiteでは、戦略マップ、目標、目的、リスクおよび管理などのビジネス・アーキテクチャのアーティファクトをモデリングできるとともに、それらをビジネス・プロセスにリンクできます。

これにより、所要能力の優先順位付け、デシジョンの正当化、およびビジネスの戦略的目標に対するビジネス・プロセス改善計画活動の追跡ができるようになり、このため、ビジネスとITがより整合するようになります。この製品により、どのBPMプロジェクトを開始するのか、またどのプロセスが現時点で企業に最も適しているのか、さらにどのサービスが事業戦略に最も整合しているのかを明確に理解できるようになるため、この製品は非常に大きな価値を提供します。

Oracle Business Process Analysis Suiteは、組織のゴールを含めたモデリング・フェーズに直交ディメンションを追加することにより、Oracle BPM Suiteの機能を補完します。詳細は、 Oracle BPAクイック・スタート・ガイドを参照してください

Oracle Business Process Analysis Suiteで作成されたプロセスは、Oracle BPM Suiteにインポートできます。Oracle BPM Studioを使用して、自分のビジネス・プロセスを他のOracleテクノロジ(アダプタ、ビジネス・ルール、ヒューマン・タスクなど)に統合できます。

Oracle BPM Studio内でOracle Business Process Analysisに作成したビジネス・プロセスを使用する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイド』を参照してください。






1.5 アプリケーション開発ライフサイクルの概要

この項では、Oracle BPMアプリケーションの開発ライフサイクルのステージの概要と、各ステージでOracle BPMの様々なコンポーネントがどのように使用されるかについて説明します。

図1-2 は、アプリケーション開発ライフサイクルの4つのステージ、各ステージに適したユーザー・ペルソナ、使用されるOracle BPMのツールおよびアプリケーションを示しています。


図1-2 Oracle BPMアプリケーション開発ライフサイクルのステージ

[image: この図については本文で説明しています。]





1.5.1 プロセス・モデリング

アプリケーション開発ライフサイクルの最初のステージはプロセス・モデリングです。プロセス・アナリストは、このステージで実際のビジネス・プロセスと問題に基づいてプロセス・モデルを作成します。

Oracle BPMには、ビジネス・プロセスをモデリングするための個別のツールが3つ用意されています。各ツールは、Oracle BPM Suite内で別々のロールを持っています。使用するツールは、ユーザーのビジネス要件、アプリケーション開発サイクルのステージおよびユーザー・ペルソナによって決まります。

	
Oracle BPM Studio

Oracle BPM StudioはOracle JDeveloper IDEプラットフォームで稼働します。Oracle BPM Studio では、プロセス・モデルの設計に重点を置いた簡易版のJDeveloper機能セットを表示するプロセス・アナリスト・ロールが提供されます。

Oracle BPM Studioでは、プロセス・アナリストとプロセス開発者が、Oracle BPMランタイムにデプロイされ、作業用アプリケーションとして実行される詳細なプロセス・フローを設計し、実装できます。また、Oracle Business Process Analysis SuiteまたはBusiness Process Composerからの詳細なプロセス・フローは、Oracle BPM Studio内に取り込んで追加の実装を行い、Oracle BPMランタイムにデプロイすることもできます。


	
Oracle Business Process Composer

Business Process Composerは、プロセス・アナリストとプロセス開発者との共同作業を可能にするコラボレーション・ツールです。


	
Oracle Business Process Analysis Suite (BPA)

Oracle Business Process Analysis Suiteでは、組織全体を表す概念レベルのモデルから、実行プロセスとして実装できるより詳細なビジネス・プロセスまで、様々なビジネス・プロセスの強力なモデルを作成できます。




一般的なOracle BPMユース・ケースでこれらのツールを使用する場合の詳細は、1.6項「Oracle BPMのユース・ケース」を参照してください。アプリケーション開発ライフサイクルでBusiness Process ComposerとOracle BPM Studioを連携させる方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Management Business Process Composerユーザーズ・ガイド』および『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイド』を参照してください。






1.5.2 実装

プロセス・アナリストがビジネス・プロセスをモデリングした後、そのモデルを基にプロセス開発者がビジネス・アプリケーションを作成します。プロセス開発者はOracle BPM Studioを使用して、再使用可能サービスを実装し、その他のビジネス・システムと統合します。

実装には、プロセス開発者が一般的に実行する、次のタイプのタスクが通常含まれます。

	
データ・マッピングおよび変換


	
システム・フォルト処理


	
Oracle Human Workflowを使用したユーザー・インタフェースの設計および実装


	
Oracle Business Rulesの設計


	
ダッシュボードの作成




プロセス開発者が実装を完了すると、そのアプリケーションは他のサービス統合コンポジット・アプリケーションと同様にコンパイルおよびデプロイされます。コンパイルおよびデプロイにはOracle BPM Studioを使用します。






1.5.3 デプロイメント

デプロイメントは、Oracle BPMプロジェクトを開発環境からランタイム環境に移行するプロセスです。ランタイム環境には、テスト用ランタイム環境か本番ランタイム環境があります。

ビジネス・プロセスをバックエンド・システムおよび再使用可能サービスと統合した後、プロセス開発者は作業用のプロセスベース・アプリケーションを作成し、コンパイルします。次にこのアプリケーションは、Oracle BPMランタイムにデプロイされます。

Oracle BPM Suiteには、Oracle BPMランタイムにデプロイするための一般的なシナリオがあります。次のとおりです。

	
Oracle BPM Studioからの直接のデプロイメント

Oracle BPMで作成されたアプリケーションは、他のサービス統合コンポジット・アプリケーションと同様に直接ランタイム環境にデプロイできます。これは通常、プロセス開発者がOracle BPM Studioを使用してテスト環境または開発環境から行います。

サービス統合コンポジット・アプリケーションのデプロイの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイドを参照してください。


	
Business Process Composerからの直接のデプロイメント

Oracle BPMでは、Business Process Composerがインストールされているのと同じランタイム環境に、プロジェクト・テンプレートから作成したプロジェクトを直接デプロイできます。プロジェクトの作成時には承認ワークフローを指定できますが、このワークフローはプロジェクトのデプロイ前に完了しておく必要があります。

Oracle BPMランタイムと同じサーバー・インフラストラクチャにインストールされている場合は、Business Process Composerからデプロイできます。これによって、プロセス・アナリストは、プロセスベースのビジネス・アプリケーションをデプロイおよびテストできます。これは一般的に、テスト環境で行われます。


	
エクスポートされたSARファイルを使用したデプロイメント

Oracle BPM StudioとBusiness Process Composerを使用すると、SARファイルを使用してアプリケーションをエクスポートできます。SARファイルは、ビジネス管理者がOracle Enterprise Managerを使用してランタイム環境にデプロイできます。

本番環境では、アプリケーションは通常この方法でデプロイされます。


	
WebLogic Scripting Tool (WLST)を使用したデプロイ

Oracle BPMでは、Oracle BPMプロジェクトの管理およびデプロイ用にカスタマイズされたWLSTコマンドが用意されています。









1.5.4 Oracle BPMランタイム

アプリケーションのデプロイ後、そのランタイム環境では、ビジネス・プロセスがデプロイされた組織に割り当てられているロールに基づいて、Oracle BPMアプリケーションがプロセス参加者に対して使用可能になります。このステージは次の機能にわかれています。

	
ユーザーによる相互作用

プロセス参加者とプロセス所有者は、プロセス・ワークスペースを使用して、実行中のアプリケーションと相互作用を行います。

また、プロセス・アナリストと所有者は、Business Process Composerを使用して、プロセスを監視し、Oracle Business Rulesを実行時に修正することもできます。


	
プロセス管理および監視

プロセス所有者は、プロセス・ワークスペースを使用して実行中のプロセスを監視および管理します。プロセス・アナリストと所有者は、Oracle Business Process Analysisを使用してビジネス・プロセスのリアルタイムのパフォーマンスを監視します。


	
プロセス作成

必要な権限を持つプロセス参加者は、Oracle BPM WorkspaceまたはOracle Process Spacesを使用して新しいプロセスを作成できます。


	
システム管理

ビジネス管理者は、Oracle Enterprise ManagerおよびOracle WebLogic Server管理コンソールを使用して、実行中のビジネス・アプリケーションおよびランタイム・インフラストラクチャ全体を管理します。











1.6 Oracle BPMのユース・ケース

この項では、プロセス・モデリングからランタイムまでのOracle BPM Suiteのユースケースについて説明します。



1.6.1 ユース・ケース: Oracle BPM Studioを使用したプロジェクト・テンプレートの作成

このユース・ケースでは、Oracle BPM Studioを使用してプロジェクト・テンプレートを作成します。テンプレートは、プロセス・アナリストがBusiness Process Composerで新規プロジェクトを作成する際に使用されます。


Oracle BPM Studioを使用したプロジェクト・テンプレート作成の一般的なワークフロー

	
ビジネス要件を決定します(プロセス・アナリスト)。


	
Oracle BPM Studioを使用して必要なビジネス・プロセスをモデリングします(プロセス・アナリストまたはプロセス開発者)。

プロセス・アナリストはOracle JDeveloper内のプロセス・アナリスト・ロールを使用できます。


	
プロセスの各要素をバックエンド・システムと再使用可能サービスに統合することでプロセスを実装します(プロセス開発者)。


	
Oracle BPM Studioを使用してプロジェクト・テンプレートを作成します(プロセス開発者)。


	
プロジェクト・テンプレートをOracle BPM MDSリポジトリに公開します(プロセス開発者)。


	
プロジェクト・テンプレートに基づいて、新しいOracle BPMプロジェクトを作成します(プロセス・アナリスト)。


	
プロジェクト・テンプレートで定義した再使用可能な必須サービスを実装します(プロセス・アナリスト)。


	
プロジェクトをOracle BPMランタイムにデプロイします(プロセス・アナリスト)。









1.6.2 ユース・ケース: Oracle BPM Studioを使用したプロセスのモデリングおよびアプリケーションのデプロイ

このユース・ケースでは、Oracle BPM Studioを使用してプロセス・モデルを作成します。モデルは、Oracle BPMランタイムにデプロイされる作業用ビジネス・アプリケーションの作成に使用されます。


Oracle BPM Studioを使用したプロセス・モデリングの一般的なワークフロー

	
ビジネス要件を決定します(プロセス・アナリスト)。


	
Oracle BPM Studioを使用して必要なビジネス・プロセスをモデリングします(プロセス・アナリストまたはプロセス開発者)。

プロセス・アナリストはOracle JDeveloper内のプロセス・アナリスト・ロールを使用できます。


	
プロセスのパフォーマンスをテストして改善するためのシミュレーションを実行します(プロセス分析者/プロセス開発者)。


	
プロセスの各要素をバックエンド・システムと再使用可能サービスに統合することでプロセスを実装します(プロセス開発者)。


	
Oracle BPMプロジェクトをコンポジット・アプリケーションとしてコンパイルします(プロセス開発者)。


	
アプリケーションをランタイム環境にデプロイします(プロセス開発者、ビジネス管理者)。


	
実行中のビジネス・アプリケーションの一部としてデプロイされたプロセスと相互作用します(プロセス参加者、プロセス所有者)。


	
実行中のプロセスベースのアプリケーションを管理および監視します(ビジネス管理者、プロセス所有者)。









1.6.3 ユース・ケース: Business Process Composerを使用したプロセス・ブループリントの作成

このユース・ケースでは、Business Process Composerを使用してプロセス・ブループリントを作成します。ブループリントはプロセス開発者が共有してOracle BPM Studioにインポートし、改良および実装します。


Business Process Composerを使用したプロセス・ブループリント作成の一般的なワークフロー

	
Business Process Composerを使用してプロセス・ブループリントを作成します。(プロセス・アナリスト)


	
ビジネス・プロセスの実装の詳細を準備して、プロセスベースのビジネス・アプリケーションをデプロイメント対象として準備します(プロセス開発者)。


	
Oracle Business Process Management Studioを使用してプロジェクト・テンプレートを作成し、Oracle BPMメタデータ・ストア・リポジトリに公開します。(プロセス開発者)


	
プロジェクト・テンプレートに基づいてプロジェクトを作成します(プロセス・アナリスト)。


	
プロジェクト・テンプレートの編集ポリシーで定義したとおり、プロジェクトを編集します(プロセス・アナリスト)。


	
プロジェクトをOracle BPMランタイムにデプロイします。(プロセス・アナリスト、プロセス管理者)









1.6.4 ユース・ケース: Business Process Composerを使用したOracle Business Rulesの修正

このユース・ケースでは、Business Process Composerを使用して、実行時にOracle Business Rulesを編集します。アプリケーションのデプロイ後、プロセス・アナリストと所有者は、デプロイ済プロジェクトを開き、Oracle Business Rulesを編集できます。


Process Composerを使用したOracle Business Rules修正の一般的なワークフロー

	
一連のビジネス・プロセスをモデリングします(プロセス・アナリスト)。


	
アプリケーションを実装し、デプロイします(プロセス開発者)。


	
Business Process Composerを使用してOracle Business Rulesを実行時に編集します(プロセス所有者)。









1.6.5 ユース・ケース: Oracle Business Process Analysis Suiteを使用したビジネス・プロセスのモデリング

このユース・ケースでは、Oracle Business Process Analysis Suiteを使用してビジネス・プロセスをモデリングします。これらのプロセスは、Oracle BPM Studioにインポートできます。


Oracle Business Process Analysis SuiteとOracle BPM Suiteを使用したプロセス・モデリングの一般的なワークフロー

	
ビジネス要件を決定します(プロセス・アナリスト)。


	
Oracle Business Process Analysisを使用して戦略的な目標、プロセス・マップ、バリュー・チェーン図を取得し、ビジネス・アーキテクチャを設計します(プロセス・アナリスト)。


	
戦略的な分析を実行し、Oracle BPMプロジェクトのプロセス候補を決定します。(プロセス・アナリスト)


	
前記で識別されたプロセス候補の詳細なプロセス・フローを設計します(プロセス・アナリスト)。


	
プロセス・モデルをOracle BPM Studioにインポートします(プロセス・アナリスト、プロセス開発者)。


	
各プロセス・コンポーネントをバックエンド・システムと再使用可能サービスに統合することでプロセスを実装します(プロセス開発者)。


	
ビジネス・プロセスをBPMプロジェクトとしてランタイム環境にデプロイします(プロセス開発者、ビジネス管理者)。


	
ビジネス・アプリケーションの一部としてデプロイされたプロセスと相互作用します(プロセス参加者、プロセス所有者)


	
プロセスを管理します(ビジネス管理者、プロセス所有者)。














第I部



Oracle Business Process Management Workspace (プロセス・ワークスペース)の使用

この部には、次の章が含まれます。

	
第2章「プロセス・ワークスペースの開始」


	
第3章「プロセス・ワークスペースでのタスクの操作」


	
第4章「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの操作」


	
第6章「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページの作成と編集」


	
第7章「プロセス・ワークスペースでのダッシュボードの使用」


	
第8章「プロセス・ワークスペースでのユーザー間のワークロードの管理」


	
第9章「プロセス・ワークスペースの管理(管理者向け)」










2 プロセス・ワークスペースの開始


この章では、プロセス・ワークスペースの起動とログイン、プロセス・ワークスペースのインタフェースのナビゲーション、およびプリファレンスの構成の方法について説明します。

プロセス・ワークスペースはカスタマイズ可能なWebベースのインタフェースであり、タスクおよびプロセス・インスタンスに対するユーザーのロールと責任に応じたアクセスと管理を実現します。

この章には、プロセス・ワークスペースの開始に役立つ次のトピックが含まれています。

	
2.1項「プロセス・ワークスペースの理解」


	
2.2項「プロセス・ワークスペースの起動とログイン」


	
2.3項「プロセス・ワークスペースのナビゲーション」


	
2.4項「管理機能へのアクセス」


	
2.5項「プロセス・ワークスペースでのプリファレンスの設定」




ヒューマン・ワークフローの問題のトラブルシューティングの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suite管理者ガイドのヒューマン・ワークフローのトラブルシューティングに関する項を参照してください。



2.1 プロセス・ワークスペースについて

表2-1は、プロセス・ワークスペースの対象となるユーザーを示しています。


表2-1 Oracle Business Process Management Workspaceのユーザー

	ユーザー・プロファイル	説明
	
プロセス参加者

	
これは最も基本的なプロファイルであり、すべてのユーザーに共通です。これにより、次を行うことができます:

	
ユーザーまたはユーザーのグループに割り当てられた作業または委任された作業を、編成、検索、申告および実行します


	
別のユーザーに作業を委任します


	
個人用ルールを作成し、管理します - 例: 休暇中のタスクを誰に送信するか


	
ビューを定義し、共有します


	
個人のプリファレンスを管理します


	
レポートとダッシュボードを表示します




これらのユーザーは組織全体に分散し、社外で作業する場合もあります。

プロセス参加者は、プロセスを開始するのみでなく、進行状況を追跡し、必要に応じて取り消すこともできます。


	
プロセス所有者

	
1つ以上のビジネス・プロセスを管理するユーザーです。自身のエンド・ユーザーとしてのアクセス以外に、このビジネス・プロセスに属しているが他のユーザーに割り当てられているタスクに対して行動します。これらのユーザーは、これらのプロセスでのプロセス・インスタンスの動きを認識する必要があります。そのためには、通常はダッシュボードを使用します。

これらのユーザーは、通常は運営組織の一部として社内のビジネス側に属しています。スーパーバイザである場合もあります。


	
管理者

	
管理ユーザーには2種類あります。

	
ビジネス管理者: プロセス・ワークスペースの管理を担当するユーザーです。たとえば、マップ済属性の追加、外観の変更、Webアプリケーションが実行中であり、アクセス可能であることの確認などを行います。エラー状態のタスク、たとえば再割当てまたは一時停止が必要なタスクを管理します。また、自身のエンド・ユーザーとしてのアクセス以外に、アプリケーション・プリファレンスの変更と属性のマッピング、任意のユーザーまたはグループに関するルールの管理も行えます。通常は、Fusion Middleware Controlコンソールと、プロセス・ワークスペースが配置されているコンピュータにアクセスする必要があります。


	
プロセス管理者: プロセスの管理を担当するユーザーです。たとえば、共有ビューの作成、ロール、権限およびグループの割当てまたは削除、ロールのマッピングを行います。





	
スーパーバイザ

	
他のプロセス参加者からの報告を受けるユーザーです。プロセス・インスタンスが予期したとおりに実行されたことを確認するため、次を行います。

	
スタッフの作業にアクセスします。


	
必要に応じて、作業の再割当てと委任を行います。


	
報告を行う他のユーザーからのエスカレーションを処理します


	
作業分担と生産性に関するレポートを生成します


	
拡張ユーザー・プロパティを指定します











プロセス・アナリストは通常、Oracle Business Process Analysis SuiteまたはBusiness Process Composerを使用してプロセス・モデルを作成します。また、Oracle BPM Studio内部のプロセス・アナリスト・ロールを使用することもできます。

プロセス開発者は通常、Oracle BPM Studioを使用してビジネス・アプリケーションのコンポーネントのモデリングと実装を行います。また、基本的なプロセスをモデリングするためにOracle Business Process Composer (Business Process Composer)を使用することもあります。






2.2 プロセス・ワークスペースの起動とログイン

プロセス・ワークスペースを起動するには、Oracle SOA Suiteがインストールされている必要があり、サービス統合サーバーが実行中である必要があります。詳細は、インストールのドキュメントを参照してください。


プロセス・ワークスペースを起動してログインするには:

	
次に移動します:

http://host_name:port_number/bpm/workspace/

host_nameは、Oracle SOA Suiteがインストールされているホスト・コンピュータの名前です。

port_numberは、インストールで使用したポートです。


	
ユーザー名およびパスワードを入力します。

事前にシードされたユーザー名を使用して、管理者としてログインできます。アイデンティティ・ストアにデモ・ユーザー・コミュニティをロード済の場合は、jsteinまたはjcooperなどの他のユーザーを使用できます。

ユーザー名とパスワードは、JAZNに提供されたユーザー・コミュニティに存在している必要があります。


	
「ログイン」をクリックします。







	
注意:

	
プロセス・ワークスペースを同時に使用するユーザーが多数いると予想される場合は、セッション・タイムアウト値を5分以下に設定してください。これを行うには、プロセス・ワークスペースの.earファイルを展開し、web.xmlファイルを開いて、タイムアウト・パラメータを更新します。


	
ユーザーIDがMicrosoft Active Directoryに格納されている場合、プロセス・ワークスペースが実行中であれば、Oracle WebLogic ServerでActive Directoryインストールにアクセスできないため、認証に失敗する可能性があります。これは、Oracle WebLogic ServerとActive Directoryが別々のドメインに存在する場合に発生する可能性があります。

この問題を解決するには、プロセス・ワークスペースが実行されているマシンの/etc/hostsファイルにActive Directoryホストのアドレスを表すエントリを追加します。

















2.3 プロセス・ワークスペースのナビゲーション

図2-1は、ログインすると最初にデフォルトで表示されるプロセス・ワークスペースを示します。


図2-1 プロセス・ワークスペースのホーム

[image: この図の説明が続きます]

「図2-1 プロセス・ワークスペースのホーム」の説明





プロセス・ワークスペースでは、最上位に次の4つのデフォルト・タブがあります。

	
タスク


	
アクティビティ・ガイド


	
プロセス・トラッキング


	
標準ダッシュボード




右上のツールバーに、管理を実行するためのリンクも表示されます。

デフォルトのタブ以外に、独自のカスタム・タブを作成し、これらの各タブがプロセス・ワークスペースで個別ページとして表示されるようにできます。カスタム・タブの作成の詳細は、第6章「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページの作成と編集」を参照してください。

管理者は、デフォルト・タブを表示するか、非表示にするかを選択できます。また、管理者は、ユーザーがログインしたときに表示されるタグ・ページを指定することもできます。デフォルト・タブの表示および非表示の詳細は、第9.1.8項「プロセス・ワークスペースでのデフォルトのタブ・ページの表示または非表示の指定方法」を参照してください。

この項には次のトピックが含まれます:

	
2.3.1項「プロセス・ワークスペースの「タスク」ページについて


	
2.3.3項「プロセス・ワークスペースの「プロセス・トラッキング」ページについて」


	
2.3.4項「プロセス・ワークスペースの「標準ダッシュボード」ページについて」






2.3.1 プロセス・ワークスペースの「タスク」ページについて

ユーザーがログインすると、ホーム・ページに「タスク」ページがデフォルトで表示されます。「タスク」ページには、ユーザーの権限と割り当てられたグループおよびロールに基づいてユーザーのタスクが表示されます。

「タスク」ページには、「ユーザー・タスク」・ページと「受信ボックス」がデフォルトで表示されます。「アクション」リストから実行できるアクションは、ログインしたユーザーの権限によって異なります。

「タスク」ページでは、次のことを実行できます。

	
ワークリスト内のタスクに対して許可されているアクションを実行したり、共有タスクの獲得やチェックアウトを実行できます。また、個人のTo Doタスクを定義したり、サブタスクを定義できます。


	
ワークリスト・ビュー内のタスクを様々な基準に基づいてフィルタ処理できます。


	
標準作業キュー(高優先度タスク、期日の近いタスクなど)を使用できます。作業キューを使用すると、カスタム・ビューを作成してワークリスト内のタスクのサブセット(高優先度タスク、期日が24時間以内のタスク、経費承認タスクなど)をグループ化できます。


	
カスタム作業キューを定義できます。


	
別のユーザーのワークリストの一部へのプロキシ・アクセスを取得できます。


	
カスタム休暇ルールやカスタム委任ルールを定義できます。


	
グループの所有者に対して、共有タスクのタスク・ディスパッチ・ルールの定義を許可できます。


	
完全なワークフロー履歴および監査証跡を収集できます。


	
タスクにデジタル署名を使用できます。







	
注意:

プロセス・ワークスペースにログイン中のユーザーの権限をOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソールで変更した場合、その変更はそのユーザーがそれ以降にログインした後でのみ適用されます。このことは、アクティブなワークリスト・セッションが2つあり、1つは権限の変更前にユーザーがすでにログインしており、もう1つは権限の変更後に同じユーザーがログインするような状況でも同様です。1つ目の状況では、ユーザーの権限の変更はそのユーザーがログインしている間は適用されません。2つ目の状況では、ユーザーがプロセス・ワークスペースの2つ目のインスタンスにログインしたときに、権限の変更が適用されます。











2.3.1.1 プロセス・ワークスペースの「タスク」ページのナビゲーション

このページは、ユーザーのロールに応じて、ユーザーに割り当てられたすべてのタスクと作業アイテムの一覧を表示します。たとえば、「ユーザー・タスク」ページと「開始済のタスク」ページはすべてのユーザーに表示されます。「スタッフ」ページはスーパーバイザのみ、「管理タスク」ページは管理者のみに表示されます。図2-2に示すように、「タスク」ページには次のセクションがあります。

	
左側のタスク・ナビゲータ


	
右側上部のタスク・リスト


	
右側下部のタスク詳細





図2-2 プロセス・ワークスペースの「タスク」ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図2-2 プロセス・ワークスペースの「タスク」ページ」の説明






表2-2 「タスク」ページの構成要素

	コンポーネント	説明
	
タブ

	
表示されるタブは、ログイン・ユーザーに付与されているロールに応じて異なります。

	
すべてのユーザー(ユーザー・ロール)に「ユーザー・タスク」および「開始済のタスク」タブが表示されます。


	
スーパーバイザを兼ねているユーザーには、「ユーザー・タスク」、「開始済のタスク」および「スタッフのタスク」 の各タブが表示されます。


	
プロセスの所有者を兼ねているユーザーには、「ユーザー・タスク」、「開始済のタスク」および「管理タスク」タブが表示されます。


	
管理者(BPMProcessAdmin)を兼ねていてもスーパーバイザでないユーザーには、「ユーザー・タスク」、「開始済のタスク」および「管理タスク」が表示されます。


	
スーパーバイザおよび管理者であるユーザーには、すべてのタブ(「ユーザー・タスク」、「開始済のタスク」、「スタッフのタスク」および「管理タスク」)が表示されます。





	
アプリケーション

	
ユーザーが開始権限を持つプロセス。


	
ワークリスト・ビュー

	
	
受信ボックス: 使用したフィルタで取得された全タスクが表示されます。デフォルトでは、全タスクが表示されます。


	
ユーザー作業キュー: 標準ビューと自分が定義したビューが表示されます。標準ビューは、「期日が近い」、「高優先度」、「前日」、「前週」、「前月」、「前四半期」および「新規タスク」です。


	
プロキシ作業キュー: 共有ビューが表示されます。





	
タスク・ステータス

	
現在のビューにあるタスクのステータスがバー・チャートに表示されます。


	
表示フィルタ

	
「割当て先」、「ステータス」または「検索」フィールドから検索条件を指定します。使用可能なカテゴリ・フィルタは、選択したタブに応じて異なります。

	
ユーザー・タスク・ページでの「割当て先」フィルタは、「個人」、「グループ」、「個人とグループ」、「前回」(過去に処理済のタスク)および「レビューア」です。開始済のタスク・ページでの割当て先フィルタは「作成者」のみ、スタッフのタスク・ページでの割当て先フィルタは「報告先」のみ、管理タスク・ページでの割当て先フィルタは「管理者」のみです。


	
「ステータス」フィルタには、「任意」、「割当て済」、「完了」、「一時停止中」、「取消し済」、「期限切れ」、「エラー発生」、「アラート済」および「情報のリクエスト中」があります。




「検索」を使用してキーワードを入力するか、または「拡張検索」を使用します。


	
アクション・リスト

	
ヒューマン・タスクに対して定義されたグループ・アクション(「申告」)またはカスタム・アクション(「承認」または「拒否」など)を選択します。「申告」は、グループまたは複数のユーザーに割り当てられたタスクに対して表示されます。タスクの処理の前には申告が必要になります。タスクに対して可能な他のアクション(システム・アクションなど)は、特定のタスクの「タスクの詳細」ページに表示されます。ここでTo Doタスクやサブタスクを作成することも可能です。


	
デフォルト列

	
タイトル: ヒューマン・タスクの作成時に指定されたタイトル。パージ済またはアーカイブ済のプロセス・インスタンスに関連付けられているタスクは表示されません。

番号: BPELプロセスの作成時に生成されたタスク番号。

優先度: ヒューマン・タスクの作成時に指定された優先度。最高優先度は1、最低優先度は5です。

割当て先: ユーザーまたはグループ、あるいはアプリケーション・ロール。

状態: 「割当て済」、「完了」、「エラー発生」、「期限切れ」、「情報のリクエスト中」、「失効」、「一時停止中」または「取消し済」のいずれか。

作成日時: ヒューマン・タスクの作成日時。

有効期限: ヒューマン・タスクの作成時に指定されたタスクの失効日時。


	
タスクの詳細

	
ワークリストの下部セクションには、「タスクの詳細」ページのインライン・ビューが表示されます。ボタンは使用可能なアクションを示します。












2.3.1.2 プロセス・ワークスペースの「タスクの詳細」ページ

図2-3は、「タスクの詳細」ページの例を示しています。このページは、プロセス・ワークスペースの「タスク」ページの受信ボックスからタスクを選択することによって呼び出されます。


図2-3 「タスクの詳細」ページの例

[image: この図については本文で説明しています。]

「図2-3 「タスクの詳細」ページの例」の説明





「タスクの詳細」ページのコンポーネントは、次のとおりです。

	
タスクのタイトル(たとえば、wfaulkについてのヘルプ・デスク・リクエスト)、タスク番号、作成者、割当て先、状態、作成日、タスクの取得者、優先度、有効期限、その他のフレックス・フィールドを含む基本情報が表示されます。


	
アクション・ボタン: ヒューマン・タスクに定義されているカスタム・アクション用のボタン(たとえば、ヘルプ・デスク・リクエスト用の「解決済」および未解決またはローン・リクエスト用の「承認」および「拒否」)が表示されます。管理者、タスク・イニシエータまたはマネージャの場合は、「取消」も表示されることがあります。


	
その他のアクション: タスクに定義されるカスタム・アクションの範囲を超えるシステム・タスクのアクションが表示されます(詳細は表2-3)。


表2-3 システム・タスク・アクション

	アクション	説明
	
申告

	
1つのタスクがグループまたは複数のユーザーに割り当てられている場合、最初にそのタスクを申告する必要があります。「申告」 は、グループまたは複数のユーザー割当て用の 「アクション」 リストで使用可能な唯一のアクションです。タスクが申告されると、すべての適用可能なアクションがリストに表示されます。


	
エスカレート

	
タスクを完了できない場合は、そのタスクをエスカレートして、 「コメント」 領域にコメントを追加できます(オプション)。タスクは管理者が任意に指定したユーザーに再割当てされます。エスカレーション・パスが指定されていない場合、タスクは自分のスーパーバイザ(階層の1つ上のレベル)にエスカレートされます。


	
プッシュバック

	
このアクションを使用して、タスクをワークフローの1つ下のレベルの以前の割当て先に戻します。


	
再割当て

	
マネージャはタスクを報告先に委任できます。BPMWorkflowReassign権限を持つユーザーは任意のユーザーにタスクを委任できます。


	
リリース

	
1つのタスクがグループまたは複数のユーザーに割り当てられている場合、そのタスクを申告したユーザーがタスクを完了できない場合はリリースできます。他のすべての割当て先はタスクを申告および完了できます。


	
期限更新

	
タスクの期限切れが近付いている場合は期限を更新して、「コメント」領域にオプションのコメントを追加できます。タスクの有効期限は1週間延長されます。期限更新がタスク履歴に表示されます。タスクの期限更新期間はオプションのパラメータで制御できます。デフォルト値はP7D(7日間)です。


	
「情報の発行」 および 「情報のリクエスト」

	
これらのアクションは、他のユーザーから詳細情報の提供リクエストを受けた場合や、タスクの作成者または以前の割当て先に詳細情報をリクエストする場合に使用します。再承認が不要の場合、タスクは次の承認者またはビジネス・プロセスの次のステップに割り当てられます。


	
「一時停止」および「再開」

	
タスクが作業に関係しない場合は、一時停止できます。これらのオプションは、BPMWorkflowSuspendロールを付与されたユーザーのみが使用可能です。他のユーザーは、タスク・フィルタで 「前へ」 を選択するか、または 「一時停止中」 ステータスのタスクを検索するとこのタスクにアクセスできます。一時停止は無期限です。この状態は、 「再開」 を使用してタスクの処理を再開するまで維持されます。


	
取消

	
タスクの作成者が作業を続行しない場合、たとえば休暇リクエストを取り消す場合は、そのタスクを取り消して、 「コメント」 領域にオプションのコメントを追加できます。次の処理はビジネス・プロセスによって決定されます。ホームページの 「取消」 アクションは、 「作成者」 タスク・フィルタを使用して使用できます。








	
コンテンツ: ペイロードが表示されます。表示されるフィールドは、ヒューマン・タスクが作成された方法によって異なります。


	
短い履歴: タスク・フローのグラフィカル・ビューが表示されます。また、次のタスクによって作成されたすべてのバージョンのリストも表示されます。

	
タスクの開始


	
タスクの再開始


	
タスクの結果の更新


	
タスクの完了


	
タスクのエラー処理


	
タスクの期限切れ


	
タスクの取消し


	
エラー割当て先へのタスクのアラート




shortHistoryActions要素を変更すると、「短い履歴」リストに、次に示すアクションを含めることができます。

	
取得


	
非定型ルート


	
タスクの自動リリース


	
委任


	
エスカレート


	
タスクの情報のリクエスト


	
タスクの情報の送信


	
ルーティング・スリップのオーバーライド


	
結果の更新およびルート


	
プッシュバック


	
再割当て


	
リリース


	
期限更新


	
再開


	
現在の割当てのスキップ


	
一時停止


	
更新





	
履歴の詳細: タスクの承認順および更新履歴が表示されます。

コメントの追加など、タスクを変更しないアクションも含め、実行されたすべてのアクションを表示するには、「全履歴」を選択します。


	
コメントおよび添付ファイル:

	
ワークフローに参加した様々なユーザーが入力したコメント。新しく追加されたコメントおよびそのコメントを入力したユーザーのユーザー名が既存のコメントに追加されます。コメントの痕跡はタスクのライフサイクル全体を通して保持されます。コメントを追加するには、タスクの更新権限が必要です。

コメントの追加方法は、第3.7項「プロセス・ワークスペースでのタスクへのコメントと添付ファイルの追加」を参照してください。


	
添付ファイルはタスクに関連付けられたドキュメントまたは参照URLです。これらは通常、ヒューマン・タスクの定義時にワークフローに関連付けられるか、タスク・リストを使用する参加者によって添付および変更されます。添付ファイルを追加または削除するには、タスクの更新権限が必要です。添付ファイルの追加には、絶対パス名を使用するか、ファイルを参照できます。









2.3.1.2.1 タスク履歴

タスク履歴は、ワークフローの参加者によって実行されるアクションの監査証跡、およびワークフローの様々な時点でのタスク・ペイロードおよび添付ファイルのスナップショットを記録します。タスクの「短い履歴」には、次のタスクで作成されるすべてのバージョンがリストされます。

	
タスクの開始


	
タスクの再開始


	
タスクの結果の更新


	
タスクの完了


	
タスクのエラー処理


	
タスクの期限切れ


	
タスクの取消し


	
エラー割当て先へのタスクのアラート




shortHistoryActions要素を変更すると、「短い履歴」リストに、次に示すアクションを含めることができます。

	
取得


	
非定型ルート


	
タスクの自動リリース


	
委任


	
エスカレート


	
タスクの情報のリクエスト


	
タスクの情報の送信


	
ルーティング・スリップのオーバーライド


	
結果の更新および14:20 2012/09/07ルート


	
プッシュバック


	
再割当て


	
リリース


	
期限更新


	
再開


	
現在の割当てのスキップ


	
一時停止


	
更新




履歴では、図2-4に示すように、タスク・フローがグラフィカルに表示されます。


図2-4 履歴: グラフィカル・ビュー

[image: この図の説明が続きます]

「図2-4 履歴: グラフィカル・ビュー」の説明





表2-4で、タスクの「履歴」セクションで使用されるアイコンについて説明します。


表2-4 タスク履歴のアイコン

	アイコン	説明
	[image: 人の記号と大きい鉛筆の図。]
	
非定型ルーティング・シナリオの承認者を表します。


	[image: 緑色のチェック・マークの画像。]
	
タスクが承認されたことを示します。


	[image: 人の記号の前に眼鏡が置かれている図。]
	
参加者は通知タスクを受信するのみで、ビジネス・プロセスは参加者のレスポンスを待機しないことを示します。参加者がタスクの結果に直接影響を与えることはできませんが、コメントを提供したり添付ファイルを追加できる場合があります。


	[image: それぞれにプラス記号が付いた3人の記号の図。]
	
複数の人が並行して作業することを示します。このパターンは主に投票で使用されます。


	[image: 3人の記号を上昇する階層形式で示した図。]
	
この参加者が管理チェーンに属していることを示します。


	[image: 1人の記号の図。]
	
参加者が1人のユーザー、1つのグループまたはロールにマッピングされる単純なケースであることを示します。


	[image: 未選択のチェック・ボックスの付いた2つのTo Doアイテムです。]
	
タスクが未着手であることを示します。








コメントの追加などのタスクを変更しないアクションを含む、実行済のすべてのアクションを表示するには、「フル・タスク・アクション」を選択します。図2-5に例を示します。


図2-5 履歴: フル・タスク・アクション

[image: この図の説明が続きます]

「図2-5 履歴: フル・タスク・アクション」の説明





タスク履歴は、次の方法で表示できます。

	
タスク・スナップショットの取得


	
予定承認者の参照


	
完全なタスク・アクションの参照













2.3.2 プロセス・ワークスペース・アクティビティ・ガイド・ページについて

アクティビティ・ガイドを使用してタスクをマイルストンに整理できます。マイルストンは、ユーザーが自分1人でまたは他のユーザーとのコラボレーションによって完了させるタスクのセットです。各マイルストンについて、どのタスクをどの順序で完了させるかがアクティビティ・ガイドによって示されます。マイルストンに含まれる自分のタスクをすべて完了すると、マイルストンの完了となります。タスクの性質によっては、未完了のタスクを保存して、後で再開することも可能です。

図2-6は、アクティビティ・ガイドの例を示しています。


図2-6 サンプル・アクティビティ・ガイド

[image: この図については本文で説明しています。]



アクティビティ・ガイドを使用すると、次のことが可能になります。

	
マイルストンを展開し、マイルストンに含まれているタスクを確認および処理します。


	
自分が参加しているビジネス・プロセス全体のステータスと完了率を表示します。




アクティビティ・ガイド・ページのナビゲートの詳細は、5.2項「アクティビティ・ガイドのナビゲーション」を参照してください。






2.3.3 プロセス・ワークスペースの「プロセス・トラッキング」ページについて

割り当てられたロールに基づいてビジネス・プロセスと相互作用するには、「プロセス・トラッキング」ページを使用します。

「プロセス・トラッキング」タブでは、次のことを実行できます。

	
受信ボックスにある保留中のプロセス・インスタンスのリストを表示します。


	
タスクを実行します。つまり、特定のインスタンスに対してヒューマン・タスクを実行します。


	
異なる基準によってインスタンスを検索します。


	
検索結果をビューとして保存します。


	
監査証跡を含むインスタンスの詳細を表示します。


	
新規インスタンスを作成します(権限がある場合)。


	
インスタンスにファイルを添付します。


	
インスタンスにノートを追加します。






2.3.3.1 プロセス・ワークスペースの「プロセス・トラッキング」ページのナビゲーション


図2-7 プロセス・ワークスペースの「プロセス・トラッキング」ページ

[image: この図については本文で説明しています。]

「図2-7 プロセス・スペースの「プロセス・トラッキング」ページ」の説明





「プロセス・トラッキング」ページには、次のセクションがあります。

	
「アプリケーション」パネル。ユーザーが使用できるアプリケーションのリストが表示されます。ここでは、新規インスタンスの作成、特定のアクティビティの実行、アプリケーションのソートなどの基本的なプロセス・ワークスペース・アクションを実行できます。

「アプリケーション」パネルでアプリケーション名の上にマウス・ポインタを重ねると、アプリケーションの完全名とリビジョン番号を含むツール・チップが表示されます。

プロセス・ワークスペースで使用できるアプリケーションは、プロセス設計およびログイン中のユーザーに割り当てられているロールによって異なります。また、使用可能なアプリケーションのリストは、デプロイ済で実行中のBPMプロセスによって異なります。実行中のプロセスがない場合、または実行中のいずれかのプロセスでアプリケーションを実行する権限がユーザーにない場合、「アプリケーション」パネルには何も表示されません。

「アプリケーション」パネルで、次のいずれかのアプリケーションをソートできます。

	
デフォルト・バージョンのアプリケーションのみ


	
アクティブ・バージョンのすべてのアプリケーション




名前またはプロセス・バージョンでのソートも可能です。「検索」フィールドに完全名または名前の一部、あるいは完全なバージョンまたはバージョンの一部を入力して、同じアプリケーションをフィルタ抽出できます。


	
左側下部の「ビュー」パネル。ユーザーが使用できるビューが展開可能なツリー形式で表示されます。


	
「保留中コンポーネント」パネルには、一時停止中のすべてのプロセスが表示されます。プロセスの新しいバージョンがデプロイされ、以前デプロイしたプロセスに新しいバージョンに移行していないインスタンスがある場合、以前デプロイしたプロセスは一時停止されます。プロセスを再開するには、移行していないインスタンスを移行するか、一時停止します。一時停止プロセスの再開の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイドの一時停止プロセスの再開に関する項を参照してください。


	
右側上部の「作業アイテム」パネル。「ビュー」パネルで選択したビューに対応する作業アイテムが表示されます。このパネルでは、特定のビューで表示する列を選択できます。特定の列の配置はプレゼンテーションと呼ばれます。「列の追加/削除」をクリックすると「プレゼンテーション」ダイアログ・ボックスが表示され、ここで列を定義できます。

次の列を使用できます。

	
アクション


	
アクティビティ


	
アクティビティ期日


	
コピー


	
作成時間


	
期限


	
説明


	
添付ファイルあり


	
ノートあり


	
開始済


	
イニシエータ


	
イニシエータ名


	
インスタンス番号


	
親コピー


	
参加者


	
poID


	
優先度


	
プロセス名


	
プロセス期日


	
受信済


	
ステータス


	
タスク参加者(つまり、現在インスタンスを実行している参加者)


	
タイトル





	
右側下部の作業アイテムの「詳細」パネル。「作業アイテム」パネルで選択した作業アイテムに関する詳細情報が表示されます。次のセクションがあります。

	
詳細: 優先度、プロセス名、インスタンスの完了期日、ステータス、作成日時および割当て先(存在する場合)が表示されます。


	
オープン・アクティビティ: 実行中のスレッドがあるゲートウェイのステータスが表示されます。


	
監査証跡: リスト・ビュー、ツリー・ビューまたはグラフィカル・ビューに監査証跡が表示されます。監査するアクティビティまたはサブプロセスのタイプ(ヒューマン・アクティビティ、サービス・アクティビティ、ビジネス・ルール・アクティビティ、サブプロセス、イベント、ゲートウェイ、スクリプト・アクティビティ、その他のアクティビティまたはそのすべて)を選択できます。

プロセスに入力または出力ペイロードが含まれる場合、そのメッセージの監査証跡をポップアップに表示できます。特定のアクティビティをクリックすると、タスク履歴が表示されます。

監査証跡の表示の詳細は、第4.3.1項「プロセス・ワークスペースでの監査証跡の表示」を参照してください。


	
コメント: プロセス・インスタンスにコメントを追加できます。


	
添付ファイル: プロセス・インスタンスに添付ファイルを追加できます。

プロセス・インスタンスへのコメントおよび添付ファイルの追加の詳細は、第4.3.2項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスへのコメントと添付ファイルの関連付け」を参照してください。














2.3.4 プロセス・ワークスペースの「標準ダッシュボード」ページについて

ダッシュボードは、プロセス実行およびユーザー・ワークロードを監視するための分析情報を提供します。ダッシュボードには、サマリー情報が表示され、インスタンス固有の情報にドリルダウンできます。

図2-8は、「標準ダッシュボード」ページを示しています。


図2-8 プロセス・ワークスペースの「標準ダッシュボード」ページ

[image: この図については本文で説明しています。]

「図2-8 プロセス・ワークスペースの「標準ダッシュボード」ページ」の説明





ダッシュボードの詳細は、第7章「プロセス・ワークスペースでのダッシュボードの使用」を参照してください。








2.4 管理機能へのアクセス

図2-9に示すように、右上のツールバーに「管理」リンクがあります。


図2-9 管理リンク

[image: この図の説明が続きます]

「図2-9 管理リンク」の説明





表2-5に、「管理領域」のカテゴリをリストして説明し、各カテゴリに関する詳細情報の参照先を示します。


表2-5 「管理領域」のカテゴリ

	カテゴリ	説明	情報
	
組織

	
組織単位、ビジネス・カレンダ、営業休日、ロールおよびその他のユーザー・プロパティを定義して組織をモデリングします。

注意: プロセス・ワークスペースにログインしていて、組織のメンバーシップに変更を加えた場合、ログアウトして再度ログインするまで、これらの変更はインタフェースに反映されません。これは、パフォーマンス向上のため、プロセス・ワークスペースにログインするときに組織単位情報がキャッシュされるためです。

	
10項「プロセス・ワークスペースでの組織の管理(管理者向け)」



	
フレックス・フィールド(マップ済属性)

	
マップ済属性にデータを移入するために必要なマッピングを作成します。

	
9.2.1項「プロセス・ワークスペースでのマップ済属性(フレックス・フィールド)の管理」



	
タスク管理

	
承認グループ、タスク構成、エビデンス検索および例外を管理します。

	
9.2項「プロセス・ワークスペースでのタスク関連情報の管理と構成」



	
アプリケーション・プリファレンス

	
ワークリストの外観をカスタマイズします。

	
9.1項「プロセス・ワークスペースでの「作業アイテム」パネルの表示設定」













2.5 プロセス・ワークスペースでのプリファレンスの設定

表2-6に、設定可能なプリファレンスをリストして説明し、各プリファレンスの設定に関する情報の参照先を示します。


表2-6 プリファレンス

	プリファレンス	説明	情報
	
ローカル言語でのプロセス・ワークスペースへのアクセス

	
優先言語およびタイムゾーンを指定します。

	
9.1.3項「プロセス・ワークスペースでの言語ロケール情報の指定方法」



	
デジタル証明書の指定

	
資格証明を検証するための認証機関からのデジタル証明書を指定します。

	
3.5項「プロセス・ワークスペースでのデジタル署名の指定」


	
ルールの設定

	
ユーザーまたはグループに割り当てられているタスクのルールを設定します。

	
3.9.1項「プロセス・ワークスペースでのユーザー・ルールの作成方法」

3.9.2項「プロセス・ワークスペースでグループ・ルールを作成する方法」



	
通知プリファレンスの設定

	
通知設定を構成して、複数の通信チャネル(配信タイプ)にアクセスする場合のメッセージの受信方法、受信タイミングおよび受信場所を制御します。

	
3.9.4項「通知設定の指定」.


	
アクセシビリティ・プリファレンスの設定

	
スクリーン・リーダーの使用、高コントラスト色、大きいフォントの使用など、アクセシビリティ・プリファレンスを選択します。

	
3.4項「プロセス・ワークスペースでのプリファレンスの設定」









この項で説明したプリファレンス以外にも、プロセス・ワークスペースでの「作業アイテム」パネルの表示について様々なプリファレンスを設定できます。これらのアプリケーション・プリファレンスの設定の詳細は、第9.1項「プロセス・ワークスペースでの「作業アイテム」パネルの表示の設定」を参照してください。









3 プロセス・ワークスペースでのタスクの操作


この章では、Oracle Business Process Management Workspaceでのユーザー・プリファレンスの設定方法、およびタスクの申告とリリース、タスクの再割当て、委任およびルーティング、タスクへのコメントと添付ファイルの関連付け、ルールと休暇期間の設定も含めたタスクの処理方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
3.1項「プロセス・ワークスペースでのタスク処理の留意事項」


	
3.2項「プロセス・ワークスペースの「タスク」ページの使用」


	
3.3項「プロセス・ワークスペースでのタスクの申告とリリース」


	
3.4項「プロセス・ワークスペースでのプリファレンスの設定」


	
3.5項「プロセス・ワークスペースでのデジタル署名の指定」


	
3.6項「プロセス・ワークスペースでのタスクの再割当てと委任」


	
3.7項「プロセス・ワークスペースでのタスクへのコメントと添付ファイルの追加」


	
3.8項「プロセス・ワークスペースでの情報のリクエスト」


	
3.9項「プロセス・ワークスペースでのルール、休暇期間および通知プリファレンスの設定」


	
3.10項「プロセス・ワークスペースでのTo Doタスクとサブタスクの作成」


	
3.11項「プロセス・ワークスペースでのパスワード必須タスクの処理」


	
3.12項「プロセス・ワークスペースでのデジタル署名必須タスクの処理」


	
3.13項「プロセス・ワークスペースでのタスクのルーティング」


	
3.14項「エビデンス・ストア・サービスとデジタル署名」




ヒューマン・ワークフローの問題のトラブルシューティングの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suite管理者ガイドのヒューマン・ワークフローのトラブルシューティングに関する項を参照してください。



3.1 プロセス・ワークスペースでのタスク処理の留意事項

タスクを処理する際は、次のいくつかの点に留意します。

	
ヒューマン・タスクが非定型ルーティングを許可するよう設計されている場合、または承認者のシーケンスがあらかじめ決められていない場合は、タスクをワークリストで非定型にルーティングできます。このようなタスクに対しては、「タスクの詳細」ページに「ルート」ボタンが表示されます。「ルート」ページから、ルーティング対象の複数のユーザーを検索できます。複数の割当て先を指定すると、割当て先のリストを単純割当て(すべてのユーザーにグループ割当て)、順次割当てまたはパラレル割当てのいずれに使用するかを選択できます。

非定型ルーティングが許可されるタスク設計に関する開発者のための情報詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイド』を参照してください。


	
判定などのシナリオに対してパラレル・フロー・パターンが指定されている場合は、パラレル・タスクが作成されます。このパターンでは、パラレル・タスクは共通の親を持ちます。ユーザーがタスクの割当て先、所有者または作成者である場合にのみ、ユーザーは親タスクを参照できます。

パラレル・タスク自体(サブタスクと呼ばれます)は、他のタスクと同様に、タスクの割当て先となる任意のユーザーから参照できます。

親タスクからサブタスクを表示できます。このシナリオでは、親タスクのタスク詳細ページに、「サブタスクの表示」ボタンがあります。サブタスク・ページには、対応するパラレル・タスクのリストが表示されます。

判定シナリオでは、ペイロード、コメントまたは添付ファイルが任意の割当て先によって更新されると、その変更内容はそのタスクの割当て先によってのみ表示されます。親タスクを表示できるユーザー(パラレル・フロー・パターンの最終的なレビューアなど)は、サブタスクまでドリルダウンし、パラレル・フロー内で参加者によってサブタスクに加えられた更新を表示できます。

ワークリストで、承認に必要な判定の割合を指定します。


	
ヒューマン・タスクの設定によりパスワードが要求される場合は、タスクを実行する際に、パスワードを指定する必要があります。




	
注意:

「タスクの詳細」ページで優先度を変更したり、コメントや添付ファイルを追加するなどの変更を加えた場合、その変更を保存する必要があります。

















3.2 プロセス・ワークスペースの「タスク」ページの使用

この項には次のトピックが含まれます:

	
3.2.1項「プロセス・ワークスペースでのタスクの詳細の表示」


	
3.2.2項「プロセス・ワークスペースでのタスク・リストのカスタマイズ」


	
3.2.3項「プロセス・ワークスペースでのタスクの検索」






3.2.1 プロセス・ワークスペースでのタスクの詳細の表示

プロセス・ワークスペースのほとんどのタスクは、「タスクの詳細」ページで実行します。


「タスクの詳細」ページを表示するには:

	
「ホーム」ページで、「タスク」ページを選択し、「ワークリスト・ビュー」セクションを展開して、受信ボックスを選択します。図3-1に示すように、右のペインに「ユーザー・タスク」ページが表示されます。このページは、ユーザーのロールに応じて、ユーザーに割り当てられたすべてのタスクと作業アイテムの一覧を表示します。たとえば、「ユーザー・タスク」ページと「開始済のタスク」ページはすべてのユーザーが表示できます。「スタッフ」ページはスーパーバイザのみ、「所有者タスク」ページはプロセス所有者のみ、「管理タスク」ページは管理者のみが表示できます。


図3-1 「タスク」ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図3-1 「タスク」ページ」の説明





	
タスクの詳細をインラインで表示するには、右のペインでタスクを選択します。右下のペインに詳細が表示されます。タスクの詳細をポップアップ・ウィンドウで表示するには、タスクをダブルクリックします。図3-2は、タスクの「詳細」ページの例を示しています。


図3-2 「タスクの詳細」ページの例

[image: この図の説明が続きます]

「図3-2 「タスクの詳細」ページの例」の説明





タスクの「詳細」ページの詳細は、2.3.1.2項「プロセス・ワークスペースのタスクの「詳細」ページ」を参照してください。






3.2.1.1 プロセス・ワークスペースでのシステム・アクションの実行

「タスクの詳細」ページのアクション・バーには、すべてのタスクで使用可能なシステム・アクションが、ユーザーの権限に基づいて表示されます。表3-1に、システム・アクションを示します。


表3-1 システム・タスク・アクション

	アクション	説明
	
申告

	
このアクションを使用して、グループまたは複数のユーザーに割り当てられているタスクを申告します。「申告」は、グループまたは複数のユーザー割当て用の「タスク・アクション」リストでのみ使用可能なアクションです。タスクが申告されると、すべての適用可能なアクションがリストに表示されます。


	
エスカレート

	
このアクションを使用して、グループまたは複数のユーザーに割り当てられているタスクをエスカレートします。「コメント」領域にコメントを追加できます(オプション)。タスクは管理者が任意に指定したユーザーに再割当てされます。エスカレーション・パスが指定されていない場合、タスクは自分のマネージャ(階層の1つ上のレベル)にエスカレートされます。


	
プッシュバック

	
このアクションを使用して、タスクをワークフローの1つ下のレベルの以前の割当て先に戻します。


	
再割当て

	
このアクションを使用して、タスクを別のユーザーに割り当てます。マネージャはタスクを報告先に委任できます。BPMWorkflowReassign権限を持つユーザーは任意のユーザーにタスクを委任できます。


	
リリース

	
このアクションを使用して、申告されたタスクをリリースします。1つのタスクがグループまたは複数のユーザーに割り当てられている場合、そのタスクを申告したユーザーがタスクを完了できない場合はリリースできます。他のすべての割当て先はタスクを申告および完了できます。


	
期限更新

	
このタスクを使用して、タスクの有効期限を延長します。「コメント」領域にコメントを追加できます(オプション)。タスクの有効期限は1週間延長されます。期限更新がタスク履歴に表示されます。タスクの期限更新期間はオプションのパラメータで制御できます。デフォルト値はP7D(7日間)です。


	
「情報の発行」 および 「情報のリクエスト」

	
これらのアクションは、他のユーザーから詳細情報の提供リクエストを受けた場合や、タスクの作成者または以前の割当て先に詳細情報をリクエストする場合に使用します。再承認が不要の場合、タスクは次の承認者またはビジネス・プロセスの次のステップに割り当てられます。


	
「一時停止」および「再開」

	
これらのアクションは、タスクを一時停止または再開する場合に使用します。これらのオプションは、BPMWorkflowSuspendロールを付与されたユーザーのみが使用可能です。他のユーザーは、タスク・フィルタで「前へ」を選択するか、または「一時停止中」ステータスのタスクを検索するとこのタスクにアクセスできます。一時停止は無期限です。この状態は、「再開」を使用してタスクの処理を再開するまで維持されます。


	
取消

	
このアクションを使用して、タスクを取り消します。タスクの作成者が作業を続行しない場合、たとえば休暇リクエストを取り消す場合は、そのタスクを取り消して、「コメント」領域にコメントを追加できます(オプション)。次の処理はビジネス・プロセスによって決定されます。ホームページの「取消」アクションは、「作成者」タスク・フィルタを使用して使用できます。








タスクの「詳細」ページの詳細は、2.3.1.2項「プロセス・ワークスペースのタスクの「詳細」ページ」を参照してください。








3.2.2 プロセス・ワークスペースでのタスク・リストのカスタマイズ

タスク・リストは、ワークリスト・ビューの追加、表示する列の選択、およびフィルタ基準に基づいたタスクのサブセットの表示など、様々な方法でカスタマイズできます。

取得されるタスクの数を増やすには、タスク・リスト表示領域のサイズを変更します。

この項は次のトピックで構成されています。

	
3.2.2.1項 タスクのフィルタ処理方法


	
3.2.2.2項「ワークリスト・ビューの作成およびカスタマイズ方法」






3.2.2.1 タスクのフィルタ処理方法

図3-3は、フィルタ・フィールドを示しています。


図3-3 フィルタ: 「割当て先」、「ステータス」、「検索」および「拡張検索」

[image: この図の説明が続きます]

「図3-3 フィルタ: 「割当て先」、「ステータス」、「検索」および「拡張検索」」の説明





フィルタを使用し、次のフィルタ基準に基づいてタスクのサブセットを表示します。

	
割当て先

ユーザー・タスク・ページで、次のいずれかを選択します。

	
個人: ログイン・ユーザーに直接割り当てられているタスクを取得します。


	
グループ: 次のタスクを取得します。

	
ログイン・ユーザーが属するグループに割り当てられたタスク


	
ログイン・ユーザーが割り当てられているアプリケーション・ロールに割り当てられたタスク


	
ログイン・ユーザーを含む複数のユーザーに割り当てられているタスク





	
個人とグループ: ユーザーに直接、またはグループ、アプリケーション・ロール、ユーザー・リストのいずれかによって割り当てられた全タスクを取得します。


	
前へ: ログイン・ユーザーによって更新されたタスクを取得します。


	
レビューア: ログイン・ユーザーがレビューアであるタスクを取得します。




開始済のタスク・ページで、「作成者」を選択します。

スタッフのタスク・ページで、「報告先」を選択します。

管理タスク・ページで、「管理者」を選択します。


	
ステータス: 「任意」、「割当て済」、「完了」、「一時停止中」(後で再開可能)、「取消し済」、「期限切れ」、「エラー発生」(処理中に発生)、「アラート済」または「情報リクエスト済」のいずれかを選択します。


	
検索: キーワードを入力して、指定したフィルタ基準を満たすタスクのタイトル、コメント、識別キーおよびフレックス文字列フィールドを検索します。


	
拡張: 追加の検索フィルタが表示されます。







	
注意:

タスクが複数の報告先に個別に割り当てられている場合、マネージャが「スタッフのタスク」リストを参照すると、このタスクが割り当てられている報告先と同じ数のタスクのコピーが表示されます。










割当て先またはステータスに基づいてタスクをフィルタ処理するには:

「割当て先」および「ステータス」リストからオプションを選択します。タスク・リストは、フィルタの選択内容に基づいて自動的に更新されます。


キーワード検索に基づいてタスクをフィルタ処理するには:

	
キーワードを入力して、指定したフィルタ基準を満たすタスクのタイトル、コメント、識別キーおよびフレックス文字列フィールドを検索します。


	
[Enter]を押すか、「リフレッシュ」をクリックします。





拡張検索に基づいてタスクをフィルタ処理するには:

マップ済属性が定義済のタスク・タイプを選択すると、マップ済属性のラベルを拡張検索で使用できます。

詳細は、第9.2.1.1項「マップ済属性の指定方法」を参照してください。

	
「拡張」をクリックします。


	
(オプション)図3-4および図3-5に示すように、「ビューとして保存」を選択してビュー名を入力し、「表示」ページを使用してその他の情報を入力します。


図3-4 ワークリストの拡張検索: 「定義」ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図3-4 ワークリストの拡張検索: 「定義」ページ」の説明






図3-5 ワークリストの拡張検索: 「表示」ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図3-5 ワークリストの拡張検索: 「表示」ページ」の説明





表3-2に、「表示」ページで使用可能な拡張検索のビューの列を示します。


表3-2 拡張検索: ビューの列

	列	説明
	
開始日

	
タスクの開始日(To Doタスクで使用されます)。


	
タスク定義名

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントの名前。


	
所有者ロール

	
タスク・インスタンスを所有するアプリケーション・ロール(存在する場合)。タスク所有者は、アプリケーション・ロール、ユーザーまたはグループのいずれかです。タスク所有者がアプリケーション・ロールの場合は、このフィールドが設定されます。


	
更新日

	
タスク・インスタンスが最後に更新された日付。


	
コンポジット・バージョン

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントを含むコンポジットのバージョン。


	
クリエータ

	
タスクの作成者の名前。


	
リクエスト元ユーザー

	
タスクのリクエスト元ユーザー。


	
完了したパーセンテージ

	
タスクが完了したパーセンテージ(To Doタスクで使用されます)。


	
所有者グループ

	
タスク・インスタンスを所有するグループ(存在する場合)。タスク所有者は、アプリケーション・ロール、ユーザーまたはグループのいずれかです。タスク所有者がグループの場合、このフィールドが設定されます。


	
終了日

	
タスクの終了日(To Doタスクで使用されます)。


	
コンポジット

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントを含むコンポジットの名前。


	
期日

	
タスクの期日(To Doタスクで使用されます)。


	
コンポジット識別名

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントを含むコンポジットの特定のデプロイメントの一意の名前。


	
タスク表示URL

	
タスクの詳細を表示するURL。


	
更新者

	
タスクを最後に更新したユーザー。


	
結果

	
タスクの結果。例: 承認済、却下済。このフィールドは、完了したタスク・インスタンスに対してのみ設定されます。


	
タスク・ネームスペース

	
対象のタスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントのすべてのバージョンを一意に定義するネームスペース。バージョンの異なる同じタスク・コンポーネントには同じネームスペースを設定できますが、2つのタスク・コンポーネントに同じネームスペースを設定することはできません。


	
承認者

	
タスクの承認者。


	
アプリケーション・コンテキスト

	
タスクに関連付けられているアプリケーション・ロール(割当て先、所有者など)が属するアプリケーション。


	
所有者ユーザー

	
タスク・インスタンスを所有するユーザー(存在する場合)。タスク所有者は、アプリケーション・ロール、ユーザーまたはグループのいずれかです。タスク所有者がユーザーの場合、このフィールドが設定されます。


	
識別子

	
タスクの一意のカスタム識別子。この一意の識別子は、標準のタスク番号に追加されます。


	
カテゴリ

	
タスクのカテゴリ。


	
取得者

	
タスクを申告したユーザーの名前(タスクがグループ、アプリケーション・ロールまたは複数のユーザーに割り当てられてから、ユーザーによって申告された場合)。


	
コンポーネント

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントの名前。


	
元の割当て先ユーザー

	
タスクを委任したユーザーの名前(ユーザーがタスクを別のユーザーに委任した場合)。


	
割当て済

	
対象のタスクが割り当てられた日付。


	
パーティション

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントを含むコンポジットが属するドメイン。


	
タイトル

	
タスクのタイトル。


	
番号

	
タスク・インスタンスを一意に識別する整数。


	
優先度

	
タスクの優先度を定義する整数。通常は1から5の数値が使用され、数値が低いほど優先度が高くなります。


	
割当て先

	
現在のタスク割当て先(ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロール)。


	
状態

	
タスク・インスタンスの状態。


	
作成日時

	
タスク・インスタンスが作成された日付。


	
有効期限

	
タスク・インスタンスの有効期限が切れる日付。


	
カスタム日付1

	
日付データ型のカスタム・フレックスフィールド1。


	
カスタム日付2

	
日付データ型のカスタム・フレックスフィールド2。


	
カスタム文字列1

	
文字列データ型のカスタム・フレックスフィールド1。


	
カスタム文字列2

	
文字列データ型のカスタム・フレックスフィールド2。


	
カスタム番号1

	
数値データ型のカスタム・フレックスフィールド1。


	
カスタム番号2

	
数値データ型のカスタム・フレックスフィールド2。








保存済のビューは、図3-6に示すように、「ユーザー・ビュー」の下の「受信ボックス」に表示されます。


図3-6 ビューの保存

[image: この図の説明が続きます]

「図3-6 ビューの保存」の説明





	
図3-7に示すように、割当て先を選択します。


図3-7 ワークリストの拡張検索

[image: この図の説明が続きます]

「図3-7 ワークリストの拡張検索」の説明





	
図3-8に示すように、条件(フィルタ)を追加します。


図3-8 タスクの拡張検索に使用するフィルタの追加

[image: この図の説明が続きます]

「図3-8 タスクの拡張検索に使用するフィルタの追加」の説明





表3-3に、使用可能な条件を示します。


表3-3 拡張検索: 条件

	条件	説明
	
開始日

	
タスクの開始日(To Doタスクで使用されます)。


	
割当て先

	
現在のタスク割当て先(ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロール)。


	
タスク定義名

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントの名前。


	
所有者ロール

	
タスク・インスタンスを所有するアプリケーション・ロール(存在する場合)。タスク所有者は、アプリケーション・ロール、ユーザーまたはグループのいずれかです。タスク所有者がアプリケーション・ロールの場合は、このフィールドが設定されます。


	
更新日

	
タスク・インスタンスが最後に更新された日付。


	
作成日時

	
タスク・インスタンスが作成された日付。


	
コンポジット・バージョン

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントを含むコンポジットのバージョン。


	
クリエータ

	
タスクの作成者の名前。


	
リクエスト元ユーザー

	
タスクのリクエスト元ユーザー。


	
完了したパーセンテージ

	
タスクが完了したパーセンテージ(To Doタスクで使用されます)。


	
タイトル

	
タスクのタイトル。


	
所有者グループ

	
タスク・インスタンスを所有するグループ(存在する場合)。タスク所有者は、アプリケーション・ロール、ユーザーまたはグループのいずれかです。タスク所有者がグループの場合、このフィールドが設定されます。


	
終了日

	
タスクの終了日(To Doタスクで使用されます)。


	
優先度

	
タスクの優先度を定義する整数。低い数値ほど優先度が高くなります。通常、1から5の数値が使用されます。


	
番号

	
タスク・インスタンスを一意に識別する整数。


	
コンポジット

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントを含むコンポジットの名前。


	
期日

	
タスクの期日(To Doタスクで使用されます)。


	
状態

	
タスク・インスタンスの状態。


	
コンポジット識別名

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントを含むコンポジットの特定のデプロイメントの一意の名前。


	
タスク表示URL

	
タスクの詳細を表示するURL。


	
更新者

	
タスクを最後に更新したユーザー。


	
結果

	
タスクの結果。例: 承認済、却下済。このフィールドは、完了したタスク・インスタンスに対してのみ設定されます。


	
タスク・ネームスペース

	
タスクのネームスペース。


	
承認者

	
タスクの承認者。


	
アプリケーション・コンテキスト

	
タスクに関連付けられているアプリケーション・ロール(割当て先、所有者など)が属するアプリケーション。


	
所有者ユーザー

	
タスク・インスタンスを所有するユーザー(存在する場合)。タスク所有者は、アプリケーション・ロール、ユーザーまたはグループのいずれかです。タスク所有者がユーザーの場合、このフィールドが設定されます。


	
識別子

	
タスクの一意のカスタム識別子。この一意の識別子は、標準のタスク番号に追加されます。


	
有効期限

	
タスク・インスタンスの有効期限が切れる日付。


	
カテゴリ

	
タスクのカテゴリ。


	
取得者

	
タスクを申告したユーザーの名前(タスクがグループ、アプリケーション・ロールまたは複数のユーザーに割り当てられてから、ユーザーによって申告された場合)。


	
コンポーネント

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントの名前。


	
元の割当て先ユーザー

	
タスクを委任したユーザーの名前(ユーザーがタスクを別のユーザーに委任した場合)。


	
割当て済

	
対象のタスクが割り当てられた日付。


	
ドメイン

	
タスク・インスタンスを定義するタスク・コンポーネントを含むコンポジットが属するドメイン。








	
図3-9に示すように、パラメータ値を追加します。


図3-9 拡張検索

[image: この図の説明が続きます]

「図3-9 拡張検索」の説明





	
複数のフィルタに一致させる場合は、「任意」または「すべて」を選択します。


	
(オプション)タスク・タイプで検索します。


	
「検索」をクリックします。

基準に従ってタスクがフィルタ処理されたタスク・リストが表示されます。









3.2.2.2 ワークリスト・ビューの作成およびカスタマイズ方法

図3-10で示される「ワークリスト・ビュー」領域には、次が表示されます。

	
受信ボックス: 使用したことのあるフィルタで取得された全タスクが表示されます。デフォルトでは、全タスクが表示されます。


	
ユーザー作業キュー: 標準ビューと自分が定義したビューが表示されます。


	
プロキシ作業キュー: 共有ビューが表示されます。





図3-10 ワークリスト・ビュー

[image: この図の説明が続きます]

「図3-10 ワークリスト・ビュー」の説明





ワークリスト・ビューを使用して、ビューの作成、共有およびカスタマイズを行います。


ワークリスト・ビューを作成するには:

	
「ワークリスト・ビュー」セクションで、「追加」をクリックします。


	
図3-11に示すように、「ユーザー・ビューの作成」ダイアログ・ボックスの「定義」ページを使用します。


図3-11 ワークリスト・ビューの作成

[image: この図の説明が続きます]

「図3-11 ワークリスト・ビューの作成」の説明





	
ビューの作成またはパブリック・ビューの使用: 独自のビューを作成するか、パブリック・ビューを参照してコピーします。


	
名前: ビュー名を指定します。


	
標準ビューに追加: このオプションは管理者のみに適用されます。管理者はこのオプションを選択して、ビューを標準ビューとして作成します。作成された標準ビューは、すべてのワークリスト・ユーザーの「標準ビュー」リストに表示されます。


	
割当て先: 「個人」、「グループ」、「個人とグループ」、「前へ」または「レビューア」を選択します。


	
条件の追加: リストからフィルタを選択して「追加」をクリックします。たとえば、「startDate」を選択して「追加」をクリックすると、カレンダと、「が次の日付」、「次と等しい」、「次と等しくない」、「次より大きい」、「次より小さい」などを含んだリストが表示されます。


	
タスク・タイプ: タスク・タイプを参照します。このフィールドを空白にすると、全タスク・タイプが表示されます。選択したタスク・タイプにマップ済属性マッピングが定義済の場合は、問合せおよび表示列のダイアログ・ボックスでマップ済属性ラベルを選択できます。


	
一致: 「すべて」を選択するか、追加した条件と一致するように「任意」を選択します。


	
ビューの共有: 他のユーザーに対して、このビューの定義またはデータ自体へのアクセス権を付与できます。前者の場合、条件は権限受領者のデータに適用され、後者の場合、権限受領者は権限付与者のワークリスト・ビューおよびデータを参照できます。ビューを他のユーザーと共有することは、そのビューに対応する全タスクを相手ユーザーに委任するのと同じことで、相手ユーザーに自分の代理としての処理を許可することになります。共有ビューは「プロキシ作業キュー」の下に表示されます。


	
割当て先: ビューの共有相手として可能なユーザー(権限受領者)を指定します。





	
図3-12に示すように、「ユーザー・ビューの作成」ダイアログ・ボックスの「表示」ページを使用して、ビューに表示するフィールドをカスタマイズします。


図3-12 ワークリスト・ビューのフィールドの表示

[image: この図の説明が続きます]

「図3-12 ワークリスト・ビューのフィールドの表示」の説明





	
ビュー列の選択: タスク・リストに表示する列を指定します。特定のタスク・タイプにマップされた標準タスク属性またはマップ済属性を指定できます。デフォルト列は、受信ボックスの列と同じです。


	
ソート・キー列: ソート基準の列を選択します。


	
ソート順: 昇順または降順を選択します。





	
「OK」をクリックします。





ワークリスト・ビューをカスタマイズするには:

	
「ワークリスト・ビュー」セクションでビュー名をクリックします。


	
「編集」アイコンをクリックします。


	
図3-13および図3-14に示すように、「ユーザー・ビューの編集」ダイアログ・ボックスの「定義」および「表示」ページを使用し、ビューをカスタマイズして「OK」をクリックします。


図3-13 ワークリスト・ビューのカスタマイズ

[image: この図の説明が続きます]

「図3-13 ワークリスト・ビューのカスタマイズ」の説明






図3-14 ワークリスト・ビューのフィールドのカスタマイズ

[image: この図の説明が続きます]

「図3-14 ワークリスト・ビューのフィールドのカスタマイズ」の説明





「使用可能な列」リストからアイテムを選択して「選択された列」リストに移動した場合(またはその逆の場合)、アイテムは選択されたままの状態になります。したがって、アイテムを選択して元に戻すと、前に選択したアイテムも移動されます。リスト間でアイテムを移動した後にさらに別の列を移動する場合は、アイテムの選択を必ず解除してください。











3.2.3 プロセス・ワークスペースでのタスクの検索

タスクを検索する手順は、次を参照してください。

	
キーワード検索に基づいてタスクをフィルタ処理する手順:


	
拡張検索に基づいてタスクをフィルタ処理する手順:











3.3 プロセス・ワークスペースでのタスクの申告とリリース

1つのタスクがグループまたは複数のユーザーに割り当てられている場合、最初にそのタスクを申告する必要があります。「申告」は、グループまたは複数のユーザー割当て用の「タスク・アクション」リストで使用可能な唯一のアクションです。タスクが申告されると、すべての適用可能なアクションがリストに表示されます。

1つのタスクがグループまたは複数のユーザーに割り当てられている場合、そのタスクを申告したユーザーはタスクをリリースできます。その後、他のすべての割当て先がタスクを申告および完了できます。


タスクを申告およびリリースするには:

タスクを申告するには、タスクの「詳細」ページを開き、「申告」ボタンをクリックします。

同様に、タスクをリリースするには、タスクの「詳細」ページを開き、「リリース」ボタンをクリックします。

図3-15は、右上隅に「申告」ボタンが表示された「タスクの詳細」ページの一部分を示しています。


図3-15 タスクの申告

[image: この図の説明が続きます。]

「図3-15 タスクの申告」の説明









3.4 プロセス・ワークスペースでのアクセシビリティ・プリファレンスの設定


アクセシビリティ・プリファレンスを設定するには:

	
プロセス・ワークスペースの右上隅で、「プリファレンス」をクリックします。


	
「構成領域」パネルで、「アクセシビリティ」を選択します。図3-16に示すように、「アクセシビリティの選択」ページが右ペインに表示されます。


図3-16 アクセシビリティの選択

[image: この図の説明が続きます]

「図3-16 アクセシビリティの選択」の説明





	
アクセシビリティ・プリファレンスを選択し、「OK」をクリックします。









3.5 プロセス・ワークスペースでのデジタル証明書の指定

デジタル証明書は参加者の資格証明を確立します。証明書は認証機関(CA)によって発行されます。名前、シリアル番号、有効期限、証明書保有者の公開鍵のコピー(メッセージおよびデジタル署名の暗号化に使用)、証明書発行機関のデジタル署名(これにより、受信者は証明書が真正のものであることを確認可能)が証明書に含まれます。


デジタル証明書を指定する手順は、次のとおりです。

	
プロセス・ワークスペースの右上隅で、「プリファレンス」をクリックします。


	
左側のナビゲーション・バーで、「証明書」をクリックします。


	
図3-17に示すように、決定の署名に使用する証明書をアップロードします。

証明書を使用してタスクの結果に署名する場合は、証明書の発行者によって発行された1つの証明書のみでなく、証明書のチェーン全体をプロセス・ワークスペースから.P7B(PKCS7形式)ファイルとしてアップロードする必要があります。チェーン全体は、Internet Explorerを使用してエクスポートできます。Mozilla Firefoxでは、チェーンを.P7Bファイルとしてエクスポートすることはできません。このため、次の手順を実行できます。

	
Mozilla Firefoxからチェーンを.P12ファイル(秘密鍵も含むPKCS12形式)としてエクスポートします。


	
Internet Explorerに.P12ファイルをインポートします。


	
Internet Explorerから.P7Bファイルとしてエクスポートし直します。


	
そのファイルをプロセス・ワークスペースからアップロードします。





図3-17 証明書のアップロード

[image: この図の説明が続きます]

「図3-17 証明書のアップロード」の説明





システムに証明書を提示する場合は、次の点に注意することが重要です。これらのことに従わない場合、証明書を使用して、タスクに対する決定に署名できません。

	
PKCS7ファイル形式は、バイナリ証明書形式です。ディスクに格納されたスタンドアロン証明書ファイルを使用する場合は、このオプションを選択します。


	
PKCS12ファイル形式は、キーストア形式です。キーストア内に格納された証明書を使用する場合は、このオプションを選択します。


	
証明書の内容をコピーして貼り付ける場合は、「証明書内容のタイプまたは貼付け」を選択し、BASE64でエンコードされたテキストをフィールドに貼り付けます。他の形式の証明書をこのフィールドに貼り付けないでください。同様に、証明書をアップロードする場合は、BASE64でエンコードされた証明書はアップロードしないでください。アップロードできるのは、PKCS12およびPKCS7形式のファイルのみです。





	
プロセス・ワークスペースの右上にある「ホーム」リンクをクリックして、タスク・リストに戻ります。


	
承認または却下するタスクをクリックします。

タスクの詳細が表示されます。


	
「承認」または「却下」をクリックします。

デジタル署名に関する詳細が表示されます。


	
署名ポリシーを持つタスクに対して、「署名」をクリックします。

テキスト署名レポート・ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
決定の署名に使用する証明書をリストから選択します。


	
使用しているWebブラウザのマスター・パスワードを入力します。


	
「OK」をクリックします。

Webブラウザで、選択した証明書を使用して、テキスト署名リクエストの上半分に表示された文字列が署名され、選択したアクション(承認または却下)が実行されます。それに応じて、ヒューマン・ワークフロー・サービスのタスク・ステータスが更新されます。




証明書のアップロード方法および使用方法に関する開発者のための情報詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイド』を参照してください。






3.6 プロセス・ワークスペースでのタスクの再割当てと委任


タスクを再割当てまたは委任する手順は、次のとおりです。

	
図3-18に示すように、「アクション」リストから「再割当て」を選択します。


図3-18 タスクの再割当て

[image: 図3-18の説明が続きます。]

「図3-18 タスクの再割当て」の説明





	
「再割当て」または「委任」を選択します。

「委任」は、委任先の権限は委任者の権限に基づくという点で、「再割当て」とは異なります。この機能は、たとえば、マネージャのアシスタントが使用できます。


	
図3-19に示すように、ユーザー名またはグループ名を指定するか参照します。


図3-19 タスクの再割当て

[image: 図3-19の説明は次にあります。]

「図3-19 タスクの再割当て」の説明





スーパーバイザは、タスクを任意の報告先にいつでも再割当てできます。


	
名前を「選択済」領域に移動し、「OK」をクリックします。

複数のユーザーまたはグループへの再割当てを行うことができます。図3-20に示すように、割当て先ユーザーの1人がタスクを申告する必要があります。


図3-20 タスクの申告

[image: 図3-20の説明は次にあります。]

「図3-20 タスクの申告」の説明








	
注意:

タスク詳細が以前のリリースからアップグレードされていると、「再割当て」アクションを実行中に「リクエストに失敗しました」というエラーが表示されることがあります。実際には、再割当ては完了しており、「OK」を再度クリックすると、タスクはすでに割り当てられているというメッセージが表示されます。

このエラー・メッセージが表示されないようにするには、タスクフロー・アプリケーションをOracle JDeveloperで開くことによりアップグレードして、それからタスク・フォームを再デプロイしてください。

















3.7 プロセス・ワークスペースでのタスクへのコメントと添付ファイルの追加

「タスクの詳細」ページを使用して、コメントと添付ファイルをタスクに追加できます。

タスクの「詳細」ページの詳細は、2.3.1.2項「プロセス・ワークスペースのタスクの「詳細」ページ」を参照してください。


タスクにコメントを追加する手順は、次のとおりです。

	
「タスク」タブ・ページの「ワークリスト」ペインで、コメントを追加するタスクを選択します。タスクの詳細が表示されます。


	
「タスクの詳細」ページの「コメント」セクションで、「作成」をクリックします。図3-21に示すように、「コメントの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。


図3-21 コメントとタスクの関連付け

[image: この図については本文で説明しています。]



	
「コメントの作成」ダイアログ・ボックスにコメントを入力し、コメントを共有するユーザーについて次のいずれかを選択します。

	
タスク参加者のみ。この特定のタスクの以前および将来の割当て先とコメントを共有するオプションです。


	
すべてのプロセス参加者。タスクの割当て先であるかどうかに関係なく、プロセスのすべての参加者とコメントを共有するオプションです。







	
注意:

ユーザーがタスクのイニシエータの場合、ユーザーのコメントはタスク割当て先のみでなく、すべてのプロセス参加者と共有されます。タスク参加者のみと共有するオプションは使用できません。










	
「OK」をクリックします。





タスクに添付ファイルを追加する手順は、次のとおりです。

	
「タスク」タブ・ページの「ワークリスト」ペインで、添付ファイルを追加するタスクを選択します。タスクの詳細が表示されます。


	
「タスクの詳細」ページの「添付ファイル」セクションで、「追加」をクリックします。「添付ファイルの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「添付ファイルの追加」ダイアログ・ボックスで、添付ファイルを共有するユーザーについて次のいずれかを選択します。

	
タスク参加者のみ。この特定のタスクの以前または将来の割当て先と添付ファイルを共有するオプションです。


	
すべてのプロセス参加者。このオプションは、タスクの割当て先であるかどうかに関係なく、プロセスのすべての参加者と添付ファイルを共有します。





	
添付ファイル・タイプを選択します。

Oracle WebCenter Contentを使用しないタスクの場合は、次のオプションが表示されます:

	
URL。このオプションを選択すると、ファイルの名前とURLを指定するフィールドが開きます。


	
デスクトップ・ファイル。このオプションを選択すると検索フィールドが開き、ここからコンピュータ上のファイルを参照できます。




Oracle WebCenter Contentを使用するタスクの場合は、次のオプションが表示されます:

	
URL。このオプションを選択すると、ファイルの名前とURLを指定するフィールドが開きます。


	
WebCenter Contentへのファイルのアップロード。このオプションを選択すると、デスクトップ・ファイルがOracle WebCenter Contentにアップロードされます。このオプションを選択すると、別のダイアログ・ボックスで、タスクのモデル化方法に応じて次の一部またはすべてを入力するように求められます。

	
説明(オプション)


	
フォルダ名: 添付ファイルがアップロードされるWebCenter Contentサーバーのフォルダ。WebCenter Contentサーバーの完全なフォルダ・パスを入力する必要があります。


	
ドキュメント・タイプ: このリストから、WebCenter Contentドキュメント・タイプを選択します。


	
アカウント(オプション): このリストから、アカウント名を選択します。


	
リビジョン(オプション): リビジョンの整数の番号を入力します。


	
リリース日(オプション): ドキュメントがリリースされる日付を選択します。このWebCenter Contentドキュメントは、この日付より前にWebCenter Contentユーザーに表示されません。


	
有効期限(オプション): ドキュメントが期限切れになる日付。このWebCenter Contentドキュメントは、この日付をすぎるとWebCenter Contentユーザーに表示されなくなります。





	
WebCenter Contentドキュメントの関連付け。このオプションを選択すると、ドキュメントIDの入力を求める別のダイアログ・ボックスが開きます。望遠鏡のアイコンをクリックして検索し、検出した後に、「OK」をクリックします。




添付ファイルのタイプを選択したら、「OK」をクリックします。





タスクから添付を削除する手順は、次のとおりです。

	
「タスク」タブ・ページの「ワークリスト」ペインで、添付ファイルを削除するタスクを選択します。タスクの詳細が「タスクの詳細」ペインに表示されます。


	
「タスクの詳細」ペインの「添付ファイル」セクションで、削除する添付ファイルを選択して「削除」をクリックします。「添付ファイルの削除」ダイアログ・ボックスで、削除してよいかどうか、確認を求められます。


	
「OK」をクリックします。


	
図3-22に示すように、「タスクの詳細」ペインの「アクション」リストから「保存」を選択します。添付ファイルがタスクから削除されます。




	
注意:

添付ファイルがWebCenter Contentなどのコンテンツ・サーバーに格納されている場合、コンテンツ・サーバーからは削除されません。添付ファイルがSOAワークフロー・リポジトリに格納されている場合、タスク履歴からタスク・スナップショットを表示することで添付ファイルにアクセスできます。










図3-22 タスクからの添付ファイルの削除

[image: この図の説明が続きます]

「図3-22 タスクからの添付ファイルの削除」の説明












3.8 プロセス・ワークスペースでの情報のリクエスト


情報をリクエストするには:

	
図3-23に示すように、「タスク・アクション」リストから「情報のリクエスト」を選択します。


図3-23 情報のリクエスト

[image: 図3-23の説明は次にあります。]

「図3-23 情報のリクエスト」の説明





	
図3-24に示すように、過去の承認者の情報をリクエストしたり、ユーザー名を検索したり、以前の割当て先にタスクをプッシュバックします。


図3-24 過去の承認者または別のユーザーに対する情報のリクエスト、またはタスクのプッシュバック

[image: 図3-24の説明は次にあります。]

「図3-24 過去の承認者または別のユーザーに対する情報のリクエスト、またはタスクのプッシュバック」の説明





「検索」アイコンを使用してユーザー名を検索すると、図3-25に示すように、「認証ブラウザ」が表示されます。


図3-25 認証プラウザ

[image: 図3-25の説明は次にあります。]

「図3-25 認証ブラウザ」の説明








	
注意:

マルチテナント環境の場合、ユーザーの検索はユーザー識別子のみで行い、テナント識別子では行わないでください。たとえば、ユーザー識別子がjsteinで、テナント識別子がcompany_name.jsteinの場合、jsteinを使用して検索します。










	
「OK」をクリックします。









3.9 プロセス・ワークスペースでのルール、休暇期間および通知プリファレンスの設定

ルールは、特定のタスク・タイプか、ユーザーまたはグループに割り当てられたすべてのタスクに対して実行されます。ルールを設定するには、プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「プリファレンス」を選択します。図3-26のように、「プリファレンス」ウィンドウが表示されます。


図3-26 構成領域: 「自分のルール」ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図3-26 構成領域: ルール・ページ」の説明





ルールは、使用中のあらゆる状況に常に適用できるわけではありません。たとえば、1つのルールが複数のタスク・タイプに適用される場合、タスクごとに結果が異なる可能性があるため、すべてのタスクの結果を設定できないことがあります。

ルールはリストされている順序で実行されます。

あるルールがフィルタ条件に一致すると、そのルールが実行され、他のルールは評価されません。ルールを実行するユーザーは、該当するタスクに割り当てられている唯一のユーザーであることが必要です。タスクが(自分を含めて)複数のユーザーに割り当てられている場合、ルールは実行されません。

To Doタスクにはビジネス・ルールを指定できません。

この項には次のトピックが含まれます:

	
3.9.1項「プロセス・ワークスペースでのユーザー・ルールの作成方法」


	
3.9.2項「プロセス・ワークスペースでグループ・ルールを作成する方法」


	
3.9.3項「プロセス・ワークスペースで休暇期間を有効にする方法」


	
第3.9.4項「通知設定の指定」






3.9.1 プロセス・ワークスペースでのユーザー・ルールの作成方法


ユーザー・ルールを作成する手順は、次のとおりです。

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「構成」を選択します。「構成領域」ウィンドウが表示されます。


	
「ユーザー・プリファレンス」領域で、「ルール」をクリックします。右のペインに、ルール・ページおよび他のルール・ページが表示されます。ルール・ページが選択されています。


	
ルール・ページの「ルール」セクションで、「ルール」を選択します。右ペインに、「ルール」画面が表示されます。


	
ルール名を入力します。


	
休暇ルールの場合は、「休暇ルールとして使用」を選択します。ルールの開始日と終了日が休暇期間と自動的に同期します。

休暇ルールと同期する休暇期間を設定する手順は、3.9.3項「プロセス・ワークスペースで休暇期間を有効にする方法」を参照してください。


	
「タスク・タイプにのみ適用」フィールドで、ルールを適用するタスク・タイプを特定します。タスクを指定しない場合は、すべてのタスクにルールが適用されます。タスク・タイプを指定した場合は、そのタスク・タイプにマップされている任意のマップ済属性をルール条件の中で使用できます。


	
「次の期間のみルールを実行」を選択し、ルール実行日を指定します。


	
「IF」領域で、ルール条件を追加します。これらはルールを追加定義するフィルタです。ルールでは、優先度1のタスクにのみ有効という条件や、特定のユーザーによって作成されたタスクにのみ有効という条件などを指定します。標準タスク属性や特定のタスクにマップされた任意のマップ済属性に基づいて条件を作成できます。詳細は、第9.2.1.1項「マップ済属性の指定方法」を参照してください。


	
「THEN」領域で、実行するアクションを選択します。ユーザー・ルールでは、次のアクションが行われます。

	
再割当て先: 直属の部下またはグループにタスクを再割当てできます。BPMWorkflowReassignロールを付与されているユーザーは、タスクを任意のユーザーまたはグループに再割当てできます。


	
委任先: 任意のユーザーまたはグループに委任できます。タスクを完了するためのアクセス権または権限は、タスクの委任元ユーザーに従って決定されます(その後の委任または再割当てがあっても、引き続き委任元ユーザーに従って決定されます)。


	
結果の設定先: ワークフロー・タスクがタスクの承認や拒否などの結果にあわせて設計されている場合は、自動結果を指定できます。ルールの適用対象を特定のタスク・タイプにする必要があります。ルールがすべてのタスク・タイプを対象とする場合、このオプションは表示されません。


	
アクションを実行しない: このアクションは、他の一般的なルールの適用を防止する場合に使用します。たとえば、アクションが不要な融資申請を除いて、休暇中のすべてのタスクを別のユーザーに再度割り当てるには、2つのルールを作成します。第1のルールでは、融資申請に対してアクションを実行しないように指定し、第2のルールでは、すべてのタスクを別のユーザーに再度割り当てるように指定します。第1のルールによって、融資申請に対する再割当てが防止されます。





	
「保存」をクリックします。




新しいルールが「ルール」ノードの下に表示されます。






3.9.2 プロセス・ワークスペースでグループ・ルールを作成する方法

グループ・ルールの作成はユーザー・ルールの作成に類似していますが、ログイン・ユーザーが管理するグループのリストが追加されています。たとえば、次のようなグループ・ルールがあります:

	
特定の顧客からのタスクをグループのメンバーに割り当てる場合


	
タスク割当てがラウンド・ロビン割当てを使用してグループのメンバーに均等配分されるようにする場合


	
高優先度のタスクがグループのうち最もビジーでないメンバーにルーティングされるようにする場合




グループ・ルールでは、次のアクションを実行します。

	
メンバーへの割当ての経由先: 割当て先となるグループ・メンバーを決定する基準を指定できます。この動的な割当て基準には、ラウンド・ロビン割当て、最もビジーでないグループ・メンバーへの割当て、または最も生産性の高いグループ・メンバーへの割当てを含めることができます。また、タスクをグループ内の複数ユーザーに割り当てるためのカスタム関数を追加することも可能です。


	
割当て先: ユーザー・ルールの場合と同様に、タスクを自分の直属の部下またはグループに割り当てることができます。BPMWorkflowReassignロールを付与されているユーザーは、自分の管理階層外の任意のユーザーまたはグループにタスクを再割当てできます。


	
アクションを実行しない: ユーザー・ルールの場合と同様に、より一般的なルールの実行を防止する条件を指定してルールを作成できます。





グループ・ルールを作成するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「プリファレンス」を選択します。「プリファレンス」ウィンドウが表示されます。


	
「ユーザー・プリファレンス」領域で、「ルール」をクリックします。右のペインに、ルール・ページおよび他のルール・ページが表示されます。ルール・ページが選択されています。


	
「他のルール」タブをクリックします。


	
リストから「グループ」を選択します。


	
グループ名を入力して「検索」アイコンをクリックするか、またはグループ名を入力します。

グループを検索し、選択するための「アイデンティティ・ブラウザ」ダイアログ・ボックスが開きます。


	
図3-27のように、「グループ・ルール」ノードの下のグループ名を選択し、「追加」をクリックします。


図3-27 グループ・ルールの作成

[image: この図の説明が続きます]

「図3-27 グループ・ルールの作成」の説明





	
グループ・ルール情報を入力して「保存」をクリックします。

	
ルール名を入力します。


	
ルールを適用するタスク・タイプを参照します。


	
ルールの実行日を指定します。


	
「IF」領域で、ルール条件を追加します。


	
「THEN」領域で、「メンバーへの割当ての経由先」、「割当て先」または「アクションを実行しない」のいずれかから実行するアクションを選択します。図3-27に示すとおりです。




新しいルールが「グループ・ルール」ノードの下に表示されます。









3.9.3 プロセス・ワークスペースで休暇期間を有効にする方法

休暇期間を設定し、指定した期間の自動タスク割当てを休止できます。

休暇ルールはTo Doタスクには適用されません。休暇期間と同期する休暇ルールの設定方法は、3.9.1項「プロセス・ワークスペースでのユーザー・ルールの作成方法」を参照してください。


休暇期間を有効にするには:

	
「プリファレンス」リンクをクリックします。「プリファレンス」ページが表示されます。


	
「ユーザー・プリファレンス」パネルで、「ルール」をクリックします。右のペインに、「ルール」パネルが表示され、ルール・ページが選択されています。ルール・ページの右側に、「休暇期間」ページが表示されます。


	
「休暇期間の有効化」をクリックします。


	
開始日および終了日を指定します。


	
「保存」をクリックします。休暇期間が有効になります。









3.9.4 通知設定の指定

通知設定を構成して、複数の通信チャネル(配信タイプ)にアクセスする場合のメッセージの受信方法、受信タイミングおよび受信場所を制御できます。具体的には、メッセージの配信先のチャネルと配信環境を指定するメッセージング・フィルタ(配信プリファレンス)を定義できます。

たとえば、異なるサービス・レベル合意(SLA)を持つ顧客から受信するメッセージに対してフィルタを作成し、プレミアムSLAの顧客の場合は勤務先電話番号とSMSチャネルを介して通知し、それ以外のSLAの顧客の場合は電子メールで通知するように指定できます。



3.9.4.1 メッセージング・フィルタ・ルール

メッセージング・フィルタ・ルールは、ルール条件とルール・アクションで構成されます。ルール条件は、ルール属性、演算子および関連する値で構成されます。ルール・アクションは、ルール内に指定した条件を満たす場合に実行されるアクションです。



3.9.4.1.1 データ型

表3-4に、メッセージング・フィルタでサポートされるデータ型を示します。各属性には関連するデータ型があり、各データ型には一連の比較演算子が事前定義されています。


表3-4 メッセージング・フィルタでサポートされるデータ型

	データ型	比較演算子
	
日付

	
isEqual、isNotEqual、isGreaterThan、isGreaterThanOrEqual、isLessThan、isLessThanOrEqual、Between、isWeekday、isWeekend


	
時間

	
isEqual、isNotEqual、Between


	
番号

	
isEqual、isNotEqual、Between、isGreaterThan、isGreaterThanOrEqual、isLessThan、isLessThanOrEqual


	
文字列

	
isEqual、isNotEqual、Contains、NotContains











	
注意:

文字列データ型は正規表現をサポートしていません。














3.9.4.1.2 属性

表3-5に、メッセージング・フィルタ用に事前定義されている属性を示します。


表3-5 メッセージング・フィルタ用に事前定義されている属性

	属性	データ型
	
コスト合計

	
番号


	
自

	
文字列


	
経費タイプ

	
文字列


	
至

	
文字列


	
アプリケーション・タイプ

	
文字列


	
期間

	
番号


	
アプリケーション

	
文字列


	
プロセス・タイプ

	
文字列


	
ステータス

	
文字列


	
サブジェクト

	
文字列


	
顧客タイプ

	
文字列


	
時間

	
時間


	
グループ名

	
文字列


	
処理時間

	
番号


	
日付

	
日付


	
期日

	
日付


	
ユーザー

	
文字列


	
ソース

	
文字列


	
金額

	
番号


	
ロール

	
文字列


	
優先度

	
文字列


	
顧客名

	
文字列


	
有効期限

	
日付


	
順序タイプ

	
文字列


	
組織

	
文字列


	
分類

	
文字列


	
サービス・リクエスト・タイプ

	
文字列














3.9.4.2 ルール・アクション

特定のルールには、メッセージング・フィルタによって次のアクションを定義できます。

	
メッセージを送信しない: メッセージをチャネルに送信しません。


	
選択したすべてのチャネルにメッセージを送信: アドレス・リストに指定されているすべてのチャネルにメッセージを送信します。


	
最初の使用可能なチャネルに送信: 1つのメッセージの送信に成功するまで、アドレス・リスト内のチャネルに対してメッセージをシリアルに送信します。つまり、現在のチャネルが失敗ステータスを返すと、次のチャネルへの送信が実行されます。このフィルタ・アクションは、ヒューマン・ワークフロー・レイヤーから送信されるメッセージに対してはサポートされていません。









3.9.4.3 メッセージング・チャネルの管理

Oracle BPM Worklistでのメッセージング・チャネルは、業務用携帯電話などの物理的なチャネル、およびデスクトップで実行する電子メール・クライアント・アプリケーションの両方を意味します。Oracle BPM Worklistで具体的にサポートしているのは、次のメッセージング・チャネルです。

	
EMAIL


	
IM


	
MOBILE


	
SMS


	
VOICE


	
WORKLIST




メッセージング・チャネルについては次の点に注意してください。

	
メッセージング・チャネルのアドレスは、構成済のアイデンティティ・ストアからフェッチされます。


	
SMS通知および携帯電話通知は、携帯電話番号に送信されます。


	
ボイス通知は、勤務先電話番号に送信されます。


	
メッセージング・チャネル・プリファレンスがワークリストの場合、特別な通知は送信されません。かわりに、Oracle BPM Worklistにログインしてタスクを表示してください。


	
優先チャネルが選択されていない場合、デフォルトのメッセージング・チャネル・プリファレンスは電子メールになります。




メッセージング・チャネルの表示、作成、編集および削除には、「メッセージング・チャネル」タブを使用できます。



3.9.4.3.1 メッセージング・チャネルの表示

既存のメッセージング・チャネルを表示できます。


メッセージング・チャネルを表示する手順は、次のとおりです。

	
「プリファレンス」リンクをクリックします。


	
「通知プリファレンス」をクリックします。


	
「メッセージング・チャネル」タブをクリックします。

「マイ・メッセージング・チャネル」リスト(図3-28)が表示され、次の情報が表示されます。

	
名前: メッセージング・チャネルの名前。


	
タイプ: メッセージング・チャネルのタイプ(電子メール、SMSなど)。


	
アドレス: チャネルのアドレス(電話番号、電子メール・アドレスなど)。


	
デフォルト: このチャネルがデフォルトのメッセージング・チャネルかどうかを指定します。





図3-28 メッセージング・チャネル

[image: 図3-28の説明は次にあります。]

「図3-28 メッセージング・チャネル」の説明





	
「表示」→「列」の順にクリックして、表示または非表示の列を選択します。

また、「表示」→「列の並替え」の順にクリックしてダイアログを表示し、表示されている列を並べ替えることもできます。

メッセージング・チャネルの名前とアドレスは、基礎となるアイデンティティ・ストア(Oracle Internet Directoryなど)から取得されます。









3.9.4.3.2 メッセージング・チャネルの作成、編集および削除

Oracle BPM Worklistでは、基礎となるアイデンティティ・ストア(Oracle Internet Directoryなど)を使用して、メッセージング・チャネルとアドレスを管理します。したがって、Oracle BPM Worklistを使用してメッセージング・チャネルを直接、作成、変更または削除することはできません。

これらのアクションを実行するには、組織のアイデンティティ・ストアの管理責任者であるシステム管理者に連絡してください。








3.9.4.4 メッセージング・フィルタの管理

メッセージング・フィルタ・タブを使用して、受信する通知のタイプ、およびこれらの通知を受信するために使用するチャネルを指定するフィルタを定義できます。そのためには、比較演算子(「は次と等しい」や「は次と等しくない」など)、通知タイプ、内容または送信元を表す属性、および通知アクション(使用可能な最初のメッセージング・チャネルに通知を送信、すべてのメッセージング・チャネルに通知を送信、またはどのチャネルにも通知を送信しない(事実上、通知をブロック))の組合せを使用します。

たとえば、上司であるLiseから受信したすべてのメッセージを取得するLiseからのメッセージというメッセージング・フィルタを作成できます。すべてのフィルタ条件に一致する通知が最初に業務用携帯電話などに送信され、最初のメッセージング・チャネルが使用できない場合は会社の電子メールに送信されます。



3.9.4.4.1 メッセージング・フィルタの表示

既存のメッセージング・フィルタを表示できます。


メッセージング・フィルタを表示する手順は、次のとおりです。

	
「通知」タブをクリックします。


	
「メッセージング・フィルタ」タブをクリックします。

「マイ・メッセージング・フィルタ」リスト(図3-29)が表示され、次の情報が表示されます。

	
フィルタ名: メッセージング・フィルタの名前


	
説明: (オプション)メッセージング・フィルタの説明


図3-29 メッセージング・フィルタ

[image: 図3-29の説明は次にあります。]

「図3-29 メッセージング・フィルタ」の説明








	
「表示」→「列」の順にクリックして、表示または非表示の列を選択します。

また、「表示」→「列の並替え」の順にクリックしてダイアログを表示し、表示されている列を並べ替えることもできます。









3.9.4.4.2 メッセージング・フィルタの作成


メッセージング・フィルタを作成する手順は、次のとおりです。

	
「作成」をクリックします。

図3-30に示すように、「メッセージング・フィルタ」ページが表示されます。


図3-30 メッセージング・フィルタの追加

[image: 図3-30の説明は次にあります。]

「図3-30 メッセージング・フィルタの追加」の説明





	
次の情報を指定します。

	
フィルタ名: メッセージング・フィルタの名前


	
説明: (オプション)メッセージング・フィルタの説明





	
次のように、「条件」セクションのリストおよびフィールドを使用して、フィルタ条件を定義します。

	
「次のすべての条件」または「次の任意の条件」オプションを選択して、通知がすべての条件を満たす必要があるのか、それとも一部の条件なのかを選択します。


	
リストから属性を選択します。


	
リストから「isEqual」などの演算子を選択します。


	
テキスト・ボックスに、条件の値を入力します。


	
「追加」をクリックして、条件をリストに追加します。


	
この手順を繰り返してフィルタ条件をさらに追加します。フィルタ条件を削除するには、「削除」をクリックします。





	
「アクション」セクションで、次のメッセージング・オプションから選択します。

	
メッセージを送信しない: メッセージをチャネルに送信しません。


	
選択したすべてのチャネルにメッセージを送信: アドレス・リストに指定されているすべてのチャネルにメッセージを送信します。


	
最初の使用可能なチャネルに送信: 1つのメッセージの送信に成功するまで、アドレス・リスト内のチャネルに対してメッセージをシリアルに送信します。つまり、現在のチャネルが失敗ステータスを返すと、次のチャネルへの送信が実行されます。





	
配信チャネルを設定するには、「通知チャネルの追加」リストからチャネルを選択し、「追加」をクリックします。チャネルを削除するには、「削除」をクリックします。


	
上/下矢印を使用してチャネルに優先度を付けます。「最初の使用可能なチャネルに送信」を選択すると、最上位のチャネル(使用可能な場合)がフィルタ基準に一致したメッセージを受信します。


	
「OK」をクリックします。

メッセージング・フィルタが「マイ・メッセージング・フィルタ」ページに表示されます。この「マイ・メッセージング・フィルタ」ページでは、チャネルを編集したり、削除することができます。フィルタを作成せずにダイアログを閉じる場合は、「取消」をクリックします。









3.9.4.4.3 メッセージング・フィルタの編集

メッセージング・フィルタを編集する手順は、次のとおりです。

	
「マイ・メッセージング・フィルタ」ページでフィルタを選択します。


	
「編集」をクリックします。


	
「OK」をクリックしてメッセージング・フィルタを更新します。フィルタを変更せずにダイアログを閉じる場合は、「取消」をクリックします。









3.9.4.4.4 メッセージング・フィルタの削除

メッセージング・フィルタを削除する手順は、次のとおりです。

	
「マイ・メッセージング・フィルタ」ページでフィルタを選択します。


	
「削除」をクリックします。確認ダイアログが表示されます。


	
「OK」をクリックしてメッセージング・フィルタを削除します。フィルタを削除せずにダイアログを閉じる場合は、「取消」をクリックします。















3.10 プロセス・ワークスペースでのTo Doタスクとサブタスクの作成

自分または他のユーザーの最上位レベルのTo Doタスクを作成するには、図3-31に示す「To Doタスクの作成」ダイアログを使用します。このタスクはビジネス・タスクと関連していません。


図3-31 「To Doタスクの作成」ダイアログ

[image: 図3-31の説明は次にあります。]

「図3-31 「To Doタスクの作成」ダイアログ」の説明





To Doタスクは割当て先の「受信ボックス」に表示されます。

To Doタスクを作成して、他のTo Doタスクまたはビジネス・タスクの子にできます。To Doタスクに含めることができる子To Doタスクは1レベルのみです。すべての子To Doタスクが100%完了すると、親To Doタスクも完了としてマークされます。親To Doタスクが完了すると、子To Doタスクはワークフロー・システム内で100%になります。親がビジネス・タスクの場合、子To Doタスクは完了としてマークされません。結果を設定して完了させる必要があります。To Doタスクを明示的に100%に設定すると、親タスクに対する集計は行われません。

To Doタスクは、再割当て、エスカレートなどに加えて、削除(論理的な削除)やパージ(物理的な削除)も可能です。親タスクに対して再割当てやエスカレートなどの操作を実行しても、子To Doタスクの割当てには影響しません。To Doタスクが完了した後、その完了パーセントを100%未満にリセットできます。

割当てルール(休暇ルールなど)は、To Doタスクには適用されません。To Doタスクにはビジネス・ルールを指定できません。


To Doタスクを作成するには:

	
図3-32に示すように、「アクション」リストから「To Doタスクの作成」を選択します。


図3-32 To Doタスクの作成

[image: 図3-32の説明が続きます]

「図3-32 To Doタスクの作成」の説明





	
図3-31に示す「To Doタスクの作成」ダイアログに詳細を入力して、「OK」をクリックします。

	
タスクのタイトル: わかりやすい内容を入力します。


	
カテゴリ: わかりやすい内容を入力します。


	
優先度: 1(最高)から5(最低)の間で選択します。


	
完了したパーセンテージ: この属性は、タスクの完了状況を示します。完了すると、この属性に100%が設定されます。


	
期日: この期日は期限切れではありません。期日を過ぎたタスクも参照できます。開始日は現在の日付である必要はありません。


	
開始日: タスクの開始日。


	
割当て先: 自分または他のユーザーを割り当てることができます。












3.11 プロセス・ワークスペースでのパスワード必須タスクの処理

ヒューマン・タスクの設定によりパスワードが要求される場合は、そのタスクに対する操作を行う際に、図3-33で示すように、パスワードを指定する必要があります。


図3-33 パスワードが必要なタスクの操作

[image: 図3-33の説明が続きます]

「図3-33 パスワードが必要なタスクの操作」の説明









3.12 プロセス・ワークスペースでのデジタル署名必須タスクの処理

Oracle Business Process Management Workspaceは、次のヒューマン・タスクで作成された署名ポリシーをサポートします。

	
署名は不要: 参加者は署名せずにタスクを送信して操作できます。


	
パスワードは必須: 参加者はログイン・パスワードを指定する必要があります。


	
デジタル証明書(署名)は必須: 参加者はデジタル証明書を入手した後に、タスクの送信と操作が可能になります。デジタル証明書には、証明書発行者のデジタル署名が記載されているため、誰でも証明書が本物であることを確認できます。デジタル証明書は参加者の資格証明を確立します。証明書は認証機関(CA)によって発行されます。名前、シリアル番号、有効期限、証明書保有者の公開鍵のコピー(メッセージおよびデジタル署名の暗号化に使用)、証明書発行機関のデジタル署名(これにより、受信者は証明書が真正のものであることを確認可能)が証明書に含まれます。




エビデンス・ストア・サービスは、デジタル署名の保管とデジタル署名されたヒューマン・ワークフローの否認防止に使用します。

デジタル署名およびエビデンス・ストア・サービスの詳細は、3.14項「エビデンス・ストア・サービスおよびデジタル署名」を参照してください。

署名ポリシーがあるタスクを操作すると、図3-34に示すように、「署名」ボタンが表示されます。


図3-34 デジタル署名タスク詳細

[image: 図3-34の説明が続きます]

「図3-34 デジタル署名タスク詳細」の説明





証明書をデジタル署名タスクに使用するには、最初にその証明書をアップロードする必要があります。


デジタル署名用の証明書をアップロードする手順は、次のとおりです。

	
Oracle BPM Worklistの右上隅にある「プリファレンス」をクリックします。


	
左側のナビゲーション・バーで、「証明書」をクリックします。


	
図3-35に示すように、決定の署名に使用する証明書をアップロードします。


図3-35 証明書のアップロード

[image: 図3-35の説明が続きます]

「図3-35 証明書のアップロード」の説明





証明書を使用してタスクの結果に署名する際は、証明書発行者から発行された1つの証明書のみではなく、証明書チェーン全体をOracle BPM Worklistから.P7B(PKCS7形式)ファイルとしてアップロードする必要があります。チェーン全体は、Internet Explorerを使用してエクスポートできます。Mozilla Firefoxでは、チェーンを.P7Bファイルとしてエクスポートできません。このため、次の手順を実行できます。

	
Mozilla Firefoxからチェーンを.P12ファイル(秘密鍵も含むPKCS12形式)としてエクスポートします。


	
Internet Explorerに.P12ファイルをインポートします。


	
Internet Explorerから.P7Bファイルとしてエクスポートし直します。


	
Oracle BPM Worklistからこのファイルをアップロードします。




システムに証明書を提示する場合は、次の点に注意することが重要です。これらのことに従わない場合、証明書を使用して、タスクに対する決定に署名できません。

	
PKCS7ファイル形式は、バイナリ証明書形式です。ディスクに格納されたスタンドアロン証明書ファイルを使用する場合は、このオプションを選択します。


	
PKCS12ファイル形式は、キーストア形式です。キーストア内に格納された証明書を使用する場合は、このオプションを選択します。


	
証明書の内容をコピーして貼り付ける場合は、「証明書内容のタイプまたは貼付け」を選択し、BASE64でエンコードされたテキストをフィールドに貼り付けます。他の形式の証明書をこのフィールドに貼り付けないでください。同様に、証明書をアップロードする場合は、BASE64エンコード証明書をアップロードしないでください。アップロードがサポートされているのは、PKCS12およびPKCS7形式のファイルのみです。





	
プロセス・ワークスペースの右上にあるホーム・リンクをクリックして、タスク・リストに戻ります。


	
承認または却下するタスクをクリックします。タスクの詳細が表示されます。


	
「承認」または「却下」をクリックします。デジタル署名に関する詳細が表示されます。


	
署名ポリシーを持つタスクに対して、「署名」をクリックします。テキスト署名レポート・ダイアログが表示されます。


	
決定の署名に使用する証明書をリストから選択します。


	
使用するWebブラウザのマスター・パスワードを入力します。


	
「OK」をクリックします。

Webブラウザでは、選択した証明書を使用して、テキスト署名リクエストの上部に表示される文字列に署名し、選択したアクション(承認または却下)を起動します。それに応じて、ヒューマン・ワークフロー・サービスのタスク・ステータスが更新されます。









3.13 プロセス・ワークスペースでのタスクのルーティング

ヒューマン・タスクが非定型ルーティングを許可するように設計されている場合、または、承認者の順序が事前に決定されていない場合、そのタスクは非定型方式でワーク・リスト内をルーティングできます。このようなタスクに対しては、「タスクの詳細」ページに「ルート」ボタンが表示されます。「ルート」ページから、ルーティング対象の複数のユーザーを検索できます。複数の割当て先を指定すると、割当て先のリストを単純割当て(すべてのユーザーにグループ割当て)、順次割当てまたはパラレル割当てのいずれに使用するかを選択できます。


タスクをルーティングする手順は、次のとおりです。

	
図3-36に示すように、「タスク・アクション」リストから「非定型ルート」を選択します。


図3-36 非定型ルーティング

[image: 図3-36の説明が続きます]

「図3-36 非定型ルーティング」の説明





	
図3-37に示すように、アクションを選択し、ルーティング・オプションを選択します。


図3-37 タスクのルーティング

[image: 図3-37の説明が続きます]

「図3-37 タスクのルーティング」の説明





	
単一の承認者: 単一のユーザーがタスクを操作する場合に使用します。タスクがロールまたは複数ユーザーのグループに割り当てられている場合は、1人のメンバーがタスクを申告して操作する必要があります。


	
グループ投票: パラレルで作業する複数のユーザーがアクションを実行する場合(たとえば、雇用に関するフローで複数のユーザーが応募者の採否を票決する)に使用します。図3-38に示すように、結果が有効になるために必要な得票率(多数決や満場一致など)を指定します。


図3-38 同意情報の指定

[image: 図3-38の説明が続きます]

「図3-38 同意情報の指定」の説明





	
単一承認者のチェーン: 承認者の順序リストに対して使用します。このリストは、任意のユーザーまたはグループで構成できます(ユーザーは組織階層に含まれている必要はありません)。





	
必要に応じて、ルート上の次の参加者のためにコメントを追加します。


	
ユーザー名またはグループ名を指定するか検索し、その名前を「選択済」領域に移動します。


	
「OK」をクリックします。









3.14 エビデンス・ストア・サービスとデジタル署名

エビデンス・ストア・サービスは、デジタル署名の保管とデジタル署名されたヒューマン・ワークフローの否認防止に使用します。デジタル署名は、メッセージ送信者や文書署名者のアイデンティティを認証する電子署名です。これにより、送られたメッセージや文書の元の内容が変更されていないことが保証されます。デジタル署名は転送可能で、他人に模倣されることがなく、自動的にタイムスタンプが付けられます。署名されたオリジナルのメッセージが届いたことを証明できるため、送信者が後で否認することはできません。デジタル署名は、ヒューマン・ワークフロー・ドキュメントが次の状態であることを保証します。

	
真正であること


	
他のエンティティで捏造されていないこと


	
変更されていないこと


	
送信者が否認できないこと




暗号ベースのデジタル署名は、公開鍵のアルゴリズムによって送信者の秘密鍵付のメッセージが署名されたときに作成されます。

設計時、タスクに対して署名は有効です。プロセス・ワークスペースでの実行時には、ユーザーがタスクを承認または却下すると、Webブラウザでは次の動作が発生します。

	
署名に使用する秘密鍵の選択をユーザーに要求します。


	
秘密鍵とOracle BPM Worklistから提供されたタスク・コンテンツを使用してデジタル署名を生成します。







	
注意:

	
この証明書は、Personal Information Exchange Syntax Standard(PFX)ファイルを指しています。このファイルには証明書と秘密鍵が含まれており、シンプルなテキスト・パスワードで保護されています。PFXでは、ユーザーの秘密鍵、証明書、その他のシークレットなどを格納またはトランスポートするための移植形式が指定されます。


	
署名は証明書の公開鍵を介して検証できるため、データの署名には、その証明書の公開鍵に対応した秘密鍵の所有で十分です。ただし、証明書のユーザー名と証明書を更新するユーザーを関連付けることはありません。たとえば、ユーザーjsteinがユーザーcdickensの秘密鍵を所有する場合、jsteinはその秘密鍵を使用して署名できます。












次のデジタル署名の機能をサポートします。

	
X.509証明書によるPKCS7署名


	
ブラウザベースの、添付ファイルなしデジタル署名付コンテンツ




エビデンス・ストアは、図3-39に示すように検索できます。


図3-39 エビデンス・ストア

[image: 図3-39の説明が続きます]

「図3-39 エビデンス・ストア」の説明












4 プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの操作


この章では、主にOracle Business Process Management Workspaceのプロセス・インスタンスの所有者を対象に、プロセス・インスタンスの開始方法と取消方法、検索方法、詳細の表示方法、コメントと添付ファイルを関連付ける方法、一括操作の実行方法、プロセス・インスタンスのプレゼンテーションをカスタマイズする方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
4.1項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの開始」


	
4.2項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの検索」


	
4.3項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの詳細の表示」


	
4.3.2項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスへのコメントと添付ファイルの関連付け」


	
4.4項「プロセス・ワークスペースでの一括操作の実行」


	
4.5項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの取消し」


	
4.6項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスのプレゼンテーションのカスタマイズ」




ヒューマン・ワークフローの問題のトラブルシューティングの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suite管理者ガイドのヒューマン・ワークフローのトラブルシューティングに関する項を参照してください。



4.1 プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの開始

プロセス・インスタンスを開始するには、ナビゲーション・ペインの最上部にある「アプリケーション」パネルから始めます。


プロセスを開始するには:

	
「アプリケーション」パネルの「プロセス・トラッキング」ページで、開始するプロセスをクリックします。そのプロセス・インスタンスのダイアログ・ボックスが表示されます。




	
注意:

ブラウザでポップアップ・ブロックを有効にしている場合は、ポップアップを有効にし、タスク・フロー・サービスを利用できるようにしてください。有効にしないとアプリケーションが起動せず、ダイアログ・ボックスも表示されません。










	
コメントを作成するか、または添付ファイルを追加します。

コメントを追加するには:

	
「コメント」セクションで、「作成」をクリックします。「コメントの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
コメントを入力して「OK」をクリックします。コメントはプロセス・レベルで追加されます。




添付ファイルを追加するには:

	
「添付ファイル」セクションで、「追加」をクリックします。「添付ファイルの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
添付ファイル・タイプを選択します。「デスクトップ・ファイル」を選択した場合は、ダイアログ・ボックスでファイルのパス名を入力するか、ファイルを検索できます。「URL」を選択した場合は、ファイル名とURLを入力するように求められます。


	
添付ファイルを指定した後、「OK」をクリックします。添付ファイルはプロセス・レベルで追加されます。




プロセス・インスタンスが開始され、イニシエータとして割り当てられます。









4.2 プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの検索

プロセス・インスタンスの基本検索または拡張検索を実行できます。この項には次のトピックが含まれます:

	
4.2.1項「プロセス・インスタンスの基本検索を実行する方法」


	
4.2.2項「プロセス・インスタンスの拡張検索を実行する方法」






4.2.1 プロセス・インスタンスの基本検索を実行する方法

基本検索では、プロセス・インスタンス名の一部または全部を「検索」フィールドに入力します。


プロセス・インスタンスの基本検索を実行するには:

「プロセス・トラッキング」ページを選択し、検索するインスタンス名の一部または全部を「検索」フィールドに入力します。検索結果は、「プロセス・トラッキング」ページの「説明」列に基づいています。

すべてのインスタンスのリストを取得するには、パーセント記号(%)を入力します。

図4-1のような検索結果が表示されます。


図4-1 検索結果

[image: この図については本文で説明しています。]

「図4-1 検索結果」の説明





「詳細」セクションに、優先度、プロセス名、インスタンスの完了期日、ステータス、作成日時および割当て先が表示されます。

プロセス・インスタンスのゲートウェイに実行中のスレッド(パス)が複数ある場合は、「オープン・アクティビティ」セクションに各スレッドのステータスが表示されます。

「監査証跡」セクションに、監査情報が表形式、ツリー・ビュー、またはグラフィカル形式のいずれか選択した形式で表示されます。






4.2.2 プロセス・インスタンスの拡張検索を実行する方法

指定した1つ以上の条件に基づいて、検索を実行できます。


プロセス・インスタンスの拡張検索を実行するには:

	
「プロセス・トラッキング」ページで、「拡張」をクリックします。「拡張検索」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「プロセス」リストから、ビューに含める各プロセスを選択します。


	
「割当て済」リストから、「任意の参加者、任意のロール」、「自分、または自分のロールで未割当ての参加者」、「自分」のいずれかを選択します。


	
「ステータス」リストから、次のいずれかの項目を選択します。


表4-1 ビューのステータスの追加リスト

	ステータス	説明
	
すべて

	
すべてのインスタンスを表示します。


	
すべてを開く

	
表示される作業アイテムには、「処理中」、「保留中の移行」、「一時停止中」および「エラー発生」ステータスのすべてのインスタンスが含まれます。


	
処理中

	
作業アイテムはアクティブであり、プロセスの最後に達していません。


	
完了

	
作業アイテムはプロセスの最後に達しました。


	
中断済

	
作業アイテムはすでにアクティブではなく、プロセスの最後に達していません。


	
エラー発生

	
作業アイテムは、処理時に例外がスローされました。


	
保留中の移行

	
作業アイテムは、新しい実装への移行を待機中です。


	
一時停止中

	
作業アイテムは、一時停止中状態です。同じコンポジット・リビジョンの新しい実装がデプロイされ、以前にデプロイされたコンポジットに、より新しいBPMプロセスの定義によるコンポーネントがある場合、アイテムは一時停止されます。








	
「OK」をクリックします。











4.3 プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの詳細の表示

ユーザーが表示できるプロセス・インスタンスはユーザーのロールによって決まります。表4-2は、各ロールの可視性のレベルを示しています。


表4-2 プロセス・インスタンスの可視性

	ロール	プロセス・インスタンスの可視性
	
管理者(WorkflowAdminロールまたは管理者ロールを持つユーザー)

	
すべてのプロセス・インスタンスのすべての関連情報を表示できる


	
プロセス所有者

	
プロセス・インスタンスのインスタンス詳細をいつでも表示できる


	
swimlaneロールを持つユーザー

	
ロールに関連付けられている未割当インスタンスを表示できる


	
タスク割当て先

	
そのタスクのインスタンス詳細を表示できる









プロセス・インスタンスの詳細を表示するには:

「プロセス・トラッキング」ページで、プロセス・インスタンスのリストから、詳細を表示するインスタンスを選択します。図4-2のように、ページの右下に作業アイテムの「詳細」パネルが開きます。


図4-2 作業アイテムの「詳細」パネル

[image: この図の説明が続きます]

「図4-2 作業アイテムの「詳細」パネル」の説明





作業アイテムの「詳細」パネルの詳細は、第2.3.3.1項「プロセス・ワークスペースの「プロセス・トラッキング」ページのナビゲート」を参照してください。

このパネルを使用して、コメントを作成したり、添付ファイルを追加することもできます(4.3.2項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスへのコメントと添付ファイルの関連付け」を参照)。



4.3.1 プロセス・ワークスペースでの監査証跡の表示

作業アイテムの「詳細」パネルの「監査証跡」セクションには、監査証跡がリスト・ビュー、ツリー・ビューまたはグラフィカル・ビューで表示されます。図4-3に示すように、「監査証跡」セクションの左上隅のリストからビューを選択します。


図4-3 「監査詳細」ビューの選択

[image: この図の説明が続きます。]

「図4-3 「監査詳細」ビューの選択」の説明





監査するアクティビティ、サブプロセス、ゲートウェイまたはイベントのタイプを選択できます。これを行うには、図4-4に示すように、「監査詳細」セクションの上部のリストから選択します。


図4-4 監査詳細のアクティビティの選択

[image: この図の説明が続きます。]

「図4-4 監査詳細のアクティビティの選択」の説明





管理者またはプロセス所有者で、選択したアクティビティに入力または出力ペイロードが含まれる場合、そのアクティビティの入力または出力メッセージを表示できます。これを行うには、アクティビティを選択し、「入力メッセージ」または「出力メッセージ」を選択します。図4-5に示すように、メッセージがポップアップで表示されます。


図4-5 アクティビティの入力および出力メッセージの表示

[image: この図の説明が続きます。]

「図4-5 アクティビティの入力および出力メッセージの表示」の説明









4.3.2 プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスへのコメントと添付ファイルの関連付け


コメントをプロセス・インスタンスに関連付けるには:

	
ワークリストから、コメントを関連付けるプロセス・インスタンスを選択します。


	
「詳細」パネルの「コメント」セクションで、「新規」をクリックします。


	
コメントを入力して「OK」をクリックします。





添付ファイルをプロセス・インスタンスに関連付けるには:

	
ワークリストから、添付ファイルを関連付けるプロセス・インスタンスを選択します。


	
「詳細」パネルの「添付ファイル」セクションで、「新規」をクリックします。「添付ファイルの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「説明」フィールドで、添付ファイルの説明を入力します(オプション)。


	
「ファイル名」フィールドで、ファイルへのパスを入力するか、または「参照」をクリックしてファイルを指定します。


	
「OK」をクリックします。







	
注意:

	
プロセス・インスタンスに添付ファイルを追加した後、対応するタスクからその添付ファイルを削除すると、プロセス・インスタンスからも添付ファイルが削除されます。


	
高可用性を実現するためにサーバーがクラスタ化されている環境では、フェイルオーバー発生時にはファイルのアップロードはサポートされません。アクティブなサーバーが停止した場合、他のサーバーではアップロード・プロセスは想定されていないため、アップロードは失敗します。



















4.4 プロセス・ワークスペースでの一括操作の実行

このリリースでは、実行できる一括操作は取消のみです。


一括操作を実行するには:

	
「プロセス・トラッキング」ページで、プロセス・インスタンス・リストから複数のインスタンスを選択します。「インスタンスの詳細」パネルには、処理対象として現在選択されているインスタンスの数を示すメッセージが表示されます。また、「アクション」リストは、選択されているインスタンスのグループに対して実行可能なオプションを使用して更新されます。


	
「アクション」リストで操作を選択します。選択した操作が、指定したインスタンスに対して実行されます。









4.5 プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの取消し

プロセス・インスタンスを取り消すことができるのは、プロセスの所有者のみです。


プロセス・インスタンスを取り消すには:

	
取り消すインスタンスの行の最後にある「アクション」リストから「取消」を選択します


	
インスタンスを選択し、「プロセス・トラッキング」ページのツールバーにある「アクション」リストから「取消」を選択します









4.6 プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスのプレゼンテーションのカスタマイズ

プレゼンテーションとは、「作業アイテム」パネルでインスタンスを表示するときに使用する、列の配置です。既存のプレゼンテーションを使用するか、そのビューに関連付ける新しいプレゼンテーションを作成できます。

「作業アイテム」パネルの任意のビューに表示する列を選択できます。


プロセス・インスタンスのプレゼンテーションをカスタマイズするには:

	
「ビュー」パネルから、プレゼンテーションをカスタマイズするビューを選択します。「作業アイテム」パネルにビューが表示されます。


	
作業アイテム・ツールバーで、「プレゼンテーションの編集」をクリックします。「プレゼンテーション」ダイアログ・ボックスが表示され、プレゼンテーションの列を選択してソートできます。


	
「使用可能な列」リストからビューに表示する列を選択し、右矢印をクリックして、「プレゼンテーション列」リストにそれらを移動します。


	
列をソートするには:

	
「プレゼンテーション列」リストで、個別のアイテムを選択します。


	
リストの右側の上下の矢印を使用して、位置を移動します。


	
ソートする各列で同様に繰り返します。





	
「OK」をクリックします。







	
注意:

「作業アイテム」パネルではプロセス・インスタンスがプロセス・トラッキング・ページと標準ダッシュボード・ページの2箇所で表示されます。このパネルが表示されているときにはどちらのページででもプレゼンテーションをカスタマイズできます。ただし、プロセス・トラッキング・ページでのプレゼンテーションを最初に変更し、その後に標準ダッシュボード・ページでのプレゼンテーションを変更した場合、プロセス・トラッキング・ページでどのようなプレゼンテーションが構成されていても、後から設定した構成でプレゼンテーションが上書きされます。プロセス・トラッキング・ページに戻ると、そのプレゼンテーションは標準ダッシュボード・ページで構成したものになります。

















5 プロセス・ワークスペースでのアクティビティ・ガイドの操作


この章では、Oracle Business Process Management Workspaceのアクティビティ・ガイドについて説明します。アクティビティ・ガイドでは、自分がタスクを割り当てた様々なプロセスを整理し、順を追って進めることができます。

この章の内容は次のとおりです。

	
5.1項「アクティビティ・ガイドについて」


	
5.2項「アクティビティ・ガイドのナビゲーション」


	
5.3項「「アクティビティ・ガイド」タブ・ページの表示または非表示」






5.1 アクティビティ・ガイドについて

アクティビティ・ガイドを使用してタスクをマイルストンに整理できます。マイルストンは、ユーザーが自分1人でまたは他のユーザーとのコラボレーションによって完了させるタスクのセットです。各マイルストンについて、どのタスクをどの順序で完了させるかがアクティビティ・ガイドによって示されます。マイルストンに含まれる自分のタスクをすべて完了すると、マイルストンの完了となります。タスクの性質によっては、未完了のタスクを保存して、後で再開することも可能です。

図5-1は、アクティビティ・ガイドの例を示しています。


図5-1 サンプル・アクティビティ・ガイド

[image: この図については本文で説明しています。]



アクティビティ・ガイドを使用すると、次のことが可能になります。

	
マイルストンを展開し、マイルストンに含まれているタスクを確認および処理します。


	
自分が参加しているビジネス・プロセス全体のステータスと完了率を表示します。






5.1.1 アクティビティ・ガイドを使用する理由

図5-1の例に示すとおり、アクティビティ・ガイドは参加中のプロセスに含まれるタスクを整理するのに役立ちます。アクティビティ・ガイドは、プロセス内のステップを適切な順序で移動するようユーザーを誘導します。この例で使用するマイルストンの1つは、個人情報の検証というタスクが含まれている個人情報というマイルストンです。

アクティビティ・ガイドでは、ユーザーは、現在のマイルストン内で今注目する必要があるタスクのみ処理することができます。ユーザーは、そのマイルストンのすべてのタスクを完了すると、次のマイルストンのタスクを処理できます。将来のマイルストンのタスクや他のユーザーに割り当てられたタスクは処理できません。








5.2 アクティビティ・ガイドのナビゲーション

「アクティビティ・ガイド」タブを選択すると、タブ・ページに「アクティビティ・ガイド」リストが表示されます。

「アクティビティ・ガイド」リストの上部セクションには、現在システム内を移動しているすべてのプロセスを表示するプロセス・リストが表示されます。

	
これらのプロセスを最新の状態に更新するには、「アクティビティ・ガイド・プロセス・リストのリフレッシュ」アイコンをクリックします。


	
「割当て先」のデータをフィルタ処理するには、次の項目から選択します:

	
自分: ログイン・ユーザーとそのログイン・ユーザーに報告するユーザーに割り当てられているアクティブなタスクが含まれている、すべてのアクティビティ・ガイド・プロセス・インスタンスを取得します。


	
報告先: ログイン・ユーザーに報告するユーザーに割り当てられているアクティブなタスクが含まれている、すべてのアクティビティ・ガイド・プロセス・インスタンスを取得します


	
前: タスクがログイン・ユーザーによって完了されている、すべてのアクティビティ・ガイド・プロセス・インスタンスを取得します





	
プロセスのステータスに基づいてデータをフィルタ処理するには、次のいずれかを選択します。

	
進行中


	
完了


	
エラー発生







表5-1は、「アクティビティ・ガイド・リスト」サブタブに表示されるプロセス・リスト内の列とその説明を示しています。


表5-1 プロセス・リスト

	列	説明
	
タイトル

	
使用可能な2つの値:

	
プロセス名とインスタンス番号の組合せ


	
プロセスのインスタンス化時にエンド・ユーザーが指定した値





	
ステータス

	
アクティビティ・ガイド・プロセスの現在のステータス


	
開始済

	
プロセスが開始された日付


	
インスタンス番号

	
Oracle Fusion Middleware Controlからアクティビティ・ガイド・プロセスがインスタンス化されたときに、プロセスに割り当てられた番号


	
プロセス名

	
アクティビティ・ガイド・プロセスのモデル化中に、プロセス設計者がBPMNエディタで指定したタイトル


	
コンポジット名

	
Oracle BPMコンポジット名とリビジョン番号


	
最終更新

	
アクティビティ・ガイドの最終更新日








ページの下のセクションにプロセス・アクティビティ・ガイドを表示するには、プロセス・リストからプロセスを選択します。プロセス・アクティビティ・ガイドを別のタブ・ページで表示するには、プロセス・リストでプロセスを右クリックし、「別のタブで開く」を選択します。この別のタブ・ページは、プロセス・リストでプロセスを選択するたびリフレッシュされます。

アクティビティ・ガイドの左のセクションには、表5-2で説明するガイドのナビゲーション・パネルが表示されます。


表5-2 アクティビティ・ガイドのナビゲーション・パネル

	要素	説明
	
アクティビティ・ガイド・リフレッシュ

	
現在のアクティビティ・ガイド・プロセスにおいて、なんらかのアクションがプロセス・ワークスペース外で実行された場合に、ナビゲーション・パネルをリフレッシュします。


	
「アクティビティ・ガイド完了」進行状況バー

	
現在のアクティビティ・ガイド・プロセスの完了率を示します。


	
完了済タスク

	
現在のアクティビティ・ガイド・プロセスのタスクの合計数に対する、現在ログインしているユーザーが完了したタスクの数。


	
タスク・フィルタ

	
現在のアクティビティ・ガイド・プロセスについて、タスクの詳細ペインに表示するタスクのタイプを指定します。オプションは次のとおりです。

	
すべて


	
必須


	
進行中


	
完了


	
オプション (プロセスの必須タスクではないものの、ユーザーが明示的にスキップする必要があるタスク)











アクティビティ・ガイドの右のセクションには、アクティビティ・ガイド・プロセス・ツリー内で選択したノードの詳細が表示されます。

タスクの「詳細」ページの詳細は、2.3.1.2項「プロセス・ワークスペースのタスクの「詳細」ページ」を参照してください。






5.3 「アクティビティ・ガイド」タブ・ページの表示または非表示

管理者は、「アクティビティ・ガイド」タブ・ページの表示と非表示を指定できます。表示を選択した場合は、ユーザーのログイン時にこのページをデフォルト・タブにするかどうかを指定できます。

「アクティビティ・ガイド」タブの表示と非表示およびデフォルト設定の指定手順は、第9.1.8項「プロセス・ワークスペースでのデフォルトのタブ・ページの表示または非表示の指定方法」を参照してください。









6 プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページの作成と編集

この章では、Oracle Business Process Management Workspaceのデフォルト・レイアウトのカスタマイズ方法、およびプロセス設計者および管理者が新規レイアウトを作成し、これを様々なロール・セットに関連付ける方法について説明します。これで、各プロジェクトの各種ユーザーの体験を定義できます。

レイアウトはページの集合です。レイアウトには、そのレイアウトに含まれるページおよび各ページに含まれるパネルに関する情報が含まれます。

プロセス・ワークスペースには独自のデフォルト・レイアウトが用意されていますが、ユーザーは、新規ページおよびパネルを追加することにより、このレイアウトをカスタマイズできます。

また、ツールバーの「タブを非表示」リストから表示または非表示にするページを選択できます。

ロールによっては、同時に複数のレイアウトが表示される場合があります。

この章の内容は次のとおりです。

	
6.1項「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページの作成」


	
6.2項「プロセス・ワークスペースでのパネル間通信の確立」


	
6.3項「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページおよびパネルの編集」




ヒューマン・ワークフローの問題のトラブルシューティングの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suite管理者ガイドのヒューマン・ワークフローのトラブルシューティングに関する項を参照してください。



6.1 プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページの作成

新規ページおよびパネルを設計して追加することにより、レイアウトをカスタマイズできます。この項には次のトピックが含まれます:

	
6.1.1項「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページの作成方法」


	
6.1.3項「プロセス・ワークスペースでのカスタマイズ・ページへの「アプリケーション」パネルの追加方法」


	
6.1.4項「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページへの「ダッシュボード」パネルの追加方法」


	
6.1.5項「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページへの「プロセス・インスタンス」パネルの追加方法」


	
6.1.6項「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページへのアクセス権の付与と管理方法」






6.1.1 プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページの作成方法


カスタム・ページを作成するには:

	
プロセス・ワークスペースの右上隅で、「ページの追加」をクリックします。新規ページが表示されます。


	
新規ページの右上隅で、「パネルの追加」をクリックします。図6-1に示すように、「アプリケーション」アイテムが選択された状態で「パネルの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。


図6-1 「アプリケーション」パネルの追加

[image: この図については本文で説明しています。]

「図6-1 「アプリケーション」パネルの追加」の説明





追加する「アプリケーション」パネルのタイプ(アプリケーション、ダッシュボードまたはプロセス・インスタンス)を選択できます。









6.1.2 プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページへの外部URLの追加方法

カスタム・ページを、cnn.comやoracle.comなどの外部Webページを開くように設定できます。これを実行するには、新たに作成したページで「外部URLの表示」を選択し、URLを追加します。




	
注意:

フレーム・バーストが有効化されているWebサイトの外部URLは入力しないでください。そのようなWebサイトを含めるには、第9.1.7項「プロセス・ワークスペースでカスタマイズしたアプリケーションおよびリンクの有効化方法」で説明したように、外部アプリケーションとして追加します。














6.1.3 プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページへの「アプリケーション」パネルの追加方法


カスタマイズするページに「アプリケーション」パネルを追加するには:

	
「パネルの追加」ダイアログ・ボックスから「アプリケーション」を選択し、「OK」をクリックします。ページに「アプリケーション」パネルが表示されます。


	
「アプリケーション」パネルの名前および任意の構成可能なプロパティを指定します。


	
「適用」をクリックします。









6.1.4 >プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページへの「ダッシュボード」パネルの追加方法

図6-2に示すように、「パネルの追加」ダイアログ・ボックスから、「ダッシュボード(チャート)」を選択することもできます。


図6-2 「ダッシュボード(チャート)」パネルの追加

[image: この図の説明が続きます]

「図6-2 「ダッシュボード(チャート)」パネルの追加」の説明





このダイアログ・ボックスを使用して、新規ページにチャートまたはチャート・セレクタのいずれかを組み込むことができます。いずれかを選択すると、対応するプレビュー・イメージが表示されます。


カスタマイズするページに「ダッシュボード」パネルを追加するには:

	
「パネルの追加」ダイアログ・ボックスから「ダッシュボード(チャート)」を選択し、「OK」をクリックします。ページに「ダッシュボード」パネルが表示されます。


	
「パネル・ラベル」セクションで、「ダッシュボード」パネルの名前を指定します。


	
「パネル・プロパティ」セクションで、「データソース」リストからこの「ダッシュボード」パネルのデータソースを選択します。デフォルトのオプションは、次のとおりです。

	
プロセスごとのワークロード


	
プロセスごとのパフォーマンス


	
参加者ごとのワークロード


	
参加者ごとのパフォーマンス




カスタム・データソースを指定することもできます。これを行うには:

	
「ダッシュボード」パネルの「データソース」フィールドの右側にある「パネル・プロパティ」セクションで、望遠鏡アイコンをクリックします。「データソース」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
左側にあるナビゲータ・ペインで、「新規」をクリックします。「データソース」ダイアログ・ボックスが表示され、新規データソースを作成できます。


	
7.2.1項「グラフ・コンテンツの指定」の説明に従って、フィールドを指定します。


	
データソースの指定を終了後、「OK」をクリックします。





	
グラフまたはウィジェットをクリックしたときにトリガーされるアクションを指定します。オプションは、次のとおりです。

	
別のウィジェットの更新: このウィジェットをリスニングするよう、構成されている任意のウィジェットを更新します


	
ビューの更新: このウィジェットをリスニングするよう、構成されている任意のビューを更新します





	
他のパネルとの間で行う任意の通信を指定します。詳細は、第6.2項「プロセス・ワークスペースでのパネル間通信の確立」を参照してください。









6.1.5 プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページへの「プロセス・インスタンス」パネルの追加方法

図6-3に示すように、「パネルの追加」ダイアログから、「プロセス・インスタンス」を選択できます。


図6-3 「プロセス・インスタンス」パネルの追加

[image: この図については本文で説明しています。]

「図6-3 「プロセス・インスタンス」パネルの追加」の説明





このオプションを選択すると、インスタンスのリスト、インスタンス詳細、ビュー(リスト・フィルタ)および「インスタンスのチャート」のいずれかのタイプの「プロセス・インスタンス」パネルを新規ページに組み込むことができます。これらのいずれかを選択すると、対応するプレビュー・イメージが表示されます。


「プロセス・インスタンス」パネルを追加するには:

	
「パネルの追加」ダイアログ・ボックスから、「プロセス・インスタンス」を選択し、「プロセス・インスタンス」パネルのタイプを選択して「OK」をクリックします。選択した「プロセス・インスタンス」パネルのタイプがページに表示されます。


	
「パネル・ラベル」セクションで、「プロセス・インスタンス」パネルの名前を指定します。


	
選択したパネルのタイプに対して「パネル・プロパティ」セクションが表示された場合、必要に応じてプロパティを設定します。


	
他のパネルとの間で行う任意の通信を指定します。詳細は、第6.2項「プロセス・ワークスペースでのパネル間通信の確立」を参照してください。









6.1.6 プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページへのアクセス権の付与と管理方法

管理者は、作成したカスタム・ページにアクセスできるロールを指定できます。非管理ユーザーは、カスタム・ページへのアクセス権を付与できません。


カスタム・ページへのアクセス権を指定するには:

	
追加するカスタム・ページで、「アクセス」フィールドの隣にある「アクセス・プロパティの追加」をクリックします。


図6-4 カスタム・ページへのアクセス権の指定

[image: この図の説明が続きます]

「図6-4 カスタム・ページへのアクセスの指定」の説明





「アクセス・プロパティの追加」ダイアログが表示されます。


	
「アクセス・プロパティの追加」ダイアログ・ボックスで、次の操作を実行します。

	
このページ・レイアウトのIDと名前を入力します。


	
左側の「ロール」リストから、このレイアウトのアクセス権を付与するロールを選択します。ロールを右側のリストに移動し、「OK」をクリックします。




	
注意:

	
管理者が作成したカスタム・ページに対するアクセス権を付与できるのは管理者のみです。非管理ユーザーは、カスタム・ページへのアクセス権を付与できません。


	
ロールにアクセス権を付与するには、自分自身をロールに関連付ける必要があり、関連付けない場合、そのロールは「ロール」リストに表示されません。















作成したレイアウトは、「アクセス」リストに表示されます。これで、そのレイアウトには、カスタム・ページへのアクセス権が付与されたロールが指定されました。





カスタム・ページのアクセス・プロパティを編集するには:

	
追加するカスタム・ページで、「アクセス」フィールドの隣にある「アクセス・プロパティの編集」をクリックします。「アクセス・プロパティの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
変更する内容を入力し、「OK」をクリックします。レイアウトは、編集したとおりに「アクセス」リストに表示されます。これで、そのレイアウトには、カスタム・ページへのアクセス権が付与されたロールが指定されました。




	
注意:

新しいロールは、以前付与したロールを削除せずにレイアウトに追加できます。













カスタム・ページのアクセス・プロパティを削除するには:

追加するカスタム・ページで、「アクセス」フィールドの隣にある「アクセス・プロパティの削除」をクリックします。

レイアウトがカスタムである場合は、削除の確認を求められます。

カスタム・レイアウトを削除するときに現在のユーザーのカスタム・ページを保持するためには、最初にそのユーザーが、該当するページをデフォルト・レイアウトに保存する必要があります。ユーザーがカスタム・レイアウトのみを作成する場合は、ページを変更し、そのページを新しいレイアウトに保存します。ユーザーがページをデフォルト・レイアウトに最初に保存しない場合、そのページは、カスタム・レイアウトで定義されているすべてのメンバーについて削除され、これにはロールの現在のユーザーも含まれます。

ユーザーがカスタム・レイアウトを即座に作成し、そのレイアウトをページの保存前にページに設定した場合は、次のようになります。

このカスタム・レイアウトに以前関連付けられていたカスタム・ページはそのまま残りますが、デフォルト・レイアウトに関連付けられます。

カスタム・ページでデフォルト・レイアウトを使用した場合、そのカスタム・ページは削除されます。カスタム・ページを表示する権限が以前付与されていたユーザーには、そのページが表示されなくなります。








6.2 プロセス・ワークスペースでのパネル間通信の確立

2つのパネル間の通信を確立することにより、1つのパネル内のアクションによってもう一方のパネル内のアクションをトリガーできます。たとえば、「プロセス・インスタンス」パネルがビュー・リスト・パネルで発生するアクションをリスニングするよう構成できます。これにより、ユーザーがビュー・リスト・パネル内の特定のビューを選択したときに、このアクションによって「プロセス・インスタンス」パネル内でこのビューの使用がトリガーされます。



6.2.1 プロセス・ワークスペースでのパネル間通信の確立方法

パネル間の通信を確立するには、リスニング機能を使用して設計された1つのパネルが1つ以上のソース・パネル内のアクションを監視するよう構成します。これにより、ソース・パネル内で発生したアクションによってリスニング・パネル内のアクションがトリガーされます。




	
注意:

通信を確立できるのは、同じページ上のパネル間のみです。










パネル間で通信の確立するには:

	
カスタム・ページで、「編集モード」をクリックします。ページ全体の編集が可能になります。


	
ソース・パネルを作成し、「データソース」リストから適切なオプションを選択します。


	
リスニング・パネルを作成します。今度は、「データソース」リストからは何も選択しません。


	
「他のパネルとの通信」を開き、「選択済イベント・ソース」ウィンドウで、ステップ2で作成したソース・パネルを選択します。


	
各パネルで「適用」をクリックします。




この手順を完了すると、ソース・パネルのアクションによって、リスニング・パネルの対応するアクションがトリガーされます。たとえば、2つのダッシュボード・パネルが通信しているとき、ソース・パネルでグラフィカル・バーをクリックすると、リスニング・パネルでそのビューの使用がトリガーされます。








6.3 プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページおよびパネルの編集

図6-5は、パネルの編集が可能な状態で表示されるカスタム・ページの初期状態の例を示しています。


図6-5 カスタム・ページの例

[image: この図については本文で説明しています。]



カスタム・ページには、3つのセクションがあります。

	
パネル・ラベル: ページの名前を指定するテキスト・フィールドが含まれています


	
パネル・プロパティ: データ・ソースの完全名または部分名を入力するための「データソース」フィールドがあります。隣接する「参照」ボタンをクリックして、データソースを検索することも可能です。このセクションには、「ウィジェットのクリック時」というラベルのフィールドもあります。このフィールドには隣接するリストがあり、そのリストからウィジェットをクリックしたときにトリガーされるアクションを選択します。


	
第6.2.1項「プロセス・ワークスペースでのパネル間通信の確立方法」で説明されている「他のパネルとの通信」




この編集可能なパネル表示を使用して、新規ページの名前とプロパティを定義して、他のパネルとの通信を確立できます。また、新規ページの右上隅のアイコンを使用して、次の作業が可能です。

	
表示モード(ページの通常の表示方法)へ切替え。表示モードへ切り替えた後、編集モードに切り替えることができます。


	
パネルを上下左右に移動します。


	
このパネルの上下左右に別のパネルを追加します。


	
このパネルを削除します。












7 プロセス・ワークスペースでのダッシュボードの使用


この章では、Oracle Business Process Management Workspaceのユーザーによる標準のダッシュボード(つまり、プロセス・キューブ・スキーマで事前に計算されたデータに基づいたグラフおよびドリルダウン)の使用方法とカスタマイズ方法について説明します。ダッシュボードには、プロセスの実行時に収集された標準メトリックが反映されます。

この章の内容は次のとおりです。

	
7.1項「標準ダッシュボードの使用」


	
7.2項「カスタム・ダッシュボードの作成」




ヒューマン・ワークフローの問題のトラブルシューティングの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suite管理者ガイドのヒューマン・ワークフローのトラブルシューティングに関する項を参照してください。



7.1 標準ダッシュボードの使用

標準ダッシュボードは、プロセス・キューブ・スキーマで事前に計算されたデータに基づくグラフおよびドリルダウンです。標準ダッシュボードには、プロセスの実行時に収集された標準メトリックが反映されます。

各標準ダッシュボードで、左ペインの棒グラフをクリックすると、データが右ペインにグラフィカルに表示されます。右ペインのアイテムをクリックすると、特定のデータが下部のペインの「作業アイテム」パネルに表示されます。この項では、各タイプのダッシュボードの動作について説明します。

下部パネルの「作業アイテム」パネルのプレゼンテーションをカスタマイズできます。詳細は、第4.6項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスのプレゼンテーションのカスタマイズ」を参照してください。

この項には次のトピックが含まれます:

	
7.1.1項「参加者ダッシュボード」


	
7.1.2項「プロセス・ダッシュボード」






7.1.1 参加者ダッシュボード

2つのタイプの標準参加者ダッシュボードを使用して、次のものを分析できます。

	
参加者のワークロード


	
参加者のパフォーマンス






7.1.1.1 参加者ワークロード・ダッシュボード

図7-1は、参加者ワークロード・ダッシュボードの例を示しています。


図7-1 参加者ワークロード・ダッシュボード

[image: この図については本文で説明しています。]

「図7-1 参加者ワークロード・ダッシュボード」の説明





参加者ワークロード・ダッシュボードの左パネルには、すべてのプロセスにわたって各参加者で完了待ちのアクティブ・インスタンスの合計数が表示されます。特定の参加者のチャートにドリルダウンすると、右パネルに、選択した参加者または選択したロールで完了待ちのアクティブ・インスタンスの合計数がプロセス別に表示されます。最後のドリルダウンには、選択した参加者または選択したロールおよびプロセスで完了待ちのアクティブ・インスタンスが表示されます。




	
注意:

このリリースでは、ワークロード・ダッシュボードの参加者情報は、タスクのスイムレーンに対応する物理的なロール用です。スイムレーン・ロールが定義されていない場合、対応する参加者情報はnullです。














7.1.1.2 参加者パフォーマンス・ダッシュボード

図7-2は、参加者パフォーマンス・ダッシュボードを示しています。


図7-2 参加者パフォーマンス・ダッシュボード

[image: この図については本文で説明しています。]



参加者パフォーマンス・ダッシュボードの左パネルには、すべてのプロセスにわたって各参加者が要した平均時間が表示されます。特定の参加者のチャートにドリルダウンすると、右パネルに、選択した参加者がインスタンスの完了に要した平均時間がプロセス別に表示されます。最後のドリルダウンには、選択した参加者または選択したロールおよびプロセスで完了したインスタンスのリストが表示されます。




	
注意:

このリリースでは、複数のユーザーによるユーザー・タスクがあるプロセスの場合、ユーザー情報は、タスクを更新した最終ユーザーに対してのみ取得されます。
















7.1.2 プロセス・ダッシュボード

2つのタイプの標準プロセス・ダッシュボードを使用して、次のものを分析できます。

	
完了待ちのプロセス・インスタンスの数


	
プロセスごとに要した平均時間






7.1.2.1 プロセス・ワークロード・ダッシュボード

図7-3は、プロセス・ワークロード・ダッシュボードを示しています。


図7-3 プロセス・ワークロード・ダッシュボード

[image: この図については本文で説明しています。]



プロセス・ワークロード・ダッシュボードの左パネルには、プロセスごとに完了待ちのアクティブ・インスタンスの合計数が表示されます。特定のプロセスにドリルダウンすると、右パネルに、選択したプロセスのアクティビティで完了待ちのアクティブ・インスタンスの合計数が表示されます。最後のドリルダウンには、選択したアクティビティおよびプロセスで完了待ちのアクティブ・インスタンスが表示されます。






7.1.2.2 プロセス・パフォーマンス・ダッシュボード

プロセス・パフォーマンス・ダッシュボードの左パネルには、プロセスごとに要した平均時間が表示されます。特定のプロセスにドリルダウンすると、右パネルに、選択したプロセスのアクティビティで完了に要した平均時間が表示されます。最後のドリルダウンには、選択したアクティビティおよびプロセスで完了したインスタンスが表示されます。

図7-4は、プロセス・パフォーマンス・ダッシュボードを示しています。


図7-4 プロセス・パフォーマンス・ダッシュボード

[image: この図については本文で説明しています。]











7.2 カスタム・ダッシュボードの作成

標準ダッシュボードと同様に、カスタム・ダッシュボードは、プロセス・キューブ・スキーマで事前に計算されたデータに基づくグラフおよびドリルダウンです。カスタム・ダッシュボードには、プロセスの実行時に収集された標準メトリックおよびユーザー定義メトリックが反映されます。カスタム・ダッシュボードでは、ビジネス・インジケータを使用して指定された標準メトリックとユーザー定義メトリックの両方を使用して、新規グラフを定義できます。

カスタム・ダッシュボードを追加する手順は、第6.1.1項「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページの作成方法」を参照してください。



7.2.1 グラフ・コンテンツの指定

グラフ・コンテンツは、データソースを定義して指定します。

「データソース」ダイアログ・ボックスの起動の詳細は、第6.1.4項「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページへの「ダッシュボード」パネルの追加方法」を参照してください。

次のデータ・ソース情報を指定します。

	
名前: データソース識別子を指定します


	
タイトル: データソースの表示中に使用されるタイトルを指定します


	
グラフ・タイプ: 次のグラフ・タイプのリストから1つを選択します:

	
面


	
パーセント面


	
積上げ面


	
横棒


	
パーセント横棒


	
積上げ横棒


	
棒


	
パーセント棒


	
積上げ棒


	
折れ線


	
パーセント折れ線


	
積上げ折れ線


	
円


	
円-棒


	
複数円





	
プロセス: リストからプロセスを選択します。選択したプロセスに関連するすべてのビジネス・インジケータがデータソース定義で使用可能になります。


	
データ型: 次のいずれかのサポート対象のデータ型を選択します。

	
ワークロード


	
アクティビティと測定のサンプリング


	
プロセス・レベル・サンプリング








ディメンション

	
系列: ディメンションを指定します。

範囲の使用: 範囲のあるディメンションに範囲を使用する場合に選択します。


	
グループ: 系列で使用されるディメンションをグループ化するために使用するディメンションを指定します。

範囲の使用: 範囲のあるディメンションに範囲を使用する場合に選択します。


	
系列へドリルダウン

範囲の使用: 範囲のあるディメンションに範囲を使用する場合に選択します。




表7-1には、「データ型」の選択に基づいて使用可能な標準ディメンションがまとめられています。また、プロセス固有のディメンションもすべて使用可能です。


表7-1 使用可能な標準ディメンション

	
	ワークロード	アクティビティと測定のサンプリング	プロセス・サンプリング
	
ディメンション: 系列

	

リビジョン

ロール

アクティビティ

参加者	

リビジョン

ロール

アクティビティ

参加者

完了日	

リビジョン

完了日
	
ディメンション: グループ

	
参加者

	

参加者

完了日	
完了日









メジャー

	
変数: 測定を指定します

表7-2には、データ型の選択に基づいて使用可能な標準測定のリストがまとめられています。また、プロセス固有の測定もすべて使用可能です。


表7-2 使用可能な標準測定

	
	ワークロード	アクティビティと測定のサンプリング	プロセス・サンプリング
	
変数

	

インスタンス

タスク平均時間

タスク中央時間

プロセス平均時間

プロセス中央時間	

タスク時間	

タスク時間






	
操作タイプ: 選択した測定変数に適用される集計関数を指定します

表7-3には、様々なデータ型の選択に対して使用可能な操作タイプがまとめられています。


表7-3 使用可能な操作タイプ

	
	ワークロード	アクティビティと測定のサンプリング	プロセス・サンプリング
	
操作タイプ

	

平均

合計	

平均

合計

最小

最大	

平均

合計

最小

最大






	
値タイプ: 「値」、「日」、「時間」、「分」、「秒」、「パーセンテージ」のいずれかの値を選択します。







	
注意:

ダッシュボード・ページを開いているときに新規プロセスがデプロイされた場合、その新規プロセスは、プロセス・ワークスペースをログアウトして再度ログインするまで、「データソース」ダイアログ・ボックスには表示されません。










フィルタ

メジャー変数、系列およびグループに基づいてフィルタ条件を追加できます。フィルタ条件を追加できるのは、「プロセス」リストからプロセスを選択している場合のみです。「プロセス」リストで「すべて」を選択している場合、「フィルタ」セクションは使用不可です。




	
注意:

ビジネス・インジケータにフィルタを追加すると、指定した条件に基づく値が除外されます。その結果として生成されたアイテムのセットに、集計(合計または平均)が適用されます。たとえば、1000を超えるすべてのビジネス・インジケータ値の平均を計算しようとする場合は、BI <Greater or equals> 1000などのフィルタを設定し、「操作タイプ」に「平均」を設定します。その結果、1000を超えるビジネス・インジケータ値が最初に収集され、その後、平均を求める計算が実行されます。



















8 プロセス・ワークスペースでのユーザー間のワークロードの管理


この章では、スーパーバイザがOracle Business Process Management Workspaceを使用して、スーパーバイザに報告するユーザーに割り当てたすべてのタスクを表示および更新する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
8.1項「プロセス・ワークスペースでのユーザーの可用性の管理」


	
8.2項「1つのグループのユーザー間での分散作業」


	
8.4項「割当て先が複数存在するタスクの割当てルールの設定」


	
8.5項「プロセス・ワークスペースでのタスクの再割当てまたは委任」


	
8.6項「プロセス・ワークスペースでのレポートを使用したワークフローの管理」


	
8.7項「プロセス・ワークスペースでのダッシュボードを使用したワークフローの管理」


	
8.8項「プロセス・ワークスペースでのエスカレーションの処理」




ヒューマン・ワークフローの問題のトラブルシューティングの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suite管理者ガイドのヒューマン・ワークフローのトラブルシューティングに関する項を参照してください。



8.1 プロセス・ワークスペースでのユーザーの可用性の管理

ユーザーが一定の期間にわたって職務から離れるため、割り当てられているタスクの一部または全部を別のユーザーに委任する必要がある場合、ユーザー・ルールにより、特定の条件に基づいてタスクを自動的に再割当てできます。具体的には、ユーザーが休暇を取る場合、休暇期間をルールに関連付けて休暇ルールを作成できます。

ユーザー・ルールの作成の詳細は、3.9.1項「プロセス・ワークスペースでのユーザー・ルールの作成方法」を参照してください。

休暇ルールの設定の詳細は、3.9.3項「プロセス・ワークスペースで休暇期間を有効にする方法」を参照してください。






8.2 1つのグループのユーザー間での分散作業

1つのグループのユーザー間で作業を分散するには、そのグループにルールを作成します。グループ・ルールの作成はユーザー・ルールの作成と同様ですが、ログイン・ユーザーとして管理するグループのリストを追加します。

ユーザー・ルールの作成の詳細は、3.9.1項「プロセス・ワークスペースでのユーザー・ルールの作成方法」を参照してください。

たとえば、次のようなグループ・ルールがあります:

	
特定の顧客からのタスクをグループのメンバーに割り当てる場合


	
タスク割当てがラウンド・ロビン割当てを使用してグループのメンバーに均等配分されるようにする場合


	
高優先度のタスクがグループのうち最もビジーでないメンバーにルーティングされるようにする場合




グループ・ルールの作成の詳細は、3.9.2項「プロセス・ワークスペースでのグループ・ルールの作成方法」を参照してください。





8.3 ルールの設定

ルールは、特定のタスク・タイプか、ユーザーまたはグループに割り当てられたすべてのタスクに対して実行されます。図8-1に、休暇ルールも含めて、ルールを設定する場所を示します(3.9.3項「プロセス・ワークスペースで休暇期間を有効にする方法」で説明した休暇期間の設定とは異なります)。


図8-1 ルールの作成

[image: 図8-1の説明が続きます]

「図8-1 ルールの作成」の説明





ルールは、そのルールが使用されるすべての環境で常に適用できるわけではありません。たとえば、ルールが複数のタスク・タイプに適用される場合は、タスクによって結果が異なるため、すべてのタスクに結果を設定できない場合があります。

ルールはリストされている順序で実行されます。図8-1に示すように、ルールはヘッダーの上下ボタンを使用して順序を変更できます。

あるルールがフィルタ条件に一致すると、そのルールが実行され、他のルールは評価されません。ルールを実行するユーザーは、該当するタスクに割り当てられている唯一のユーザーであることが必要です。タスクが(自分を含めて)複数のユーザーに割り当てられている場合、ルールは実行されません。

ビジネス・ルールをTo Doタスクに対して指定することはできません。


8.3.1 ユーザー・ルールの作成方法

ユーザー・ルールを作成する際は、次を指定します。

	
ルール名


	
ルールが休暇ルールかどうか。休暇ルールと同期する休暇期間の設定方法については、3.9.3項「プロセス・ワークスペースで休暇期間を有効にする方法」を参照してください。


	
ルールが適用されるタスクまたはタスク・タイプ: 指定されていない場合、ルールは全タスクに適用されます。タスク・タイプを指定すると、そのタスク・タイプにマップされたマップ済属性すべてをルール条件で使用できます。


	
ルールを適用するタイミング。


	
ルールに対する条件。これらの条件は、ルールを詳細に定義するフィルタです。たとえば、ルールで優先度1のタスクのみを操作したり、特定のユーザーが作成したタスクを操作するように指定します。標準タスク属性や特定のタスクにマップされた任意のマップ済属性に基づいて条件を作成できます。詳細は、9.2.1.1項「マップ済属性の指定方法」を参照してください。




ユーザー・ルールでは、次のアクションが行われます。

	
再割当て先: 直属の部下またはグループにタスクを再割当てできます。


	
委任先: 任意のユーザーまたはグループに委任できます。タスクを完了するためのアクセス権または権限は、タスクの委任元ユーザーに従って決定されます(委任した元のユーザーからの権限が、後続の委任または再割当てによって変更されることはありません)。


	
結果の設定先: ワークフロー・タスクがタスクの承認や拒否などの結果にあわせて設計されている場合は、自動結果を指定できます。ルールの適用対象を特定のタスク・タイプにする必要があります。ルールがすべてのタスク・タイプを対象とする場合、このオプションは表示されません。


	
アクションを実行しない: このアクションは、他の一般的なルールの適用を防止する場合に使用します。たとえば、アクションが不要な融資申請を除いて、休暇中のすべてのタスクを別のユーザーに再度割り当てるには、2つのルールを作成します。第1のルールでは、融資申請に対してアクションを実行しないように指定し、第2のルールでは、すべてのタスクを別のユーザーに再度割り当てるように指定します。第1のルールによって、融資申請に対する再割当てが防止されます。





ユーザー・ルールを作成する手順は、次のとおりです。

	
「プリファレンス」リンクをクリックします。

「ルール」タブが表示されます。


	
「ルール」領域で、「ルール」をクリックし、次に「追加」をクリックします。


	
「ルール」領域で次の操作を実行し、「保存」をクリックします。

	
ルール名を入力します。


	
休暇ルールを作成する場合は、「休暇ルールとして使用」を選択します。ルールの開始日と終了日が休暇期間と自動的に同期します。


	
ルールを適用するタスク・タイプを参照します。


	
「次の期間のみルールを実行」を選択し、ルール実行日を指定します。


	
「IF」領域で、ルール条件を追加します。


	
図8-2に示すように、「THEN」領域で、実行するアクションを「再割当て先」、「委任先」、「結果の設定先」、「アクションを実行しない」から選択します。




新しいルールが「ルール」ノードの下に表示されます。








8.3.2 グループ・ルールの作成方法

グループ・ルールの作成はユーザー・ルールの作成に類似していますが、ログイン・ユーザーが管理するグループのリストが追加されています。たとえば、次のようなグループ・ルールがあります:

	
特定の顧客からのタスクをグループのメンバーに割り当てる場合


	
タスク割当てがラウンド・ロビン割当てを使用してグループのメンバーに均等配分されるようにする場合


	
高優先度のタスクがグループのうち最もビジーでないメンバーにルーティングされるようにする場合




グループ・ルールでは、次のアクションを実行します。

	
メンバーへの割当ての経由先: 割当て先となるグループ・メンバーを決定する基準を指定できます。この動的な割当て基準には、ラウンド・ロビン割当て、最もビジーでないグループ・メンバーへの割当て、または最も生産性の高いグループ・メンバーへの割当てを含めることができます。また、タスクをグループ内の複数ユーザーに割り当てるためのカスタム関数を追加することも可能です。


	
割当て先: ユーザー・ルールの場合と同様に、タスクを自分の直属の部下またはグループに割り当てることができます。


	
アクションを実行しない: ユーザー・ルールの場合と同様に、より一般的なルールの実行を防止する条件を指定してルールを作成できます。





グループ・ルールを作成するには:

	
「プリファレンス」リンクをクリックします。


	
「他のルール」タブをクリックします。


	
リストから「グループ」を選択します。


	
グループ名を入力して「検索」アイコンをクリックするか、またはグループ名を入力します。

グループを検索し、選択するための「認証ブラウザ」が開きます。


	
図8-2に示すように、「グループ・ルール」ノードの下でグループ名を選択し、「追加」をクリックします。


図8-2 グループ・ルールの作成

[image: 図8-2の説明が続きます]

「図8-2 グループ・ルールの作成」の説明





	
グループ・ルール情報を入力して「保存」をクリックします。

	
ルール名を入力します。


	
ルールを適用するタスク・タイプを参照します。


	
ルールの実行日を指定します。


	
「IF」領域で、ルール条件を追加します。


	
図8-2に示すように、「THEN」領域で、実行する(または実行しない)アクションを「メンバーへの割当ての経由先」、「割当て先」、「アクションを実行しない」から選択します。




新しいルールが「グループ・ルール」ノードの下に表示されます。











8.4 割当て先が複数存在するタスクの割当てルールの設定

タスクに複数の割当て先がある場合、割当てルールはタスクに対して評価されず、タスクは自動的にルーティングされません。これは、タスクの割当て先ごとに割当てルールを定義できるため、タスクに対して実行するアクションに競合が発生する可能性があるためです。割当てルールによってルーティングされるのは、単一のユーザーに排他的に割り当てられたタスクのみです。

たとえば、次の順序で操作を実行するとします。

	
ユーザーcdickensに対して、割当て済のすべてのリクエストをユーザーjsteinに再度割り当てるルールを作成します。


	
ユーザーjcooperは、割当て済のタスクをcdickensとcdoyleに再度割り当てます。


	
cdickensがタスクを申告し、そのタスクが受信ボックスに表示されます。




このタスクは、jsteinに自動的に再度割り当てられません。ユーザーjcooperが、複数のユーザー(cdickensとcdoyle)ではなく、cdickensのみにタスクを明示的に再度割り当てた場合は、cdickensに対して設定された割当てルールに従ってタスクがjsteinにルーティングされます。






8.5 プロセス・ワークスペースでのタスクの再割当てまたは委任

スーパーバイザはタスクを報告先に再割当てまたは委任できます。BPMWorkflowReassign権限を持つユーザーは任意のユーザーにタスクを委任できます。


タスクを再割当てまたは委任する手順は、次のとおりです。

	
図8-3に示すように、「タスク・アクション」リストから「再割当て」を選択します。


図8-3 タスクの再割当て

[image: 図8-3の説明が続きます]

「図8-3 タスクの再割当て」の説明





	
「再割当て」または「委任」を選択します。

委任は、委任の権限が委任者の権限に基づくという点で、再割当てとは異なります。この機能は、たとえば、マネージャのアシスタントが使用できます。


	
図8-4に示すように、ユーザー名またはグループ名を指定するか参照します。


図8-4 タスクの再割当て

[image: 図8-4の説明が続きます]

「図8-4 タスクの再割当て」の説明





スーパーバイザは、タスクを任意の報告先にいつでも再割当てできます。


	
名前を「選択済」領域に移動し、「OK」をクリックします。

複数のユーザーまたはグループへの再割当てを行うことができます。図8-5に示すように、割当て先ユーザーの1人がタスクを申告する必要があります。


図8-5 タスクの申告

[image: 図8-5の説明が続きます]

「図8-5 タスクの申告」の説明








	
注意:

タスク詳細が以前のリリースからアップグレードされていると、「再割当て」アクションを実行中に「リクエストに失敗しました」というエラーが表示されることがあります。実際には、再割当ては完了しており、「OK」を再度クリックすると、タスクはすでに割り当てられているというメッセージが表示されます。

このエラー・メッセージが表示されないようにするには、タスクフロー・アプリケーションをOracle JDeveloperで開くことによりアップグレードして、それからタスク・フォームを再デプロイしてください。

















8.6 プロセス・ワークスペースでのレポートを使用したワークフローの管理

レポートは「タスク」ページの「レポート」パネルで使用できます。レポートの結果は保存できません。

図8-6は、使用可能な標準のレポート・タイプが表示された「レポート」パネルを示しています。


図8-6 Oracle Business Process Management Workspaceのレポート

[image: この図の説明が続きます]

「図8-6 Oracle Business Process Management Workspaceのレポート」の説明





レポートの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイド』を参照してください。






8.7 プロセス・ワークスペースでのダッシュボードを使用したワークフローの管理

ダッシュボードには、実行される様々なプロセスのユーザーのワークロードに関する各種分析情報が表示されます。たとえば、特定のユーザーに多くのタスクが割り当てられている場合に、このユーザーの進行状況がわずかであるときは、対応するこれらのプロセスがブロックされていることを示します。この情報を得ることにより、これらのタスクを別のユーザーに再割当てできます。必要に応じて、特定のユーザーまたはグループのルーティング・ルールを指定することにより、この問題を短期間で処理できます。

ダッシュボードの詳細は、第7章「プロセス・ワークスペースでのダッシュボードの使用」を参照してください。






8.8 プロセス・ワークスペースでのエスカレーションの処理

エスカレーションは、「タスクの詳細」ページから実行できるシステム・アクションの1つです。

タスクの「詳細」ページの詳細は、2.3.1.2項「プロセス・ワークスペースのタスクの「詳細」ページ」を参照してください。

ユーザーがタスクをエスカレートすると、タスクはそのエスカレーション・パスに指定されているユーザーに自動的に割り当てられます。

エスカレーション・パスは管理者によって指定されます。エスカレーション・パスが指定されていない場合、タスクはユーザーのスーパーバイザにエスカレートされ、スーパーバイザから再割当てされます。

タスクがロールに割り当てられ、いずれのロール・メンバーもそのタスクを申告しなかった場合、そのタスクは、そのロールのエスカレーション・パスの指定のとおりエスカレートされます。タスクがロールに割り当てられ、ロール・メンバーがそのタスクを申告した場合、エスカレーションはそのロール・メンバーのスーパーバイザに移動します。

エスカレーション・パスを指定する方法の管理者向けの詳細は、第10.5.2項「ルールのエスカレーション・パスの指定方法」を参照してください。









9 プロセス・ワークスペースの管理(管理者向け)

この章では、管理者がプロセス・ワークスペースで実行できる「作業アイテム」パネルの表示の設定およびタスク関連情報の管理と構成を含む様々なタスクについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
9.1項「プロセス・ワークスペースでの「作業アイテム」パネルの表示設定」


	
9.2項「プロセス・ワークスペースでのタスク関連情報の管理と構成」


	
9.3項「ユーザー・メタデータ移行ユーティリティの使用」






9.1 プロセス・ワークスペースでの「作業アイテム」パネルの表示設定

管理者は様々なアプリケーション・プリファレンスを指定して、「作業アイテム」パネルの表示を設定できます。これをプロセス・ワークスペースで行うには、「管理」、「アプリケーション・プリファレンス」の順にクリックします。


図9-1 アプリケーション・プリファレンスの設定

[image: この図については本文で説明しています。]



この項には次のトピックが含まれます:

	
9.1.1項「プロセス・ワークスペースでのログイン・ページ・レルム・ラベルの指定方法」


	
9.1.2項「プロセス・ワークスペースでのリソース・バンドルの指定方法」


	
9.1.3項「プロセス・ワークスペースでの言語ロケール情報の指定方法」


	
9.1.4項「プロセス・ワークスペースでのブランド・ロゴの指定方法」


	
9.1.5項「プロセス・ワークスペースでのブランド・タイトルの指定方法」


	
9.1.6項「プロセス・ワークスペースでのスキンの選択方法」


	
9.1.7項「プロセス・ワークスペースでカスタマイズしたアプリケーションおよびリンクの有効化方法」


	
9.1.8項「プロセス・ワークスペースでのデフォルトのタブ・ページの表示または非表示の指定方法」






9.1.1 プロセス・ワークスペースでのログイン・ページ・レルムのラベルの指定方法

アイデンティティ・サービスが複数のレルムで構成されている場合は、ユーザーがOracle BPM Worklistにログインすると、ログイン・ページにレルム名のリストが表示されます。LABEL_LOGIN_REALM では、これらのレルムを表示するラベルのルックアップに使用されたリソース・バンドル・キーが指定されます。レルムという用語は、ユーザー・コミュニティにあわせて変更でき、国、会社、部署または部門などの用語の方が適切な場合があります。レルムという用語を変更するには、リソース・バンドルをカスタマイズし、この文字列にリソース・バンドル・キーを指定し、そのリソース・バンドル・キーを指すように「ログイン・ページ・レルムのラベル」パラメータを設定します。

リソース・バンドルのカスタマイズの詳細は、付録B「リソース・バンドルのカスタマイズ」を参照してください。

リソース・バンドルの指定の詳細は、第9.1.2項「プロセス・ワークスペースでのリソース・バンドルの指定方法」を参照してください。






9.1.2 プロセス・ワークスペースでのリソース・バンドルの指定方法

リソース・バンドルは、ワークリスト・アプリケーションに表示される文字列を提供します。デフォルトでは、リソース・バンドルへのクラス・パスは次のとおりです:

管理者は、カスタム・リソース・バンドルを作成することで、アプリケーションに表示される文字列を追加または変更できます。その後、アプリケーション・プリファレンス・ページの「リソース・バンドル」フィールドを使用して、カスタム・リソース・バンドルへのクラス・パスを指定できます。

リソース・バンドルのカスタマイズの詳細は、付録B「リソース・バンドルのカスタマイズ」を参照してください。






9.1.3 プロセス・ワークスペースでの言語ロケール情報の指定方法

アプリケーション・プリファレンス・ページで、プロセス・ワークスペースの表示言語を決定する方法を指定できます。言語ロケールに関する情報は、ユーザーのブラウザ、またはワークリスト・ユーザーに関する情報を格納するアイデンティティ・プロバイダから導出できます。

「アプリケーション・プリファレンス」ページにアクセスするには、プロセス・ワークスペースの最上部にあるグローバル・ツールバーの「管理」をクリックしてから、「管理領域」の下で「アプリケーション・プリファレンス」を選択します。「アプリケーション・プリファレンス」パネルが右のペインに表示されます。表示言語を指定するには、「次の言語設定を使用」フィールドで、「ブラウザ」と「アイデンティティ・プロバイダ」のどちらかを選択します。


図9-2 言語のロケール情報の指定

[image: 図9-2の説明が続きます]

「図9-2 言語ローカル情報の指定」の説明









9.1.4 プロセス・ワークスペースでのブランド・ロゴの指定方法

ブランド・ロゴは、ワークリスト・アプリケーションの各ページの左上隅に表示されるイメージです。Oracleロゴがデフォルトで表示されますが、選択したイメージに変更することもできます。




	
注意:

適切に表示するためには、イメージ・サイズを120px x 40px (長さx幅)にすることをお薦めします。高解像度の大きいイメージをブランド・ロゴのサイズにあわせて圧縮することもできますが、小さいイメージの方が見やすく表示されます。










ブランド・ロゴを指定するには:

次のいずれかを実行します。

	
外部のイメージ・ホストWebサイトを参照します。これを行うには: 「ブランド・ロゴ」フィールドにイメージのURLを入力します。


	
サーバー上の特定の場所にイメージをアップロードし、「ブランド・ロゴ」フィールドに相対パス(/afr/my_logo.pngなど)を入力します。


	
共有ライブラリからイメージを参照します。これを行うには: 「ブランド・ロゴ」フィールドに、共有ライブラリにあるとおりにロゴ名のパスを入力します(/my_logo.pngなど)。







	
注意:

ワークリスト・アプリケーションとプロセス・ワークスペースのいずれかからブランド・ロゴをカスタマイズすると、両方のアプリケーションのロゴが変更されます。たとえば、ワークリスト・アプリケーションからロゴを変更すると、プロセス・ワークスペースのロゴが自動的に変更されます。









共有ライブラリへのイメージのデプロイの詳細は、付録D「イメージおよびJARファイルの共有ライブラリJARファイルの一部としてのデプロイ」を参照してください。






9.1.5 プロセス・ワークスペースでのブランド・タイトルの指定方法

サイトのタイトルを指定し、デフォルトのタイトル(BPM Worklist)を好みのタイトルに変更できます。


ブランド・タイトルを指定するには:

次のいずれかを実行します。

	
「ブランド・タイトル」フィールドに、タイトルの単純な文字列を入力します。


	
「ブランド・タイトル」フィールドに、「リソース・バンドル」のキーと値のペアを参照するラベルを入力します。この方法で、タイトルをLABEL_WORKLIST_TITLE.などのように国際化できます。









9.1.6 プロセス・ワークスペースでのスキンの選択方法

スキンは、グラフィック・インタフェースのルック・アンド・フィールを決定します。


スキンを選択するには:

次のいずれかを実行します。

	
「スキンの選択」リストから、デフォルトのADFスキンの1つを選択します。


	
.JARファイル内のカスタマイズされたスキン(.cssファイル)をアップロードし、共有ライブラリの一部としてデプロイします。その後、コンソールからアプリケーションを再起動すると、カスタム・スキンが「スキンの選択」リストに表示されます。





カスタム・スキンを作成するには:

	
次の例のようなディレクトリ構造を作成します:


C:\temp\META-INF\adf\oracle\skin\images
     META-INF\skins\custom.css
     META-INF\trinidad-skins.xml


この例では、customという単語をカスタマイズしたスキンの名前に変更できます。


	
trinidad-skins.xmlファイルの内容が次のようになっていることを確認します:


<?xml version="1.0" encoding="ISO-8859-1"?>
<skins xmlns="http://myfaces.apache.org/trinidad/skin">
   <skin>
     <id>custom.desktop</id>
     <family>custom</family>
     <extends>custom.desktop</extends>
     <render-kit-id>org.apache.myfaces.trinidad.desktop</render-kit-id>
     <style-sheet-name>skins/custom.css</style-sheet-name>
   </skin>
</skins>


	
c:\tempディレクトリから次のコマンドを発行して、.JARファイルを作成します:


jar -cvf customSkin.jar META-INF/


	
このJARファイルをディレクトリ/scratch/username/sharedLibにコピーします。







	
注意:

次の方法でCSSファイル内のイメージを参照します:

../adf/oracle/skin/images/example.gif (末尾に2つドットを付けます)。

これにより、.cssファイルがあるMETA-INF/skinディレクトリの上のディレクトリからMETA-INFルートの検索を開始できます。









共有ライブラリへのイメージのデプロイの詳細は、付録D「イメージおよびJARファイルの共有ライブラリJARファイルの一部としてのデプロイ」を参照してください。






9.1.7 プロセス・ワークスペースでカスタマイズしたアプリケーションおよびリンクの有効化方法

プロセス・ワークスペースでは、「外部アプリケーション」パネルで使用できるカスタマイズされた外部アプリケーションおよびリンクを作成できます。さらに、プロセス・ワークスペースとワークリスト・アプリケーションの両方で、「タスクの詳細」ペインに表示される列を指定できます。


カスタマイズされたアプリケーションを有効にするには:

	
アプリケーション・プリファレンス・ページで、「アプリケーション・カスタマイズ・クラス名」フィールドにカスタム・アプリケーションのクラス名を入力します。


	
コンソールからアプリケーションを再起動します。

カスタマイズによっては、その効果をここで確認できます。

プロセス・ワークスペース用のカスタマイズを実行し、外部アプリケーションの作成と「タスクの詳細」ペインでの受信ボックス列の指定のいずれか(あるいはその両方)を実行した場合、次が表示されます:

	
プロセス・ワークスペースのホーム・ページにある「外部アプリケーション」パネルにリストされたカスタム・アプリケーション(図9-3を参照)


図9-3 プロセス・ワークスペースの「外部アプリケーション」パネル

[image: この図の説明が続きます]

「図9-3 プロセス・ワークスペースの「外部アプリケーション」パネル」の説明





	
ユーザーが指定した内容にあわせて調整された「タスクの詳細」受信ボックスの列。




アプリケーションのカスタマイズの詳細は、付録C「プロセス・ワークスペース内のアプリケーションおよびワークリスト・アプリケーションのカスタマイズ」を参照してください。









9.1.8 プロセス・ワークスペースでのデフォルトのタブ・ページの表示または非表示の指定方法

管理者は、プロセス・ワークスペースの標準のタブ(「タスク」、「アクティビティ・ガイド」、「プロセス・トラッキング」、「標準ダッシュボード」など)を表示するか、非表示にするかを指定できます。また、表示するように指定したタブの中から、ユーザーがログインしたときに表示するデフォルトのタブを選択できます。


プロセス・ワークスペースの標準のタブを表示または非表示にするには:

	
「管理」、「アプリケーション・プリファレンス」の順に選択します。


	
「標準タブの表示」行で、表示するタブのチェック・ボックスを選択するか、非表示にするタブのチェック・ボックスの選択を解除します。


	
表示するように指定したタブの中から、ユーザーがログインしたときに表示するデフォルトのタブを指定します。指定するには、デフォルトにするタブの隣にあるラジオ・ボタンを選択します。デフォルト・タブを選択しない場合、標準タブは指定したとおりに表示または非表示になりません。




図9-4は、アプリケーション・プリファレンス・ページを示しており、「標準タブの表示」行が強調表示されています。タブの表示または非表示を選択するチェック・ボックスおよびユーザーのログイン時のデフォルト・タブを選択するラジオ・ボタンにコールアウトの記載があります。


図9-4 「標準タブの表示」の選択

[image: この図については本文で説明しています。]









9.2 プロセス・ワークスペースでのタスク関連情報の管理と構成

この項には次のトピックが含まれます:

	
9.2.1項「プロセス・ワークスペースでのマップ済属性(フレックス・フィールド)の管理」


	
9.2.2項「プロセス・ワークスペースでの承認グループの管理」


	
9.2.3項「プロセス・ワークスペースでのタスク構成の使用」


	
9.2.4項「プロセス・ワークスペースでのエビデンス検索の使用」


	
9.2.5項「プロセス・ワークスペースでの例外の管理」






9.2.1 プロセス・ワークスペースでのマップ済属性(フレックス・フィールド)の管理

ヒューマン・ワークフローのマップ済属性(以前のフレックス・フィールド)での格納と問合せでは、状況固有のカスタム属性が使用されます。これらのカスタム属性は、通常、タスク・ペイロード値に基づきます。マップ済属性にカスタム属性を格納すると、次の利点が得られます。

	
カスタム属性をタスク・リスト内の列として表示できます。


	
カスタム属性を使用して、カスタム・ビューや拡張検索でタスクをフィルタ処理できます。


	
キーワードベースの検索にカスタム属性を使用できます。




たとえば、タスクの注文書リクエスト・ペイロードのRequester、PurchaseOrderIDおよびAmountフィールドをマップ済属性に格納できます。プロセス・ワークスペースにログインした承認者は、これらのフィールドの値をタスク・リスト内の列で確認して、アクセスするタスクを決定できます。ユーザーは、マップ済属性に基づいてタスクをフィルタ処理するビューを定義できます。たとえば、ユーザーは、異なる金額範囲に基づいて発注書の承認用ビューを作成できます。ユーザーが特定のリクエスタまたは発注書IDに関連するタスクを取得することも必要になった場合、キーワード・フィールドにそのリクエスタまたは発注書IDを指定して検索を実行することによって、関連するタスクを取得できます。

マップ済属性の移入を行う場合は、次の手順で管理者がマップ済属性マッピングを作成する必要があります。

	
移入するマップ済属性のラベルを指定します。


	
データを含むペイロード属性をラベルにマップします。




これらのマッピングは、特定のタスク・タイプに対して有効です。したがって、タスク・タイプごとに異なるマップ済属性マッピングを作成できます。マッピングが完了し、新しいタスクが開始されると、そのペイロードの値はマップされたマップ済属性に転送されます。マッピングの前に開始されたタスクについては、マップ済属性に値は格納されません。マップ済属性に転送できるのは、ペイロード内の最上位レベルの単純型の属性のみです。複合型の属性またはその中にネストされた単純型の属性は推進できません。ペイロード内の属性はマップ済属性に推進する必要がある場合があることに留意しながら、ヒューマン・タスク・エディタでタスクのペイロードを定義することが重要です。キーワードベースの検索には、テキストおよび数値のすべてのマップ済属性が自動的に含められます。

原則的に、ヒューマン・タスク・エディタは、タスクのペイロードを定義する場合にのみ使用します。他の操作はすべて実行時に行います。

ディレクトリ・ネーミングは、フレックス・ファイルのネーミング規則に付随して得られるものではありません。




	
注意:

マップ済属性は、ビジネス・プロセスのインスタンスが生成される前に定義する必要があります。正しいマップ済属性は、マップ済属性の作成後に生成されたインスタンスにのみ反映されます。ビジネス・プロセスの古いインスタンスには、マップ済属性の以降の変更は反映されません。









マップ済属性をマップする方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイド』を参照してください。



9.2.1.1 マップ済属性の指定方法

管理者または必要な権限を持つユーザーは、図9-5に示すように、マップ済属性を使用して、データをペイロードからインライン属性マップ済属性に転送できます。データは、マップ済属性に推進することで検索可能になり、タスク・リストに列として表示できます。

管理者および適切な権限を持つユーザーは、パブリック・マップ済属性と保護マップ済属性の両方をマップできます。図9-5に示すように、「パブリック・フレックス・フィールド」ノードと「保護フレックス・フィールド」ノードの両方が「管理」パネルに表示されます。


図9-5 マップ済属性の指定

[image: この図の説明が続きます]

「図9-5 マップ済属性の指定」の説明





パブリック・マップ済属性および保護マップ済属性の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイド』を参照してください。


ラベルを作成する手順は、次のとおりです。

マップ済属性マッピングを作成するには、まず管理者がマップ済属性を示すわかりやすい表示名となるセマンティック・ラベルを定義します。図9-6に示すように、「追加」をクリックして「ラベルの作成」ダイアログ・ボックスを使用します。


図9-6 ラベルの作成

[image: この図の説明が続きます]



図のように、labelNameはタスク属性TextAttribute1にマップされています。ペイロード属性はラベルにもマップされます。この例では、labelNameには「テキスト」属性タイプが関連付けられています。最終的には、「テキスト」属性の値がTextAttribute3列に格納され、labelNameがユーザーのタスク・リストに表示される列ラベルとなります。ラベルは様々なタスク・タイプに再利用できます。ラベルを削除できるのは、どのマッピングにも使用されていない場合のみです。

マップ済のペイロード属性をカスタム・ビューに列として表示したり、カスタム・ビューとワークフロー・ルールの両方でフィルタ条件として使用することもできます。ペイロード属性の表示名は、マッピングの実行時に選択した属性ラベルです。

次の制限に注意してください。

	
単純型のペイロード属性のみをマップできます。


	
1つのタスク・タイプに使用できるマップ済属性(およびラベル)は1つのみです。


	
numberまたはdateデータ型の場合、データ型の変換はサポートされていません。たとえば、stringデータ型が割り当てられたペイロード属性は、numberデータ型が割り当てられたラベルにマップできません。





全マッピングを参照するには:

	
「全マッピングの参照」をクリックします。


	
ラベル表の1行を選択すると、特定のラベルにマップされているペイロード属性がすべて表示されます。





マッピングをタスク・タイプ別に編集するには:

	
「タスク・タイプによるマッピングの編集」をクリックし、必要に応じてタスク・タイプを入力し、「検索」をクリックします。


	
タスク・タイプを選択して「OK」をクリックします。


	
「タスク・タイプによるマッピングの編集」フィールドにタスク・タイプが表示されている状態で、「実行」をクリックします。


	
マッピング・ラベルを選択して「選択」をクリックします。











9.2.2 プロセス・ワークスペースでの承認グループの管理

承認グループは、名前と、特定パターンでタスクを実行するように構成された事前定義のユーザーの集合で構成されます。このパターンは、ヒューマン・ワークフローのルーティング・スリップ・パターンに類似しており、ユーザーがシリアルまたはパラレルでタスクを実行できます。承認グループには、パターンでネストされている承認グループを含めることもできます。

承認グループの名前は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイド』で説明されているように承認グループのリスト・ビルダーを指定する際に必要です。承認グループ内で構成されるパターンは、タスクを実行するユーザーの順序を決めるためにデフォルトで使用されます。ただし、リスト・ビルダーを作成する際は、投票方法を指定してデフォルトのパターンをオーバーライドできます。

以降の各項では、管理者権限を持つユーザーが承認グループを管理できるユーザー・インタフェースについて説明します。



9.2.2.1 承認グループの表示方法


承認グループを表示するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーで、「管理」をクリックします。左のペインに「管理領域」パネルが表示されます。


	
「タスク管理」の下の「承認グループ」をクリックします。右のペインにグループ・ページが表示されます。


	
承認グループ・ページのナビゲーション・ペインで、承認グループを選択します。選択した承認グループについて、図9-7に示すような詳細ページが右のペインに表示されます。





図9-7 Oracle Business Process Management Workspace: 承認グループの詳細

[image: この図の説明が続きます]



この図では、DisbursementTeamという承認グループに2人のユーザーbpalmerとrjamesがいることが示されています。これらのユーザーは特定のシーケンス構成でタスクを実行します。






9.2.2.2 承認グループの検索方法

承認グループは、ユーザー名またはグループ名で検索できます。


ユーザー名で検索するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーで、「管理」をクリックします。左のペインに「管理領域」パネルが表示されます。


	
「タスク管理」の下の「承認グループ」をクリックします。右のペインに承認グループ・ページが表示されます。


	
リストから「ユーザー」を選択します。


	
フィールドにユーザーの完全なユーザー名を入力します(ユーザー名の一部とアスタリスク(*)を入力してワイルドカード検索を実行することもできます)。


	
アクション(>)ボタンをクリックします。

図9-8に示すように、左側にあるペインに、ユーザーが所属する承認グループのリストが表示されます。


図9-8 ユーザー名の検索結果

[image: この図の説明が続きます]





承認グループ名をクリックすると、右側の「詳細」ペインがそのグループの構造でリフレッシュされます。


グループ名で検索するには:

	
左のペインで、リストから「グループ」を選択します。


	
フィールドに完全なグループ名を入力します(グループ名の一部とアスタリスク(*)を入力してワイルドカード検索を実行することもできます)。


	
アクション(>)ボタンをクリックします。

左のペインに、一致するすべての承認グループのリストが表示されます。




承認グループ名をクリックすると、右側の 「詳細」 ペインがそのグループの構造でリフレッシュされます。






9.2.2.3 静的承認グループの追加方法


静的承認グループを追加するには:

	
図9-9に示すように、「追加」(+)ボタンをクリックして、リストから「静的作成」を選択します。


図9-9 承認グループの作成: 静的グループの選択

[image: この図の説明が続きます]

「図9-9 承認グループの作成: 静的グループの選択」の説明





	
グループの新しい名前を入力します。


	
「適用」をクリックします。

これで、新しい承認グループにメンバーを追加できます。









9.2.2.4 静的承認グループに新しいメンバーを追加する方法

静的承認グループのメンバーは、ユーザーまたは他の承認グループのいずれかになります。


新しいユーザー・メンバーを承認グループに追加するには:

	
図9-10に示す「詳細」ページから、「追加」(+)アイコンをクリックします。

その他のアイコンは、承認シーケンスでのメンバーの編集、削除、並替えに使用します。

「グループに追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「ユーザー」を選択します。


	
次のいずれかを実行します。

	
完全なユーザー名を入力して「OK」をクリックします。

ダイアログ・ボックスが閉じ、「詳細」ペインの「メンバー」セクションに新しいメンバーが表示されます。


	
虫眼鏡アイコンをクリックしてユーザーを検索します。

虫眼鏡アイコンをクリックすると、「アイデンティティ・ブラウザ」ポップアップ・ダイアログが表示されます。





	
リストから「ユーザー」を選択します。


	
テキスト入力フィールドに完全名を入力して「検索」をクリックします(ユーザー名の一部とアスタリスク(*)を入力してワイルドカード検索を実行することもできます)。

「アイデンティティ・ブラウザ」ダイアログがリフレッシュされ、検索結果が表示されます。


	
リストからユーザーを選択します。

選択したユーザーの詳細が、ダイアログの「詳細」セクションに表示されます。


	
「OK」をクリックします。


	
「OK」を再度クリックして、「グループに追加」ダイアログを閉じます。

「詳細」ペインの「メンバー」セクションで、選択したユーザーを表すノードが承認グループ構造に表示されます。




この手順を繰り返せば、承認グループにさらにメンバーを追加できます。メンバー追加後の承認グループ構造は、図9-10のようになります。


図9-10 承認グループ構造: 複数のメンバー

[image: この図の説明が続きます]

「図9-10 承認グループ構造: 複数のメンバー」の説明









9.2.2.5 承認グループからメンバーを削除する方法


承認グループからメンバーを削除するには:

	
承認グループ構造から、目的のメンバー・ノードを選択します。


	
「削除」アイコンをクリックします。

承認グループ構造がリフレッシュされ、メンバー・ノードが削除されます。









9.2.2.6 承認グループのメンバーを移動する方法


承認グループの順序を変更するには:

	
移動するメンバー・ノードを選択します。


	
「メンバーのプッシュ・アップ」(^)アイコンと「メンバーのプッシュ・ダウン」(v)アイコンを使用して、メンバーを目的の位置に移動します。









9.2.2.7 承認グループをネストする方法

承認グループをネストすることは、ある承認グループが別の承認グループの一部になることを意味します。


承認グループをネストするには:

	
「追加」アイコンをクリックします。


	
「承認グループ」を選択します。


	
虫眼鏡アイコンをクリックします。

別のダイアログ・ボックスとして「グループに追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
左のペインから、追加する承認グループを選択します。

選択した承認グループの構造が右のペインに表示されます。


	
「OK」をクリックします。


	
「OK」を再度クリックして、「グループに追加」ダイアログ・ボックスを閉じます。

承認グループの構造に、新しい承認グループが表示されます。









9.2.2.8 承認グループの名前を変更する方法


承認グループの名前を変更するには:

	
承認グループの新しい名前を「名前」フィールドに入力します。


	
「適用」をクリックします。




名前の変更は、この承認グループがネストされている他の承認グループに反映されます。






9.2.2.9 動的承認グループの使用

動的承認グループを使用すると、実行時にカスタムJavaクラスを通じて承認グループを作成できます。これには、次の手順が必要です。

	
開発者が、カスタム実装に必要なカスタムの動的承認グループ・クラスを記述します


	
IT部門が、ワークリスト・アプリケーションのUIを使用して、カスタムの動的承認グループを登録します


	
サービス統合クラス・パスの一部であり世界的に有名なディレクトリに、クラス・ファイルを公開します






9.2.2.9.1 カスタムの動的承認グループ・クラスを記述する方法

動的承認グループを定義するには、ユーザーは、インタフェース・ファイルIDynamicApprovalGroup.java(AMXによって、パッケージoracle.bpel.services.workflow.task内に動的承認グループ用として定義されています)を使用して実装クラスを定義する必要があります。このパッケージには、承認グループのメンバーを取得するパブリック・メソッドが1つだけ含まれています。入力パラメータはTaskオブジェクトのみです。主キー・リストは、task/systemAttributes/collectionTargetタスクによって取得できます。


例9-1 実装クラス


************** IDynamicApprovalGroup.java ******************

public interface IDynamicApprovalGroup {

    /**
        *  Get members of this dynamic approval group 
        *  @param task Property bag containing information required to generate 
             the approver list
        *  @return list of IApprovalListMember including sequence, member, member_
             type; null for empty group
        *  The primary key list can be obtained from task:
             task/systemAttributes/collectionTarget
       */

   public List getMembers(Task task )
       throws WorkflowException; 
}
**********************************************************




図9-11は、動的承認グループ・クラスのサンプルを示したコード・スニペットです。


図9-11 動的承認グループ・クラスのコード

[image: 動的承認グループ・クラスのサンプルを示すコード・スニペット]







9.2.2.9.2 カスタムの動的承認グループ・クラスを登録する方法

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイドを参照してください






9.2.2.9.3 カスタムの動的承認グループ・クラスを公開する方法

サービス統合クラス・パスの一部であり世界的に有名なディレクトリにクラス・ファイルを公開するには、クラス・ファイルを次のWebLogic Serverディレクトリに配置します。

$BEAHOME/AS11gR1SOA/soa/modules/oracle.soa.ext_11.1.1/classes

たとえば、oracle.apps.DynamicAGというJavaクラスの場合、パスは$BEAHOME/AS11gR1SOA/soa/modules/oracle.soa.ext_11.1.1/classes/oracle/apps/DynamicAG.classとなります。クラス・ファイルをこのパスに配置してからWebLogic Serverを再起動してください。






9.2.2.9.4 動的承認グループの追加方法

次の手順では、動的承認グループを追加する方法を説明します。

	
左のペインで「追加」(+)ボタンをクリックし、リストから「動的作成」を選択します。


	
グループの名前とクラスを入力します。


	
「適用」をクリックしてグループを保存します。











9.2.2.10 承認グループの削除方法


承認グループを削除するには:

	
承認グループ・ページで、削除する承認グループを選択します。


	
「削除」(-)ボタンをクリックします。

確認用のダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「OK」をクリックします。

承認グループが削除されます。







	
注意:

削除した承認グループが他の承認グループにネストされている場合、親グループからも削除されます。
















9.2.3 プロセス・ワークスペースでのタスク構成の使用

プロセス・ワークスペースのタスク構成を使用すると、ビジネス・ユーザーと管理者は、ワークフロー・デザイナが自動的に構成したルールを参照できます。この事前定義済ルールは、特定の顧客向けに、適用可能な顧客企業ポリシーに基づいて変更できます。

たとえば、金額が1000ドルを超える支出については2レベルの承認を必要とする企業ポリシーがあり、このポリシーの承認を3レベルに変更する場合、顧客はこのWebベース・アプリケーションを使用してルールを変更できます。基礎となるプロセスのルールを変更してから再デプロイするという手順をIT部門に依頼する必要はありません。ルールの変更は次のインスタンスから適用され、すでに進行中のインスタンスでは現在のルール定義が使用されます。

タスク構成を使用すると、承認フローに関連付けられているイベント駆動ルールとデータ駆動ルールを、ワークフローのデプロイ後である実行時に編集できます。

「タスク構成」ページにアクセスするには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーで、「管理」をクリックします。左のペインに「管理」パネルが表示されます。


	
「管理」パネルの「タスク管理」から、「タスク構成」をクリックします。図9-12のように、右のペインに「タスク構成」ページが表示されます。





図9-12 タスク構成: メイン・ページ

[image: この図については本文で説明しています。]

「図9-12 タスク構成: メイン・ページ」の説明





右ペインの「設定するタスク」セクションには、承認フロー・ルールを使用するように構成されているすべてのワークフロー・タスクがリストされ、検索機能もあります。表示モードのときは、承認フローのリスト・ビルダー構成をオーバーライドするデフォルトの構成とルールが右側のパネルに表示されます。ルール構成は、承認フローで定義されているステージに則して表示されます。



9.2.3.1 イベント駆動の設定を編集する方法

この項では、イベント駆動の設定(タスク・メタデータ)について説明します。


イベント駆動の設定を編集するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーで、「管理」をクリックします。左のペインに「管理」パネルが表示されます。


	
「管理」パネルの「タスク管理」から、「タスク構成」をクリックします。右のペインに「タスク構成」ページが表示されます。


	
「設定するタスク」ペインでタスクを選択します。メイン・ページが編集モードに変わります。


	
必要な変更を行い、「適用」をクリックして変更を保存します。







	
注意:

リスト作成ルール・セット内のルール定義が不適切または不完全な場合は、実行時エラーの原因になることがあります。次の場合にエラーが発生します。

	
ルール・セットにルールが定義されていない場合。


	
ルールに定義された条件が1つも満たされていない場合。




すべての条件を処理するよう、ルールを正しく定義してください。











9.2.3.1.1 ルーティングの設定を指定する方法

「イベント駆動」ページには、ヒューマン・タスク・エディタで使用できるいくつかのルーティング・オプションがあります。

承認集計の要件として、次のいずれかを指定できます。

	
なし


	
タスクごとに1回


	
ステージごとに1回









9.2.3.1.2 有効期限とエスカレーションのポリシーを定義する方法

プロセス・ワークスペースにおける有効期限とエスカレーションのポリシーの定義は、ヒューマン・タスク・エディタでの定義方法とほぼ同じです。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイド』の「ヒューマン・タスクの設計」の章で、タスクをエスカレート、期限更新または終了する方法に関する項を参照してください。






9.2.3.1.3 通知設定の指定方法

プロセス・ワークスペースにおけるタスクの通知設定の作成または更新は、ヒューマン・タスク・エディタでの作成または更新方法とほぼ同じです。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイド』の「ヒューマン・タスクの設計」の章で、参加者の通知プリファレンスの指定方法に関する項を参照してください。






9.2.3.1.4 タスク・アクセスの許可方法

アクセス・ルール設定を設定すると、ユーザーが実行できるアクションを制御できます。設定方法は、ヒューマン・タスク・エディタでの設定方法とほぼ同じです。コンテンツおよびアクションの権限は、作成者(イニシエータ)、所有者、割当て先、レビューアなどユーザーの論理上のロールに基づいて指定できます。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイドを参照してください。








9.2.3.2 データ駆動の設定を編集する方法


データ駆動の設定(ルールまたは条件)を編集するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーで、「管理」をクリックします。左のペインに「管理」パネルが表示されます。


	
「管理」パネルの「タスク管理」から、「タスク構成」をクリックします。右のペインに「タスク構成」ページが表示されます。


	
「タスク構成」ページで、「データ駆動」ページを選択します。


	
「設定するタスク」ペインでタスクを選択します。

右側のパネルが編集モードに変わります。


	
次のいずれかの操作を実行します。

	
追加


	
更新


	
削除


	
アサーションの変更(アサーションはルールの構成対象となったリスト・ビルダーのタイプによって異なります)


	
変数の追加





	
必要な変更を行った後で、「適用」をクリックします。

変更は、ルール・ディクショナリのルール定義に保存されます。




タスクの編集の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイドを参照してください。



9.2.3.2.1 変数の追加方法

変数を追加するには:

	
「データ駆動」ページで、「変数の追加」をクリックします。

「変数の追加」ウィンドウが表示されます。


	
変数の名前を入力します。


	
下矢印をクリックしてリストから変数タイプを選択します。

リストに表示されるタイプは、ルール・ディクショナリで使用可能なタイプに対応しています(ビルトイン・タイプまたは登録されたタイプ)。


	
値を入力します。


	
「OK」をクリックします。

これで、変数を使用して条件を定義できるようになりました。









9.2.3.2.2 条件の定義方法

条件の左辺と右辺は、条件ブラウザからオペランドを選択して設定できます。虫眼鏡アイコンをクリックすると条件ブラウザが表示されます。

条件のオペランドを比較する演算子は、条件の左辺で選択したオペランドのタイプに応じて変わります。

式ビルダーを使用すると、さらに複雑な条件を定義することもできます。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』で、ADFデータ・バインディングのEL式の作成に関する項を参照してください。また、『Oracle Fusion Middleware Oracle Application Development Framework Webユーザー・インタフェース開発者ガイド』で、EL式の作成に関する項も参照してください。






9.2.3.2.3 アサーションの定義方法

リストから適切なルール関数を選択して、アサーションを指定できます。










9.2.4 プロセス・ワークスペースでのエビデンス検索の使用

エビデンス・ストア・サービスは、デジタル署名の保管と、デジタル署名されたヒューマン・タスクの否認防止に使用されます。


エビデンス・ストアを検索するには:

	
右上隅にあるプロセス・ワークスペース・ツールバーで、「管理」をクリックします。左のペインに「管理領域」パネルが表示されます。


	
「管理領域」パネルの「タスク管理」から、「エビデンス検索」を選択します。図9-13のように、右のペインに「エビデンス検索」ページが表示されます。


図9-13 エビデンス・ストアの検索

[image: この図の説明が続きます]

「図9-13 エビデンス・ストアの検索」の説明





	
検索の各フィールドを入力し、「エビデンス・ストアの検索」をクリックします。




デジタル署名のエビデンス・ストアの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイドを参照してください。






9.2.5 プロセス・ワークスペースでの例外の管理

すでに退職した従業員にタスクに割り当てられたなどの場合には、例外が発生します。例外が発生すると、タスクはアラート状態になります。次に、タスクはエラー割当て先に割り当てられ、エラー割当て先が指定されていない場合は管理者に割り当てられます。

エラー割当ての構成の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイドを参照してください。

この他にも例外が発生するシナリオがあります。








9.3 ユーザー・メタデータ移行ユーティリティの使用

ユーザー・メタデータ移行ユーティリティhwfMigratorは、シェル・スクリプトを実行してサービス統合サーバー間でワークフローのユーザー構成可能データを移行するプロセスを自動化するツールです。また、このツールには、キー/値ペアと移行操作の実行に必要なすべての入力パラメータとを含むプロパティ・ファイルも用意されています。プロパティ・ファイルをカスタマイズし、シェル・スクリプトの実行によって移行を行うことができます。

ユーザー・メタデータ移行ユーティリティの使用の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイドを参照してください。

Oracle BPMのテスト・サイトから本番サイトへの移動の詳細は、Oracle Application Server管理者ガイドを参照してください。









10 プロセス・ワークスペースでの組織の管理(管理者向け)


この章では、Oracle Business Process Management Suiteの管理者が組織単位、ビジネス・カレンダ、営業休日、ロールおよびその他のユーザー・プロパティを定義して組織をモデリングできる方法について説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
10.1項「プロセス・ワークスペースでの組織エンティティのデプロイメントについて」


	
10.2項「プロセス・ワークスペースでの休日ルールの管理」


	
10.3項「プロセス・ワークスペースでのカレンダ・ルールの管理」


	
10.4項「プロセス・ワークスペースでの他のユーザーまたはグループのルールの管理(管理者として)」


	
10.5項「プロセス・ワークスペースでのロールの管理」


	
10.6項「プロセス・ワークスペースでのパラメータ・ロールの管理」


	
10.7項「プロセス・ワークスペースでの拡張ユーザー・プロパティの管理」


	
10.8項「プロセス・ワークスペースでの組織単位の管理」






10.1 プロセス・ワークスペースでの組織エンティティのデプロイメントについて

組織単位の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイド』を参照してください。

プロセスをデプロイするときは、組織単位やカレンダなど各種の組織エンティティが作成されます。これらのエンティティはプロセス・ワークスペースでのみ変更ができます。その後、プロセスを再デプロイするときに、ランタイム時に加えられた変更がOracle BPM Studio内のデータによって上書きされることはありません。






10.2プロセス・ワークスペースでの休日ルールの管理


図10-1 休日ルール

[image: この図の説明が続きます]

「図10-1 休日ルール」の説明





営業休日は、カレンダ・ルールに適用できる休日のコレクションです。プロセスの期間を計算する際、指定した休日がカレンダに反映されます。

カレンダ・ルールごとに、必要な数の休日を作成できます。たとえば、インド、米国、中国の各休日ルールを特定のカレンダに適用する場合、プロセスの期間を計算するときに各国の休日が考慮されます。

営業休日ルールを作成する際には、休日の名前、日付、タイプを指定します。表10-1は、休日のタイプをリストおよび説明しています。


表10-1 休日のタイプ

	休日のタイプ	説明
	
毎年同日

	
毎年の同じ日


	
今年

	
今年のみ


	
毎月第N営業日

	
毎年同じ月の同じ週の同じ曜日。たとえば、米国で感謝祭は11月の第4木曜日に定められています。


	
第N参照休日

	
指定されている別の休日と関係のある日付。たとえば、感謝祭の次の日。


	
翌営業日

	
指定された日付に最も近い営業日。たとえば米国では、独立記念日の祝日は7月4日に最も近い平日に設定されます。









休日ルールを作成するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「カレンダ」をクリックします。カレンダ・ページが表示されます。


	
「休日リスト」セクションで、「休日リストの追加」をクリックします。「休日リストの追加」ダイアログが表示され、新しい休日リスト名を入力するように求められます。


	
新しい休日リスト名を入力し、「OK」をクリックします。休日リストに新しい休日リストが表示されます。


	
新しい休日リストを選択します。新しいリストの詳細が右のペインに表示されます。


	
休日の詳細セクションで、「休日の追加」をクリックします。新しい休日の属性を指定するための行が表示されます。


	
休日の名前と、1年のうちで休日となる日を指定します。表10-1は、休日の繰返しを指定するオプションを示しています。


	
「適用」をクリックします。新しい休日ルールが指定した内容に応じて構成されます。





休日ルールを編集するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「カレンダ」をクリックします。「カレンダ」パネルが右のペインに表示されます。


	
「休日リスト」セクションで、編集する休日ルールを選択します。ルールの詳細ページが右のペインに表示されます。


	
「設定」で、「適用」をクリックします。休日ルールが指定した内容に応じて変更されます。





休日ルールを削除するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「カレンダ」をクリックします。「カレンダ」パネルが右のペインに表示されます。


	
「休日リスト」セクションで、削除する休日ルールを選択します。ルールの詳細が右のペインに表示されます。


	
「休日ルールの削除」をクリックします。これにより、休日ルールが削除されます。









10.3 プロセス・ワークスペースでのカレンダ・ルールの管理


図10-2 カレンダ・ルール

[image: この図の説明が続きます]

「図10-2 カレンダ・ルール」の説明





ビジネス・カレンダは、毎日の勤務パターンと各週の勤務構造を定義するだけでなく、営業休日のルールを使用して非営業日も定義します。つまり、ビジネス・カレンダと休日ルールを組み合せて勤務期間を定義します。

ビジネス・カレンダを作成する際には、次の要素を定義します。

	
カレンダ名


	
タイムゾーン


	
週の営業日


	
毎日の始業時刻と終業時刻


	
オプションの休日ルール




カレンダは必要な数だけ作成できます。

ロールと組織単位のアソシエーションに対してビジネス・カレンダを指定できます。たとえば、「US-California」という組織単位の「InsuranceAgents」ロールが「US-California」のビジネス・カレンダに従うように指定できます。


カレンダ・ルールを作成するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「カレンダ」をクリックします。右のペインに、カレンダ・ページが表示されます。


	
「カレンダ」セクションで、「カレンダ・ルールの追加」をクリックします。「カレンダ・ルールの追加」ダイアログが表示され、新しいカレンダ・ルール名を入力するように求められます。


	
新しいカレンダ・ルール名を入力し、「OK」をクリックします。「カレンダ」リストに新しいカレンダ・ルールが表示されます。


	
新しいカレンダ・ルールを選択します。新しいルールの詳細が右のペインに表示されます。


	
次の項目を指定します。

	
タイムゾーン


	
適用される休日ルール(存在する場合)


	
適切な開始および終了時





	
「適用」をクリックします。新しいカレンダ・ルールが指定した内容に応じて構成されます。





カレンダ・ルールを編集するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「カレンダ」をクリックします。右のペインに、カレンダ・ページが表示されます。


	
編集するカレンダ・ルールを選択します。新しいルールの詳細ページが右のペインに表示されます。


	
「設定」で、「適用」をクリックします。カレンダ・ルールが指定した内容に応じて変更されます。





カレンダ・ルールをロールと組織単位に関連付けるには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「ロール」をクリックします。「ロール」パネルに、管理が承認されたロールの一覧が表示されます。


	
「詳細」パネルの「カレンダ」セクションで、「アプリケーション・ロールの組織単位に新規カレンダ・ルールを関連付けます。」をクリックします。「カレンダおよび組織単位」リストが「カレンダ」・セクションに表示されます。


	
「カレンダ」および「組織単位」リストを使用して、このロールを関連付けるカレンダと組織単位を指定します。


	
「適用」をクリックします。





カレンダを組織単位に関連付けるには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」の下で、「組織単位」をクリックします。「組織単位」パネルが表示されます。


	
カレンダ・ルールを関連付ける組織単位を選択します。その組織単位の詳細が右のペインに表示されます。


	
「詳細」パネルの「カレンダ」リストから、この組織単位に関連付けるカレンダを選択します。


	
「適用」をクリックします。





カレンダ・ルールを削除するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「カレンダ」をクリックします。「カレンダ」パネルが右のペインに表示されます。


	
「カレンダ」セクションで、削除するカレンダ・ルールを選択します。ルールの詳細が右のペインに表示されます。


	
「カレンダの削除」をクリックします。これにより、カレンダが削除されます。









10.4 プロセス・ワークスペースでの他のユーザーまたはグループのルールの管理(管理者として)

管理者はルールを変更できます。この機能は、ルールに関する問題解決に役立ちます。たとえば、退職したユーザーに割り当てられていたタスクを自動的に別のユーザーまたはグループに割り当てるルールを設定できます。


別のユーザーまたはグループに関するルールを作成するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「構成」をクリックします。

「構成」パネルの「ルール」セクションで、「ルール」をクリックします。


	
「他のルール」タブをクリックします。


	
図10-3に示すように、ルールを作成する対象のユーザーまたはグループを検索します。


図10-3 別のユーザーまたはグループのルールの作成

[image: この図の説明が続きます]

「図10-3 別のユーザーまたはグループのルールの作成」の説明





	
「ユーザー・ルール」ノードまたはグループ名(グループ・ルールの場合)をクリックします。


	
「追加」アイコンをクリックして、ルールを作成します。


	
図10-4に示すように、ルールの情報を入力して「保存」をクリックします。


図10-4 別のユーザーまたはグループのルールの定義

[image: この図の説明が続きます]

「図10-4 別のユーザーまたはグループのルールの定義」の説明












10.5 プロセス・ワークスペースでのロールの管理

ロールは、OracleBPMProcessRolesAppというアプリケーションの下にあるアプリケーション・ロールとして作成されます。このロールには2つのタイプがあります。

	
スイムレーン・ロール: BPMプロセスにおける各スイムレーン・ロールは、Oracle BPM Studioで設計時に作成され、続いてデプロイ時に作成されたアプリケーション・ロールにマップされます。デプロイメント後は、このマッピングを変更できません。

アプリケーション・ロールのメンバーは、デプロイメント前はOracle BPM Studio、デプロイメント後はプロセス・ワークスペースを使用して、定義したり更新できます。

このリリースでは、スイムレーンはデフォルトのタスク割当て先と、イニシエータ・タスク・パターンが使用される場合のプロセスの開始方法を定義します。実行時には、これらのロールのメンバーのみが、タスクの表示や操作、プロセスの開始などのアクションを実行できます。


	
アプリケーション・ロール: このロールは組織の任意のロールを表し、設計時に定義したスイムレーン・ロールとは別に作成できます。アプリケーション・ロールは、タスク割当て先として使用したり、他のアプリケーション・ロールの権限受領者として使用できます。Oracle BPM Studioまたはプロセス・ワークスペースを使用して作成します。




ロールを作成する際には、ロール名とロールの権限受領者をともに定義します。権限受領者にはユーザー、グループまたは他のアプリケーション・ロールのいずれかを指定できます。



10.5.1 新しいアプリケーション・ロールの追加方法


新しいアプリケーション・ロールを追加するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「ロール」をクリックします。「ロール」パネルに、管理が承認されたロールの一覧が表示されます。


	
「ロール」パネルの右上隅で、「新規アプリケーション・ロールを追加します。」をクリックします。「ロールの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
新しいロールの名前と説明(省略可能)を指定します。「OK」をクリックします。「ロール」パネルに新しいロールが表示されます。


	
このロールをユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールに付与するには、10.5.3項「ロールを付与および取り消す方法」の手順を実行します。


	
カレンダおよび対応する組織単位をこのロールに関連付けるには、「カレンダ」セクションで、次を実行します。

	
「アプリケーション・ロールの組織単位に新規カレンダ・ルールを関連付けます。」を選択します。


	
「カレンダ」リストから、この新しいロールに関連付けるカレンダを選択します。


	
「組織単位」リストから、上で指定したカレンダに関連付ける単位を選択します。







	
注意:

カレンダをロールの組織単位に関連付けると、そのロールを使用する際、カレンダのページに関連付けられているカレンダより、そのカレンダが優先されます。

















10.5.2 ロールのエスカレーション・パスの指定方法

管理者は、エスカレートされたタスクがたどるパスを指定できます。

エスカレーション・パスの詳細は、第8.8項「プロセス・ワークスペースでのエスカレーションの処理」を参照してください。


エスカレーション・パスを指定するには:

	
プロセス・ワークスペース上部のツールバーで、「管理」をクリックします。「管理領域」ページが表示されます。ナビゲーション・ペインで「ロール」が強調表示され、対応する情報が右のペインに表示されます。


	
既存ロールのエスカレーション・パスを設定する場合は、そのロールをリストから選択します。対応する情報が、右のペインの下半分に表示されます。

新しいロールを作成した場合は、「新規ロールを追加します」をクリックし、第10.5.1項「新しいアプリケーション・ロールの追加方法」の指示に従います。新しいロールがリストに表示され、対応する情報が右のペインの下半分に表示されます。

図10-5は、「エスカレーション・パス」フィールドが強調表示された「ロール」ウィンドウを示しています。


図10-5 エスカレーション・パスの設定

[image: この図については本文で説明しています。]



	
リストから「ユーザー」、「グループ」または「ロール」のいずれかを選択します。特定の名前を入力または参照することも可能です。


	
エスカレーション・パスを指定したら、「適用」をクリックします。









10.5.3 ロールを付与および取り消す方法

ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールに対して、ロールを付与したり、ロールを取り消すことができます。


ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールにロールを付与するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「ロール」をクリックします。「ロール」パネルに、管理が承認されたロールの一覧が表示されます。


	
ロールを選択します。選択したロールの詳細が「詳細」パネルに表示されます。


	
「メンバー」セクションで、「ユーザー、グループまたはロールにロールを付与します。」をクリックします。


	
検索パラメータを指定して「検索」をクリックし、このロールを付与するユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールを選択します。選択に応じた「詳細」セクションが表示されます。


	
「OK」をクリックします。指定したユーザーまたはグループが「メンバー」に表示されます。





ユーザー、グループまたはアプリケーション・ロールからロールを取り消すには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「ロール」をクリックします。「ロール」パネルに、管理が承認されたロールの一覧が表示されます。


	
ロールを選択します。選択したロールの詳細が「詳細」パネルに表示されます。


	
「メンバー」セクションで、「ユーザー、グループまたはロールからロールを取り消します。」をクリックします。


	
「OK」をクリックします。指定したユーザーまたはグループは「メンバー」ボックスに表示されなくなります。







	
注意:

設計時に、ロールからメンバーを削除してプロセスを更新した後、プロセスを再デプロイしても、削除したメンバーがそのロールのメンバーとしてまだ表示されます。これは、設計時にロールからメンバーを削除する権限が管理者に制限されているためです。














10.5.4 ロール固有のビューとレイアウトを作成および管理する方法

ロール固有のレイアウトの作成の詳細は、6.1項「プロセス・ワークスペースでのカスタム・ページの作成」を参照してください。








10.6 プロセス・ワークスペースでのパラメータ・ロールの管理

パラメータ・ロールは、管理者が作成する論理上のロールです。パラメータ・ロールのメンバーは、パラメータ付きの問合せとして指定することで、実行時に動的に評価されます。

パラメータ・ロールは、プロセス・デプロイメントで作成するプロセス・ロール、またはプロセス・ワークスペースの「管理」パネルを使用して作成するプロセス・ロールのみに基づくことができます。具体的には、パラメータ・ロールは、「管理」パネルの「ロール」セクションにすでにシードされて表示されているアプリケーション・コンテキストのOracleBPMProcessRolesAppで定義されたロールに基づくことができます。

パラメータ・ロールでは、組織単位のメンバーまたはタスクの割当て先が定義されます。



10.6.1 組織単位のメンバーの問合せに使用するパラメータ・ロール

これらのパラメータ・ロールは問合せを使用して指定したユーザーのグループで、たとえば、HomeInsuranceの専門知識を持つInsuranceAgentロールのすべての権限受領者で、専門知識は拡張ユーザー・プロパティです。

問合せには、次の1つ以上の要素が含まれます。

	
グループ・メンバーシップ 


	
ロール・メンバーシップ


	
事前定義の値のリストからユーザーが選択する形式の拡張ユーザー・プロパティ

拡張ユーザー・プロパティの詳細は、第10.7項「プロセス・ワークスペースでの拡張ユーザー・プロパティの管理」を参照してください。




	
注意:

パラメータ・ロールによってすでに使用されている拡張ユーザー・プロパティを削除すると、そのロールを管理する際にエラーが発生します。

















10.6.2 タスクの割当てで使用するパラメータ・ロール

パラメータ・ロールには1つ以上の定義済パラメータがあり、それらのパラメータはタスクを割り当てることができるユーザーのタイプを指定します(たとえば、タスクをパラレル・タスクとして西地区に属していてスキルセットにJAVAが含まれるすべてのユーザーに割り当てることができます)。動的パラメータ・ロールで返される割当て先は、リスト・ビルダーのすべてのタイプ(シーケンシャル、パラレル、管理チェーンなど)に使用できます。

パラメータ値は、設計時にプレーン値またはXPath式のいすれかで定義されます。






10.6.3 パラメータ・ロールの作成方法


パラメータ・ロールを作成するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーで、「管理」をクリックします。左のペインに「管理領域」パネルが表示されます。


	
「パラメータ・ロール」を選択します。「パラメータ・ロール」パネルが右のペインに表示されます。


	
「パラメータ・ロール」パネルで「パラメータ・ロールの作成」をクリックします。これにより、編集可能な 「詳細」パネルが開きます。


	
このパラメータ・ロールの名前を入力します。


	
このパラメータ・ロールをタスク割当て先に添付しない場合は、ステップ6をスキップします。

このパラメータ・ロールをタスク割当て先に添付する場合は、その割当て先を指定するようにパラメータを定義する必要があります。

タスクの割当てで使用するパラメータ・ロールに対してパラメータを定義するには:

	
「パラメータ」を展開し、「パラメータの追加」をクリックします。図10-6の例に示すとおり、パラメータ名とタイプの指定を要求する表が表示されます。


図10-6 パラメータの定義

[image: この図の説明が続きます]

「図10-6 パラメータの定義」の説明





	
名前とタイプを指定してパラメータを定義します。さらに別のパラメータを追加するには、「パラメータの追加」を再度クリックし、同じ手順を繰り返します。




	
注意:

定義したパラメータの一部またはすべてを使用する必要はありません。

パラメータを定義すると、定義したパラメータが問合せで使用されるかどうかに関係なく、ロールはパラメータ・ロールとして処理されます。













	
このロールに関連付けるユーザーを指定するには、そのユーザーを含めるための条件を最初に構成します。条件を構成するには、リストから条件を選択します。このリストには次のような条件が含まれています。

	
ユーザーが属する必要のあるアプリケーション・ロールまたはグループ。


	
ユーザーが満たす必要のある拡張ユーザー・プロパティ。この拡張ユーザー・プロパティは、第10.7項「プロセス・ワークスペースでの拡張ユーザー・プロパティの管理」で指定しました。


	
タスクの割当てで使用するパラメータ・ロールに対して定義したパラメータ。値の入力を開始すると、図10-7の例のように、定義済パラメータのリストがフィールドの横に表示されます。


図10-7 パラメータ・ロールで使用するユーザーの条件としての定義済パラメータの選択

[image: この図の説明が続きます]

「図10-7 パラメータ・ロールで使用するユーザーの条件としての定義済パラメータの選択」の説明







定義済パラメータを条件として使用する場合は、リストから選択するか、ドル記号($)を入力してからパラメータ名を入力します。

1つ以上の条件を選択したら、「条件行の追加」をクリックします。指定した条件が、含めるユーザーのリストに表示されます。次に、その条件にフィルタを指定することができます。


	
「権限受領者」リストから、「グループ」または「アプリケーション・ロール」を選択します。

「グループ」を選択した場合は、グループの名前を次のいずれかの方法で指定します。

	
テキスト・フィールドにグループの名前を入力します。


	
「グループの選択」をクリックし、検索を開始します。後者の方法を実行した場合は、「グループの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。検索を指定するか、ワイルドカードとしてアスタリスク(*)を使用し、「OK」をクリックします。




指定したグループが、このパラメータ・ロールの権限受領者としてリストされます。

「アプリケーション・ロール」を選択した場合:

	
「アプリケーション・ロール」リストから、「OracleBPMProcessRolesApp」を選択します。


	
権限受領者のロールIDがわかる場合は「ロールID」フィールドに入力します。

権限受領者のロールIDが不明の場合は、「アプリケーション・ロールの選択」をクリックし、検索を実行します。図10-8の例に示すように、「アプリケーションの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。


図10-8 アプリケーション・ロールの選択

[image: この図については本文で説明しています。]



「ロールID」フィールドに、アスタリスク(*)を入力し、「検索」をクリックします。検索結果が「検索済アイテム」ボックスに表示されます。

「検索済アイテム」ボックスで各アイテムを選択すると、詳細情報が「詳細」ボックスに表示されます。


	
アプリケーション・ロールを選択し、「OK」をクリックします。指定したロールが、このパラメータ・ロールの権限受領者としてリストされます。





	
「適用」をクリックします。









10.6.4 パラメータ・ロールの変更方法


パラメータ・ロールを変更するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーで、「管理」をクリックします。左のペインに「管理領域」パネルが表示されます。


	
「パラメータ・ロール」を選択します。「パラメータ・ロール」パネルが右のペインに表示されます。


	
「パラメータ・ロール」パネルから、変更するロールを選択します。そのロールの「詳細」パネルが右側に表示されます。


	
ロールを作成するときと同様にロールに新しい値を入力します。パラメータ・ロールを作成するには:を参照してください。


	
「適用」をクリックします。









10.6.5 パラメータ・ロールの削除方法


パラメータ・ロールを削除するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーで、「管理」をクリックします。左のペインに「管理領域」パネルが表示されます。


	
「パラメータ・ロール」を選択します。「パラメータ・ロール」パネルが右のペインに表示されます。


	
「パラメータ・ロール」パネルから、削除するロールを選択します。そのロールの「詳細」パネルが右側に表示されます。


	
「パラメータ・ロールの削除」をクリックし、プロンプトに従って削除を確認します。











10.7 プロセス・ワークスペースでの拡張ユーザー・プロパティの管理

拡張ユーザー・プロパティはパラメータ・ロールの定義で使用され、この点については第10.6項「プロセス・ワークスペースでのパラメータ・ロールの管理」で説明されています。

通常、ユーザーのプロパティはOracle Internet Directoryや他のLDAPディレクトリで指定されますが、ユーザーの組織やロールに固有のプロパティがさらに必要になることも少なくありません。新しいビジネス・プロセスを作成する際、このようなプロパティがオンデマンドで追加されることがあります。そのときに、企業のグローバルなLDAPディレクトリを拡張できない場合があります。このような場合に、拡張ユーザー・プロパティが便利です。たとえば、営業担当者のロールを持つ特定のユーザーをカリフォルニアに配置するよう指定するとします。機能面から言えばロールは1つしかありませんが、このユーザーにはプロパティが関連付けられており、そのプロパティはこのユーザーに割り当てられた値を持っています。

図10-9に、「拡張ユーザー・プロパティ」ページを示します。


図10-9 拡張ユーザー・プロパティ

[image: この図の説明が続きます]

「図10-9 拡張ユーザー・プロパティ」の説明





拡張ユーザー・プロパティは、ユーザー、グループまたはロールに割り当てることができます。

拡張ユーザー・プロパティを作成する際には、次の要素を定義します。

	
プロパティ名


	
プロパティ・タイプ。データ型は文字列、数値、日付、自由形式テキストのいずれかです。文字列データ型は列挙値です。自由形式の文字列には任意の値を使用できます。


	
列挙(文字列データ型の場合)。定義時には文字列タイプのプロパティのみに値を割り当てることができ、プロパティをユーザーに関連付けるときにはそれらの値のみをユーザーに割り当てることができます。




プロパティを定義した後に、任意のユーザーに関連付けることができます。関連付けるとき、値はそのユーザーのプロパティに割り当てる必要があります。

新しいプロパティを定義できるのは管理者権限を持つユーザーのみです。


拡張ユーザー・プロパティを追加するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「拡張ユーザー・プロパティ」をクリックします。右のペインに、拡張ユーザー・プロパティ・ページが表示されます。


	
「プロパティ」ペインで、「プロパティの追加」をクリックします。表にプロパティのフィールドが表示されます。

1つの拡張ユーザー・プロパティには次のフィールドがあります。

	
名前: 名前には、ユーザーまたは企業にとって意味を有するユーザー定義の任意の文字列を使用できます。大文字と小文字は区別されず、すべての名前がシステムで大文字に変換されます。


	
タイプ: 「タイプ」フィールドはドロップダウン・リストです。プロパティが組織の様々なユーザーに関連付けられるときにその値が持つことのできるデータ型を、リストから選択しておきます。


	
値: 「値」フィールドは、プロパティに文字列データ型が割り当てられた場合にのみ意味を持ちます。この値にはカンマ区切りのリストを指定することもできます。

その他のデータ型(数値、日付、自由形式のテキスト)の場合、プロパティに値を割り当てることはできません。




数値、日付、自由形式テキスト・タイプのプロパティの場合、プロパティに値が割り当てられるのは、そのプロパティがユーザーに関連付けられており、割り当てる値がユーザーごとに異なる場合のみです。


	
プロパティの指定後、「適用」をクリックします。このプロパティの列が「プロパティのマップ」ペインに表示されます。





拡張ユーザー・プロパティを変更するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「拡張ユーザー・プロパティ」をクリックします。右のペインに、拡張ユーザー・プロパティ・ページが表示されます。


	
「プロパティ」ペインで、編集するプロパティを選択して「プロパティの編集」をクリックします。そのプロパティの行が編集可能になります。


	
変更する内容を入力し、「適用」をクリックします。





拡張ユーザー・プロパティを削除するには:




	
注意:

パラメータ・ロールによってすでに使用されている拡張ユーザー・プロパティを削除すると、そのロールを管理する際にエラーが発生します。









	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」パネルで、「拡張ユーザー・プロパティ」をクリックします。右のペインに、拡張ユーザー・プロパティ・ページが表示されます。


	
「プロパティ」ペインで、削除するプロパティを選択して「プロパティの削除」をクリックします。「削除の確認」ダイアログ・ボックスに、プロパティを削除すると、関連ユーザー(存在する場合)からこのプロパティの関連付けが解除されるという警告が表示されます。続行する場合は、「はい」をクリックします。


	
「プロパティ」ペインで、「適用」をクリックします。





拡張ユーザー・プロパティをユーザーに関連付けるには:

	
このプロパティを関連付けるユーザーを指定するには、「プロパティのマップ」ペインで「ユーザーの追加」をクリックします。「ユーザー」フィールドが開きます。


	
ユーザーを指定します。それには、ユーザーIDをフィールドに入力するか、または、「ユーザーの選択」をクリックし、表示される「アイデンティティ・ブラウザ」ウィンドウでユーザーの検索を実行して「OK」をクリックします。


	
プロパティが文字列型の場合は、「プロパティのマップ」ペインのプロパティの列から、このユーザーに割り当てるプロパティを選択します。プロパティが数値の場合は、テキスト・フィールドに適切な値を入力します。




	
注意:

「すべて」チェック・ボックスを選択すると、文字列プロパティに定義されているすべての値を特定のユーザーに割り当てるという意味になります。これは、システムで定義されているすべてのプロパティをユーザーに割り当てるという意味ではありません。「すべて」チェック・ボックスの目的は、文字列タイプのプロパティと自由形式テキスト・タイプのプロパティの場合にユーザーに複数の値を割り当てることができるという事実を踏まえて理解する必要があります。文字列タイプのプロパティの場合、ユーザーに割り当てることのできる値はプロパティ自体の定義時に列挙されており、「すべて」チェック・ボックスを使用すると、すべての値を1人のユーザーに一度に割り当てることができます。自由形式テキスト・タイプのプロパティには、値が定義されていません。自由形式テキスト・タイプのプロパティをユーザーに関連付ける際、そのプロパティに複数の値を割り当てるには、複数の値をカンマで区切って入力してください。










	
ユーザーへのプロパティのマップ後、「プロパティのマップ」ペインで「適用」をクリックします。









10.8 プロセス・ワークスペースでの組織単位の管理

組織単位は、組織内の部や課を表します。組織単位に子の組織単位を含め、自社組織に対応した階層を作成できます。

組織単位を作成する際には、次の要素を定義します。

	
組織単位名


	
タイムゾーン


	
組織単位のメンバー(ユーザー、グループ、アプリケーション・ロールまたはパラメータ・ロールを含めることができます)


	
親の組織単位(オプション)


	
ビジネス・カレンダ(オプション)




組織単位にプロセスを関連付けた場合、そのプロセスとそこから開始されるタスクは、その組織単位および子のメンバーのみが表示できます。




	
注意:

デフォルトでは、マネージャは組織単位のメンバーではありません。プロセスとプロセス内のタスクを確認するには、マネージャを組織単位に追加する必要があります。









組織単位にプロセスが関連付けられている場合、そのプロセスから開始されるタスクは、組織単位に関連付けられたビジネス・カレンダを使用できます。詳細は、10.3項「プロセス・ワークスペースでのカレンダ・ルールの管理」を参照してください。


組織単位を作成するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」の下で、「組織単位」をクリックします。「組織単位」パネルが表示されます。


	
「組織単位の追加」リストから、「ルート組織単位」または「子組織単位」を選択します。「新しい組織単位の作成」ダイアログ・ボックスが表示され、組織単位名を入力するように求められます。


	
組織単位名を入力し、「OK」をクリックします。「組織単位」リストに新しい組織単位が表示されます(図10-10を参照)。


図10-10 組織単位の追加

[image: この図については本文で説明しています。]

「図10-10 組織単位の追加」の説明





	
右のペインにある、新しい組織単位の「詳細」セクションで、次のことを行います:

	
任意で、新しく作成した組織単位の説明を入力します。


	
「カレンダ」リストから、この組織単位に関連付けるカレンダ・ルールを選択します。

カレンダ・ルールの追加の詳細は、10.3項「プロセス・ワークスペースでのカレンダ・ルールの追加」を参照してください。


	
「メンバー」ウィンドウで、「新規メンバーの追加」をクリックします。「メンバーの選択」ダイアログ・ボックスが表示され、この組織単位に追加するユーザーまたはグループを検索するように求められます。


	
追加するユーザーまたはグループの名前を入力し、「検索」をクリックします。「使用可能」列から追加する1つ以上のメンバーを選択し、矢印ボタンを使用して、「選択済」列にそれらを移動します。「OK」をクリックします。追加したメンバーが「メンバー」ウィンドウに表示されます。


	
同様に、「マネージャ」ウィンドウで、「新規メンバーの追加」を選択します。「マネージャの選択」ダイアログ・ボックスが表示され、この組織単位に追加するユーザーまたはグループを検索するように求められます。


	
追加するマネージャの名前を入力し、「検索」をクリックします。「使用可能」列から追加する1つ以上のマネージャを選択し、矢印ボタンを使用して、「選択済」列にそれらを移動します。「OK」をクリックします。追加したマネージャが「メンバー」ウィンドウに表示されます。





	
「適用」をクリックします。





組織単位を編集するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」の下で、「組織単位」をクリックします。「組織単位」パネルが表示されます。


	
「組織単位」パネルで、編集する組織単位を選択します。


図10-11 組織単位の「詳細」パネル

[image: この図の説明が続きます]

「図10-11 組織単位の「詳細」パネル」の説明





	
右のペインにある新しい組織単位の「詳細」セクションで、必要な変更を行い、「適用」をクリックします。





組織単位を削除するには:

	
プロセス・ワークスペース・ツールバーから、「管理」を選択します。「管理領域」パネルが表示されます。


	
「組織」の下で、「組織単位」をクリックします。「組織単位」パネルが表示されます。


	
「組織単位」パネルで、削除する組織単位を選択し、「組織単位の削除」をクリックします。












第II部



Oracle Business Process Management Process Spacesの使用

この部には、次の章が含まれます。

	
第11章「プロセス・スペースの開始」


	
第12章「プロセス・スペースでのプロセス・ワークスペースの使用とカスタマイズ」


	
第13章「プロセス・スペースでのプロセス・モデリング・スペースの使用とカスタマイズ」


	
第14章「プロセス・スペースでのプロセス・インスタンス・スペースの使用とカスタマイズ」


	
第16章「プロセス・スペースでの管理の実行」










11 プロセス・スペースの開始


この章では、Oracle Business Process Management Process Spacesの起動方法とログイン方法、およびモデリング・スペースとプロセス・インスタンス・スペースも含めたインタフェースのナビゲーション方法について説明します。

この章には、プロセス・スペースの開始に役立つ次のトピックが含まれています。

	
11.1項「プロセス・スペースについて」


	
11.2項「プロセス・スペースの起動とログイン」


	
11.3項「プロセス・スペースのナビゲーション」






11.1 プロセス・スペースの理解

プロセス・ワークスペースは、Oracle WebCenter Portal: Spaces上に構築されるワークスペースです。プロセス・ワークスペースの各パネルの内容と、プロセス・モデルの開発でコラボレーションできる追加のワークスペースを結合して、コラボレーション機能を大幅に向上させます。

WebCenter Portalでは、関心のある分野や共通の目標に応じて編成された、あらゆる規模の個別のコミュニティをサポートするグループ・スペースが提供されます。また、WebCenter Portalでは、ドキュメント共有、ディスカッション、wiki、リスト、リンク、タグ付けを可能にする各種のコラボレーション・サービスと、プレゼンスやインスタント・メッセージングなどのリアルタイムのコラボレーション・サービスが提供されます。

WebCenter Portalとプロセス・ワークスペースの機能を組み合せたプロセス・スペースでは、ビジネス・プロセスのモデリングと実行に特化して設計された、WebCenterグループ・スペースが提供されます。さらに、プロセス・スペースでは、WebCenter Portalのコラボレーション・サービスも使用されます。

Oracle WebCenter Portalの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。



11.1.1 ビジネス・プロセス管理用のOracle WebCenter Portalグループ・スペース

プロセス・スペースでは、ビジネス・プロセス管理に特化した、次のWebCenter Portalグループ・スペースが提供されます。

	
プロセス・ワークスペース: ロールに基づいて、プロセスの参加者が関連するプロセスおよびインスタンスでコラボレーションするために使用されます。たとえば、ある地域の営業担当者のグループが様々な顧客、販売している製品、それらの要件と履歴に関するドキュメントや情報を共有できます。


	
プロセス・モデリング・スペース: ドメイン・アナリストがビジネス・プロセスのモデリングの様々な側面でコラボレーションするために使用されます。たとえば、各部門の専門家が、各部門のニーズを反映したプロセスを共同で開発できます。


	
プロセス・インスタンス・スペース: 長期のインスタンスのために、必要に応じて作成され、長期にわたる高度なコラボレーションを必要とする特定のインスタンスが表示されます。




適切なロールを持つ関連するユーザー・セットにのみアクセスを付与することで、これらのグループ・スペースを職能チームに基づいてカスタマイズできます。これらのユーザー・セットを指定すると、関連するプロセスのみがスペースに含まれるようになります。








11.2 プロセス・スペースの起動とログイン

プロセス・スペースを起動するには、Oracle SOA Suiteがインストールされている必要があり、サービス統合サーバーが実行中である必要があります。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteインストレーション・ガイドを参照してください。


プロセス・スペースを起動してログインするには:

	
次に移動します:

http://host_name:port_number/webcenter/

host_nameは、Oracle WebCenter Portalがインストールされているホスト・コンピュータの名前です。

port_numberは、インストールで使用したポートです。


	
ユーザー名およびパスワードを入力します。

管理者としてログインするには、事前シード済のユーザーを使用できます。デモンストレーション用のユーザー・コミュニティをアイデンティティ・ストアにロードしている場合は、jsteinやjcooperなどのその他のユーザーも使用できます。

ユーザー名とパスワードは、JAZNに提供されたユーザー・コミュニティに存在している必要があります。


	
「ログイン」をクリックします。









11.3 プロセス・スペースのナビゲーション

プロセス・スペースの各タブはロールに応じてカスタマイズできます。たとえば、管理者は任意のページにおいてパネルを追加または削除できます。

この項には次のトピックが含まれます:

	
11.3.1項「プロセス・スペースのプロセス・ワークスペースについて」


	
11.3.2項「プロセス・スペースのモデリング・スペース」


	
11.3.3項「プロセス・スペースのプロセス・インスタンス・スペース」






11.3.1 プロセス・スペースのプロセス・ワークスペースについて

プロセス・スペースの「プロセス・ワークスペース」には、「ホーム」ページと「プロセス・トラッキング」ページがあります。



11.3.1.1 プロセス・ワークスペースの「ホーム」ページ

ユーザーがログインすると、図11-1に示すように、プロセス・スペースの「ホーム」ページにユーザーのタスクおよび関連するパネルがユーザーのロールと権限に応じて表示されます。


図11-1 プロセス・スペースの「ホーム」ページ

[image: この図の説明が続きます。]

「図11-1 プロセス・スペースのホーム・ページ」の説明





ホーム・ページに表示されるいくつかのパネルの中に、「使用可能なプロセス」パネルがあります。このパネルには、実行することをユーザーが承認されたプロセスが表示されます。また、ホーム・ページにはタスク受信ボックス、ダッシュボード(チャート)、およびWebCenter Portalの標準的ないくつかのパネルも表示されます。






11.3.1.2 プロセス・ワークスペースの「プロセス・トラッキング」ページ

「プロセス・トラッキング」ページを選択すると、図11-2に示すように、プロセスに関連する情報が表示されます。このページには、プロセス・インスタンス・リストと、使用可能なプロセスやダッシュボードを含む他の様々なパネルがユーザーのロールと権限に応じて表示されます。WebCenter Portalの標準的ないくつかのパネルも表示されます。


図11-2 プロセス・スペースの「プロセス・トラッキング」ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図11-2 プロセス・スペースの「プロセス・トラッキング」ページ」の説明











11.3.2 プロセス・スペースのモデリング・スペース

プロセス・スペースのモデリング・スペース・ページを使用すると、ユーザーは、プロセス定義をコラボレーションできます。たとえば、このページでは、デプロイしたプロセスに対する潜在的なボトルネックについてコメントしたり、改善についてディスカッションできます。図11-3は、プロセス・スペースのモデリング・スペース・ページを示しています。


図11-3 プロセス・スペースのモデリング・スペース・ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図11-3 プロセス・スペースのモデリング・スペース・ページ」の説明





このページには、プロジェクト内の様々なプロセスをグラフィカルに表示する「プロセス・カタログ」があります。各プロセスは四角形で表現されます。任意の四角形内でナビゲーションの矢印を使用すると、その四角形が表しているプロセスの詳細を確認できます。ページには、WebCenter Portalの標準的ないくつかのパネルも表示されます。






11.3.3 プロセス・スペースのプロセス・インスタンス・スペース

プロセス・インスタンス・スペースを使用すると、ユーザーは、プロセス・インスタンスをコラボレーションできます。プロセス・インスタンス・スペースは通常、多数の非定型アクティビティおよびコラボレーションが関連する長期のプロセス・インスタンスに対して使用されます。

図11-4は、プロセス・インスタンス・ページを示しています。このページには、プロセス・インスタンスのステーク・ホルダー、インスタンスの監査証跡およびプロセス・インスタンス・カレンダが表示されます。


図11-4 プロセス・スペースのプロセス・インスタンス・ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図11-4 プロセス・スペースのプロセス・インスタンス・ページ」の説明














12 プロセス・スペースでのプロセス・ワークスペースの使用とカスタマイズ


この章では、エンド・ユーザーがOracle Business Process Management Process Spacesで実行できるタスクの処理、タスクのフィルタ、メンバーの追加、ドキュメントの追加、ディスカッションへの参加、プロセス・インスタンスの開始と取消し、プロセス・スペースのカスタマイズ方法などの様々なアクティビティについて説明します。

プロセス・ワークスペースおよびWebCenter Portalの両方にはプロセス・スペースが密接に統合されているため、ワーク・スペースを使用およびカスタマイズする際は、プロセス・スペースに固有のタスクを実行する場合があります。それ以外では、タスクはプロセス・ワークスペースまたはWebCenter Portalを使用して実行します。

この章の内容は次のとおりです。

	
12.1項「プロセス・スペースのプロセス・ワークスペースの「ホーム」ページ」


	
12.2項「プロセス・スペースでのタスクの処理」


	
12.3項「プロセス・スペースでのタスクのフィルタ処理」


	
12.4項「プロセス・スペースへのメンバーの追加」


	
12.5項「プロセス・スペースへのドキュメントの追加」


	
12.6項「プロセス・スペースでのディスカッションへの参加」


	
12.7項「プロセス・スペースでの最近のアクティビティの表示」


	
12.8項「プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスの開始」


	
12.9項「プロセス・スペースでのプロセスのフィルタ処理」


	
12.10項「プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスの取消し」


	
12.11項「プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスへのドキュメントの追加」


	
12.12項「プロセス・スペースでのダッシュボードの使用とカスタマイズ」


	
12.13項「プロセス・スペースでのインスタンスのオンデマンドでのグループ・スペースの作成」


	
12.14項「プロセス・スペースでのプロセス・ワークスペースのカスタマイズ」


	
12.15項「プロセス・スペースでのプロセス・ワークスペース・グループ・スペースへのサブスクライブ」






12.1 プロセス・スペースのプロセス・ワークスペースの「ホーム」ページ

図12-1は、プロセス・スペースの「ホーム」ページの例を示しています。


図12-1 プロセス・スペースの「ホーム」ページ

[image: この図の説明が続きます。]

「図12-1 プロセス・スペースのホーム・ページ」の説明





プロセス・スペースのプロセス・ワークスペースの「ホーム」ページの詳細は、11.3.1項「プロセス・スペースのプロセス・ワークスペースについて」を参照してください。






12.2 プロセス・スペースでのタスクの処理

プロセス・スペースでは、プロセス・スペースの「ホーム」ページの「プロセス・ワークスペース」パネルを使用して、タスクを処理します。

タスクを処理する手順は、第3章「プロセス・ワークスペースでのタスクの操作」を参照してください。






12.3 プロセス・スペースでのタスクのフィルタ処理

プロセス・スペースでは、プロセス・スペースの「ホーム」ページの「プロセス・ワークスペース」パネルを使用して、タスクをフィルタ処理します。

タスクをフィルタ処理する手順は、3.2.3項「プロセス・ワークスペースでのタスクの検索」を参照してください。






12.4 プロセス・スペースへのメンバーの追加

グループ・スペースへのメンバーの追加方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






12.5 プロセス・スペースへのドキュメントの追加

プロセス・ワークスペースにドキュメントを追加する手順は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






12.6 プロセス・スペースでのディスカッションへの参加

ディスカッションに参加する手順は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。




	
注意:

インポートしたグループ・スペースでフォーラムを作成または選択する場合は、インポートしたグループ・スペースのサービス・ページから手動で行う必要があります。

Oracle WebCenter Portalにインポートしたグループ・スペースでのフォーラムの選択または作成の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portalのための管理者ガイドを参照してください。














12.7 プロセス・スペースでの最近のアクティビティの表示

最近のアクティビティを表示する手順は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






12.8 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスの開始

プロセス・スペースでは、プロセス・スペースの「ホーム」ページの「プロセス・ワークスペース」ポートレットを使用して、プロセス・インスタンスを開始します。

プロセス・インスタンスを開始する手順は、4.1項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの開始」を参照してください。






12.9 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスのフィルタ処理

プロセス・スペースでは、プロセス・スペースの「ホーム」ページの「プロセス・ワークスペース」ポートレットを使用して、プロセス・インスタンスをフィルタ処理します。

プロセス・インスタンスをフィルタ処理する手順は、4.2項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの検索」を参照してください。






12.10 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスの取消し

プロセス・スペースでは、プロセス・スペースの「ホーム」ページの「プロセス・ワークスペース」ポートレットを使用して、プロセス・インスタンスを取り消します。

プロセス・インスタンスを取り消す手順は、4.5項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの取消し」を参照してください。






12.11 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスへのドキュメントの追加

プロセス・インスタンス・グループ・スペースは、Oracle WebCenter Portalが提供するドキュメント・サービスを使用して構成します。このグループ・スペースに追加されるウィジェットを使用すると、グループ・スペース・フォルダ内のドキュメントを追加および削除できます。




	
注意:

これらのドキュメントは、プロセス・インスタンス自体に添付されるドキュメントとは異なります。通常、プロセス・スペースに追加されるドキュメントはコラボレーション・ドキュメントであり、プロセスの完了後には意味を持たなくなります。









プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスへのドキュメントの追加の手順は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






12.12 プロセス・スペースでのダッシュボードの使用とカスタマイズ

プロセス・スペースでダッシュボードを使用およびカスタマイズする手順は、第7章「プロセス・ワークスペースでのダッシュボードの使用」を参照してください。






12.13 プロセス・スペースでのインスタンスのオンデマンドでのグループ・スペースの作成

通常は長時間実行されるプロセス・インスタンスには、専用コラボレーション・スペースが必要な場合があります。専用コラボレーション・スペースを作成するには、タスク・リストまたはプロセス・インスタンス・リストで、プロセス・インスタンスの行の端にある「プロセス・インスタンス・スペースの起動」をクリックします。新規プロセス・インスタンス・グループ・スペースがあるページが表示されます。ここで、このインスタンスに固有のアクティビティを実行できます。






12.14 プロセス・スペースでのプロセス・ワークスペースのカスタマイズ

特定のプロセス・セットに対するコラボレーションを可能にするには、プロセス・ワークスペース・テンプレートを使用して新規グループ・スペースを作成します。これにより、デフォルトのプロセス・ワークスペースのレプリカである新規グループ・スペースが作成されます。

デフォルトのプロセス・ワークスペースは、任意のグループ・スペースと同じようにカスタマイズすることもできます。

プロセス・ワークスペース・テンプレートからカスタマイズしたデフォルトのグループ・スペースを作成するには、テンプレートをカスタマイズし、保存します。テンプレートをカスタマイズするには、最初にテンプレートからグループ・スペースを作成し、次にテンプレートをプロセス・ワークスペース・テンプレートとしてカスタマイズ、保存および公開します。

グループ・スペース・ページのカスタマイズの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






12.15 プロセス・スペースでのプロセス・ワークスペース・グループ・スペースのサブスクライブ

Oracle Business Process Management Process Spacesをインストールした場合、デフォルトでは、ユーザーにはプロセス・ワークスペースへのアクセス権は付与されません。プロセス・ワークスペース・グループ・スペースにアクセスするには、プロセス・ワークスペースにログインし、検出可能なスペースの検索を実行します。検索結果からプロセス・ワークスペースを選択すると、ロールを選択するよう求められます。使用可能なロールは、ビューア、「参加者」およびモデレータです。

「参加者」ロールとビューア・ロールは、自己サブスクライブできます。つまり、ユーザーがロールを選択する際、ユーザーにはこのロールが自動的に付与されます。ユーザーがモデレータ・ロールを選択すると、このリクエストが承認のために管理者に送信されます。









13 プロセス・スペースでのプロセス・モデリング・スペースの使用とカスタマイズ


この章では、ビジネス・アナリストがプロセス・モデルの開発でコラボレーションできるグループ・スペースのモデリング・スペースについて説明します。また、プロセス・スペースを使用して所有するモデリング・スペースをカスタマイズする方法についても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
13.1項「プロセス・スペースのモデリング・スペースについて」


	
13.2項「プロセス・モデリング・スペース・ページ」


	
13.3項「プロセス・スペースでのプロセス・モデリング・スペースのカスタマイズ」


	
13.4項「プロセス・スペースでのモデリング・スペースへのメンバーの追加」


	
13.5項「プロセス・スペースでのモデリング・スペースへのドキュメントの追加」


	
13.6項「プロセス・スペースでのモデリング・スペース・ディスカッションへの参加」


	
13.7項「プロセス・スペースでのモデリング・スペースへのサブスクライブ」






13.1 プロセス・スペースのモデリング・スペースについて

ビジネス・アナリストは、モデリング・スペースを使用すると、プロセス・モデリングについてコラボレーションできるようになります。このようなコラボレーションには、次のアクティビティが含まれます。

	
プロセス・カタログを使用した公開済プロジェクトの参照: プロセス・カタログには、公開済プロセスがすべて表示されます。特定のプロセスを見つけてダブルクリックすると、このプロセスがBusiness Process Composerで開きます。ここで、プロセス開発者またはプロセス設計者とのコラボレーションにより、プロセスを編集できます。




	
注意:

プロセス・カタログを参照するときにシングル・サインオンが設定されていない場合、コンポーザにアクセスする前に必要な資格証明を指定するよう求められます。










	
Oracle WebCenter Portalを使用したタスクの追加: 開発中のプロジェクトの進行状況を追跡するには、タスクを追加します。

タスクの追加の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください


	
Oracle WebCenter Portalを使用したドキュメントの追加: このOracle WebCenter Portal機能は、プロセス・モデルに対するコラボレーション時に使用します。

ドキュメントの追加の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。









13.2 プロセス・モデリング・スペース・ページ

図13-1は、プロセス・スペースのモデリング・スペース・ページの例を示しています。


図13-1 プロセス・スペースのモデリング・スペース・ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図13-1 プロセス・スペースのモデリング・スペース・ページ」の説明






表13-1 プロセス・スペース・モデリング・スペースのパネル

	パネル	説明
	
タスク

	
開発中のプロジェクトの進行状況を追跡できます。


	
最近のドキュメント

	
ページに対するアクティブなコンテンツ・リポジトリ接続のルート・フォルダで作成または変更された最新ファイルをリストします。


	
最近のトピック

	
最近のディスカッション・トピック、人気のトピック、注目のトピックおよび注目のフォーラムをリストします。


	
プロセス・カタログ

	
様々なプロジェクトを参照できます。特定のプロジェクトを見つけてダブルクリックすると、選択したプロジェクトがBusiness Process Composerで開きます。












13.3 プロセス・スペースでのプロセス・モデリング・スペースのカスタマイズ

特定のプロセス・セットに対するコラボレーションを可能にするには、プロセス・モデリング・テンプレートを使用して新規グループ・スペースを作成します。これにより、デフォルトのモデリング・スペースのレプリカである新規グループ・スペースが作成されます。

デフォルトのプロセス・モデリング・スペースは、任意のグループ・スペースと同じようにカスタマイズすることもできます。

プロセス・モデリング・テンプレートからカスタマイズしたデフォルトのグループ・スペースを作成するには、テンプレートをカスタマイズし、保存します。テンプレートをカスタマイズするには、最初にテンプレートからグループ・スペースを作成し、テンプレートをプロセス・モデリング・テンプレートとしてカスタマイズ、保存および公開します。

グループ・スペース・ページのカスタマイズの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






13.4 プロセス・スペースでのモデリング・スペースへのメンバーの追加

モデリング・スペースへのメンバーの追加の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






13.5 プロセス・スペースでのモデリング・スペースへのドキュメントの追加

モデリング・スペースへのドキュメントの追加の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






13.6 プロセス・スペースでのモデリング・スペース・ディスカッションへの参加

モデリング・スペースのディスカッションへの参加の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






13.7 プロセス・スペースでのモデリング・スペースへのサブスクライブ

モデリング・スペースのサブスクライブの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。









14 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンス・スペースの使用とカスタマイズ

この章では、プロセス・インスタンス・スペースの作成、管理およびカスタマイズの方法について説明します。長期のインスタンスでのコラボレーションのために作成されるプロセス・インスタンス・スペースには、長期にわたる高度なコラボレーションを必要とする特定のインスタンスが表示されます。

プロセス・ワークスペースおよびWebCenter Portalの両方にはプロセス・スペースが密接に統合されているため、ワーク・スペースを使用およびカスタマイズする際は、プロセス・スペースに固有のタスクを実行する場合があります。それ以外では、タスクはプロセス・ワークスペースまたはWebCenter Portalを使用して実行します。

この章の内容は次のとおりです。

	
14.1項「プロセス・スペースのプロセス・インスタンス・スペース」


	
14.2項「プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスへのコメントと添付ファイルの追加」


	
14.3項「プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスの追跡」


	
14.4項「プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスのカレンダの作成」


	
14.5項「プロセス・スペースでのプロセス・インスタンス・スペースへのドキュメントの追加」


	
14.6項「プロセス・スペースでのプロセス・インスタンス・スペースのディスカッションへの参加」


	
14.7項「プロセス・スペースでのプロセス・インスタンス・スペースのカスタマイズ」






14.1 プロセス・スペースのプロセス・インスタンス・スペース

図14-1は、プロセス・インスタンス・スペースの例を示しています。


図14-1 プロセス・スペースのプロセス・インスタンス・ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図14-1 プロセス・スペースのプロセス・インスタンス・ページ」の説明





表14-1では、図14-1に示したプロセス・インスタンス・ページ内の各要素について説明します。


表14-1 プロセス・インスタンス・スペースのパネル

	パネル	説明
	
ステーク・ホルダー

	
イニシエータを含む、プロセスを処理したユーザーをリストします


	
最近のドキュメント

	
ページに対するアクティブなコンテンツ・リポジトリ接続のルート・フォルダ全体で作成または変更された最新ファイルをリストします


	
最近のトピック

	
最近のディスカッション・トピック、人気のトピック、注目のトピックおよび注目のフォーラムをリストします。


	
監査証跡

	
オープン・インスタンスを含む、このインスタンスの詳細を表示します。コメントおよび添付ファイルを追加できます。


	
プロセス・カレンダ

	
プロセスに関連する様々な日付を表示します。これには、アクティビティ開始日、アクティビティ終了日およびヒューマン・タスク日付(割当て日、有効期限および期日など)があります。












14.2 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスへのコメントと添付ファイルの追加

プロセス・スペースでは、プロセス・スペースの「ホーム」ページの「プロセス・ワークスペース」ポートレットを使用して、プロセス・インスタンスにコメントと添付ファイルを追加します。

プロセス・インスタンスにコメントと添付ファイルを追加する手順は、4.3.2項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスへのコメントと添付ファイルの関連付け」を参照してください。






14.3 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスの追跡

プロセス・スペースでは、プロセス・スペースの「ホーム」ページの「プロセス・ワークスペース」ポートレットを使用して、プロセス・インスタンスを追跡します。

プロセス・インスタンスを追跡する手順は、4.3項「プロセス・ワークスペースでのプロセス・インスタンスの詳細の表示」を参照してください。






14.4 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンスのカレンダの作成

グループ・スペースを編集する権限を持つ管理者またはユーザーの場合は、カレンダ・タスクフローを追加できます。このタスクフローには、様々なアクティビティ(プロセス・インスタンスの割当て日、失効日、タスクの終了日、アクティビティの開始日、アクティビティの終了日など)が表示されます。




	
注意:

このカレンダとプロセス・ワークスペースのカレンダを混同しないでください。現在のところ、プロセス・スペースでは組織単位のカレンダは作成することはできません。














14.5 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンス・スペースへのドキュメントの追加

プロセス・インスタンス・スペースにドキュメントを追加する手順は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






14.6 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンス・スペースのディスカッションへの参加

ディスカッションに参加する手順は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。




	
注意:

インポートしたグループ・スペースでフォーラムを作成または選択する場合は、インポートしたグループ・スペースのサービス・ページから手動で行う必要があります。

Oracle WebCenter Portalにインポートしたグループ・スペースでのフォーラムの選択または作成の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portalのための管理者ガイドを参照してください。














14.7 プロセス・スペースでのプロセス・インスタンス・スペースのカスタマイズ

他のテンプレートと同じように、プロセス・インスタンス・テンプレートもカスタマイズできます。ただし、プロセス・インスタンス・テンプレートは、他のテンプレートとは異なり、他のグループ・スペースを手動で作成することには使用できません。プロセス・インスタンス・テンプレートは、特定のプロセス・インスタンスに関連付けられたグループ・スペースを作成するために自動的に使用されます。

作成されたグループは、他の任意のOracle WebCenter Portalグループ・スペースと同じようにカスタマイズできます。ただし、インスタンス固有のデータ(つまり、プロセス・インスタンス識別子リンク)があるため、作成の一環として追加されたグループ・スペース属性は変更しないでください。









15 プロセス・スペースでのカスタム・ダッシュボードの作成


この章では、Oracle Business Process Management Process Spaces内からカスタム・ダッシュボードを作成および編集する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
15.1項「プロセス・スペースのカスタム・ダッシュボードについて」


	
15.2項「プロセス・スペースでのカスタム・ダッシュボードの作成」






15.1 プロセス・スペースのカスタム・ダッシュボードについて

ダッシュボードは、プロセス実行およびユーザー・ワークロードを監視するための分析情報を提供します。ダッシュボードには、サマリー情報が表示されます。

プロセス・スペース内から、カスタム・ダッシュボードの作成と編集を実行できます。

カスタム・ダッシュボードの詳細とプロセス・ワークスペース内での作成方法の詳細は、第7.2項「カスタム・ダッシュボードの作成」を参照してください。






15.2 プロセス・スペースでのカスタム・ダッシュボードの作成

プロセス・スペースでカスタム・ダッシュボードを作成するには、WebCenter Portalリソース・カタログにあるプロセス・ダッシュボード・タスクフローを使用します。



15.2.1 プロセス・スペースでのカスタム・ダッシュボードの作成方法

新規または既存のカスタム・ページで1つ以上のカスタム・ダッシュボードを作成できます。


プロセス・スペースでカスタム・ダッシュボードを作成するには:

	
プロセス・スペースのプロセス・ワークスペースのホーム・ページで、「アクション」リストからページの編集または新規ページの作成を選択します。


	
「コンテンツの追加」をクリックします。「コンテンツの追加」ダイアログが表示されます。


	
プロセス・ワークスペースの「リソース」フォルダを開き、プロセス・ダッシュボードを追加します。プロセス・ワークスペースにプロセス・ダッシュボード領域が表示されます。


	
プロセス・ダッシュボード領域で、「編集」をクリックします。「コンポーネント・プロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「コンポーネント・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「ウィジェットID」フィールドの隣にある望遠鏡のアイコンを選択します。「値の選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「値の選択」ダイアログ・ボックスで、新しいデータ・ソースを作成するか、既存のデータ・ソースを選択します。

	
新規のデータ・ソースを作成するには、「ウィジェットID」パネルで「追加」アイコンを選択します。「ウィジェットID」ページが右のペインに表示されます。


	
既存のデータ・ソースを選択するには、「ウィジェットID」パネル内のリストから選択します。対応するページが右のペインに表示されます。




データ・ソースの指定の詳細は、第7.2.1項「グラフ・コンテンツの指定」を参照してください。

データ・ソースを選択および指定したら、 「保存して閉じる」をクリックします。クリックすると、「コンポーネント・プロパティ」ダイアログ・ボックスに戻ります。「ウィジェットID」フィールドには、前の手順で選択したデータ・ソースの値が入力されています。


	
「OK」をクリックします。クリックすると、プロセス・ダッシュボード領域が表示され、ここに前の手順で指定したデータ・ソースが表示されます。







	
注意:

カスタム・ダッシュボードを含むスペースを様々なユーザー間で共有する場合、カスタム・ダッシュボードが表示されるのは、そのダッシュボードに対応するデータの表示権限が付与されたユーザーに対してのみです。データ・ソースに対する権限は、プロセス・ワークスペースから付与します。



















16 プロセス・スペースでの管理の実行

この章では、Oracle Business Process Management Process Spacesの管理者として必要なロールと権限、タスク・フロー、ページの編集方法、グループの構成方法などの知識について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
16.1項「プロセス・スペースでのロールおよび権限について」


	
16.2項「プロセス・スペースでのタスク・フローについて」


	
16.3項「プロセス・スペースでのページの編集」


	
16.4項「プロセス・スペースでのグループ・スペースの構成」






16.1 プロセス・スペースでのロールおよび権限について

Oracle WebCenter PortalとOracle Business Process Management Process Spacesでは両方とも、アイデンティティ・ストアを使用します。これらにはそれぞれ異なるアプリケーション・ロール・セットがあります。プロセス・スペース・グループ・スペースには、モデレータ、参加者ビューアおよびパブリック・ユーザーなどのデフォルトのWebCenter Portalロールが用意されています。ただし、管理者はロールを追加作成し、これらに適切な権限を付与できます。

ロールの作成および権限の付与の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。






16.2 プロセス・スペースでのタスク・フローについて

プロセス・スペースのタスク・フローには、プロセス・ワークスペースと同じ情報が表示されます。これらは、Oracle WebCenter Portalで使用済の再利用可能なコンポーネントであるため、プロセス・スペースで使用できます。

様々なタスク・フローとそのパラメータの詳細は、付録A「Oracle Business Process Management Workspaceタスク・フローを使用したカスタムADFアプリケーションの作成」を参照してください。






16.3 プロセス・スペースでのページの編集

プロセス・スペース固有のグループ・スペースとテンプレートを使用するには、BPMプロセス・スペース・カタログを使用します。BPMプロセス・スペース・カタログには、デフォルトのグループ・スペース・カタログのすべてのリソースが含まれます。

以前のリリースからアップグレード済で、既存のプロセス・スペース・グループ・スペースを編集する場合は、特定のグループ・スペースにBPMプロセス・スペース・カタログを使用するように設定を変更するか、アプリケーションのすべてのグループ・スペースがBPMプロセス・スペース・カタログを使用するように設定をグローバルに変更できます。

リソース・カタログの使用方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。

BPMプロセス・スペース・カタログには、次のフォルダが含まれます。

	
プロセス・ワーク・スペース・リソース

	
使用可能なプロセス: ログイン済ユーザーがインスタンス化できるすべての使用可能なプロセス


	
チャート: 様々な統計を示すチャート


	
プロセス・インスタンス・リスト: ユーザーがアクセスできるすべてのプロセス・インスタンス


	
タスク・リスト: ユーザーが処理する必要があるタスクのリスト





	
プロセス・インスタンス・スペース・リソース

	
監査証跡: 表およびグラフ形式での指定インスタンスの監査証跡


	
プロセス・カレンダ: 指定プロセス・インスタンスの重要な各種日付を表示するカレンダ。コンテキスト内のユーザーの全プロセス・インスタンスの日付を表示することもできます。


	
ステーク・ホルダー: 指定インスタンスのステーク・ホルダーのリスト。





	
プロセス・モデリング・スペース・リソース

	
プロセス・カタログ: すべての公開済プロセスを示すプロセス・カタログ・ビューア。







これらのタスク・フローの使用には制限はありませんが、タスク・フローは、これらが属するグループ・スペースに基づいてグループ化されます。ただし、カスタム・グループ・スペースを作成した場合は、タスク・フローを組み合せることができます。

タスク・フローが正しく機能するには、これらに適切なパラメータを渡す必要があります。タスク・フローのパラメータの構成は、Oracle WebCenter Portalのドキュメントを参照してください。

各タスク・フローの詳細は、付録A「Oracle Business Process Management Workspaceタスク・フローを使用したカスタムADFアプリケーションの作成」を参照してください。

ページは他のグループ・スペース・ページの場合と同じように編集します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドを参照してください。

各グループ・スペースには、グループ・スペースを管理するための設定ページがあります。プロセス・ワークスペース設定を構成することにより、ユーザーの自己サブスクリプションを有効にします。これらの設定は必要に応じて変更できます。デフォルトのグループ・スペース設定の残りの部分は、他のグループ・スペースの場合と同じです。






16.4 プロセス・スペースでのグループ・スペースの構成

グループ・スペースの構成の詳細は、16.3項「プロセス・スペースでのページの編集」を参照してください。









A Oracle Business Process Management Workspaceのタスク・フローを使用したカスタムADFアプリケーションの作成

プロセス・ワークスペースで使用できる様々な機能は、タスク・フローと呼ばれるスタンドアロンの再利用可能なコンポーネントとして公開されます。この付録では、各タスク・フローの機能に関する基本的な情報を説明します。

タスク・フローは、Oracle Application Development Framework (ADF)アプリケーションに埋め込むことができます。これらのスタンドアロンのタスク・フローには多数のパラメータが用意されており、これらのパラメータを使用してカスタマイズ・アプリケーションを作成できます。

タスク・フローはすべてADFライブラリにバンドルされており、ここから埋込み先のアプリケーションに組み込むことができます。

その後で、A.5項「サンプル: Oracle Business Process Management Workspaceのタスク・フローを使用したADFアプリケーションのカスタマイズ」で、TaskListTaskFlowを使用したサンプル・タスク・フローによって、アプリケーションにタスク・フローを埋め込むための詳細な手順、およびアプリケーションのカスタマイズ、デプロイ、実行方法を示します。

様々なタスク・フローの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイド』を参照してください。

この付録では、次の項目について説明します。

	
A.1項「ユーザー関連のタスク・フロー」


	
A.2項「プロセスのタスク・フロー」


	
A.3項「プロセス分析のタスク・フロー」


	
A.4項「タスク・フロー用の.JARファイル」


	
A.5項「サンプル: Oracle Business Process Management Workspaceのタスク・フローを使用したADFアプリケーションのカスタマイズ」


	
A.6項「サンプル: Wf_client_config.xmlファイル」


	
A.7項「サンプル: WorkflowServicesClientConfigurationTypeオブジェクトを戻すメソッドを使用するBean」







	
注意:

この付録では、Oracle Application Development Frameworkとセキュリティの両方を詳しく理解していることを前提としています。











A.1 ユーザー関連のタスク・フロー

この項には次のトピックが含まれます:

	
A.1.1項「タスク・リストのタスク・フロー」


	
A.1.2項「証明書のタスク・フロー」


	
A.1.3項「レポートのタスク・フロー」


	
A.1.4項「アプリケーション・プリファレンスのタスク・フロー」


	
A.1.5項「フレックス・フィールドのタスク・フロー」


	
A.1.6項「ルールのタスク・フロー」






A.1.1 タスク・リストのタスク・フロー

タスク・フローでは、埋め込まれたリージョンの表示方法の制御にパラメータが使用されます。この項では、次のパラメータについて説明します。

	
A.1.1.1項「federatedMode」


	
A.1.1.2項「federatedServers」


	
A.1.1.3項「showServerColumn」


	
A.1.1.4項「wfCtxID」




パラメータの全リストについては、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイド』を参照してください。


図A-1 プロセス・ワークスペースの「タスク」ページ

[image: この図の説明が続きます]

「図A-1 プロセス・ワークスペースの「タスク」ページ」の説明







A.1.1.1 federatedMode

このパラメータをtrueに設定すると、タスク・リストがフェデレーテッド・モードで表示されます。タスク・フローをフェデレーテッド・モードで実行するには、フェデレーテッド・サーバーのリストをタスク・フローに渡す必要があります。フェデレーテッド・サーバーのリストをタスク・フローに渡す方法については、A.1.1.2項「federatedServers」を参照してください。






A.1.1.2 federatedServers

フェデレーテッド・サーバー・リストをタスク・フローに渡すには、次のいずれかを実行します。

	
クライアント構成ファイルwf_client_config.xmlをクラス・パスに指定します。クラス・パスは、earレベルではAPP-INF\classes\wf_client_config.xml、Webアプリケーションの場合はWEB-INF\classesです。クライアント構成ファイルには、すべてのフェデレーテッド・サーバーの詳細が含まれています。

サンプルwf_client_config.xmlファイルについては、A.6項「サンプル: Wf_client_config.xmlファイル」を参照してください。


	
フェデレーテッド・サーバー・リストを含んだJAXBオブジェクトを作成します。このJAXBオブジェクトをfederatedServersパラメータを介してタスク・フローに渡すことができます。オブジェクトはbacking bean methodによって戻される必要があります。

WorkflowServicesClientConfigurationTypeオブジェクトを戻すメソッドを使用するサンプルBeanについては、A.7項「サンプル: WorkflowServicesClientConfigurationTypeオブジェクトを戻すメソッドを使用するBean」を参照してください。




クライアント構成ファイルwf_client_config.xmlとJAXBオブジェクトの両方をタスク・フローに提供した場合は、JAXBオブジェクトが優先されます。






A.1.1.3 showServerColumn

タスク・フローをフェデレーテッド・モードで実行する場合、タスク・リストのサーバー列はデフォルトでは表示されません。タスク・リストにサーバー列を表示するには、このパラメータをtrueに設定して渡す必要があります。






A.1.1.4 wfCtxID

これはワークフロー・コンテキストのトークン文字列です。ワークフロー・コンテキストをタスク・フロー内部に作成する場合に使用します。




	
注意:

アプリケーションがSSO対応であるか、ADFセキュリティを使用して保護されている場合、このパラメータは必要ありません。それ以外の場合、このパラメータは必須です。










ワークフロー・コンテキスト識別子を取得する手順

次のコマンドを実行します。

IWorkflowContext wfCtx = wfSvcClient.getTaskQueryService().authenticate(username,

password,

realm,

null);

wfCtxID = wfCtx.getToken();








A.1.2 証明書のタスク・フロー

デジタル証明書には、認証局のデジタル署名が含まれ、その証明書が真正なものであることを確認できます。デジタル証明書は参加者の資格証明を確立します。証明書は認証機関によって発行されます。名前、シリアル番号、有効期限、証明書保有者の公開鍵のコピー(メッセージおよびデジタル署名の暗号化に使用)、証明書発行機関のデジタル署名(これにより、受信者は証明書が真正のものであることを確認可能)が証明書に含まれます。

図A-2に示すように、デシジョンに署名する場合は、デジタル証明書をアップロードできます。証明書を使用してタスクの結果に署名する場合は、認証機関によって発行された1つの証明書のみでなく、証明書のチェーン全体をアップロードする必要があります。チェーンを.P7B (PKCS7形式)ファイルとしてアップロードします。


図A-2 証明書のアップロード

[image: この図の説明が続きます]

「図A-2 証明書のアップロード」の説明





アプリケーションを作成し、証明書のタスク・フローを埋め込むには、A.5項「サンプル: Oracle Business Process Management Workspaceのタスク・フローを使用したADFアプリケーションのカスタマイズ」の手順をステップ9を除いてすべて実行します。ステップ9は、証明書にパラメータがないため実行する必要はありません。






A.1.3 レポートのタスク・フロー

レポートのタスク・フローの詳細は、8.6項「プロセス・ワークスペースでのレポートを使用したワークフローの管理」を参照してください。

アプリケーションを作成し、レポートのタスク・フローを埋め込むには、A.5項「サンプル: Oracle Business Process Management Workspaceのタスク・フローを使用したADFアプリケーションのカスタマイズ」の手順をステップ9を除いてすべて実行します。ステップ9は、レポートにパラメータがないため実行する必要はありません。






A.1.4 アプリケーション・プリファレンスのタスク・フロー

アプリケーション・プリファレンスのタスク・フローの詳細は、9.1項「プロセス・ワークスペースでの「作業アイテム」パネル(アプリケーション・プリファレンス)の表示の設定」を参照してください。

アプリケーションを作成し、アプリケーション・プリファレンスのタスク・フローを埋め込むには、A.5項「サンプル: Oracle Business Process Management Workspaceのタスク・フローを使用したADFアプリケーションのカスタマイズ」の手順をステップ9を除いてすべて実行します。ステップ9は、アプリケーション・プリファレンスにパラメータがないため実行する必要はありません。






A.1.5 フレックス・フィールドのタスク・フロー

フレックス・フィールドのタスク・フローの詳細は、9.2.1項「プロセス・ワークスペースでのマップ済属性(フレックス・フィールド)の管理」を参照してください。

アプリケーションを作成し、フレックス・フィールドのタスク・フローを埋め込むには、A.5項「サンプル: Oracle Business Process Management Workspaceのタスク・フローを使用したADFアプリケーションのカスタマイズ」の手順をステップ9を除いてすべて実行します。ステップ9は、フレックス・フィールドにパラメータがないため実行する必要はありません。






A.1.6 ルールのタスク・フロー

ルールのタスク・フローの詳細は、3.9.1項「プロセス・ワークスペースでのユーザー・ルールの作成方法」を参照してください。

showOtherUsersRulesパラメータはブール値を使用します。Trueを設定して渡した場合は、他のユーザーのルールが表示されます。Falseを設定して渡した場合、他のユーザーのルールは表示されません。また、このユーザーには他のユーザーのルールを表示するための権限が必要です。

アプリケーションを作成し、ルールのタスク・フローを埋め込むには、A.5項「サンプル: Oracle Business Process Management Workspaceのタスク・フローを使用したADFアプリケーションのカスタマイズ」の手順をステップ9を除いてすべて実行します。ステップ9は、ルール・フィールドにパラメータがないため実行する必要はありません。








A.2 プロセスのタスク・フロー

この項には次のトピックが含まれます:

	
A.2.1項「プロセス・アプリケーションのタスク・フロー」


	
A.2.2項「プロセス・インスタンスのタスク・フロー」


	
A.2.3項「プロセス・インスタンスの詳細のタスク・フロー」






A.2.1 プロセス・アプリケーションのタスク・フロー

プロセス・ワークスペースで使用できるアプリケーションは、プロセス設計およびログイン中のユーザーに割り当てられているロールによって異なります。また、使用可能なアプリケーションのリストは、デプロイ済で実行中のBPMプロセスによって異なります。実行中のプロセスがない場合、または実行中のいずれかのプロセスでアプリケーションを実行する権限がユーザーにない場合、「アプリケーション」パネルには何も表示されません。図A-3に、プロセス・ワークフローでの「アプリケーション」パネルの場所を示します。


図A-3 「アプリケーション」パネル

[image: この図の説明が続きます]

「図4-3 「アプリケーション」パネル」の説明






表A-1 プロセス・アプリケーションのタスク・フロー

	
タスク・フロー定義ファイル:

	
processApplicationsTaskflow.xml


	
説明:

	
ユーザーが使用できるアプリケーションのリスト(タスクのリスト)をレンダリングします。アプリケーションを実行すると、デプロイ済の様々なプロセスにインスタンスが作成されます。


	
引数:

	
なし












A.2.2 プロセス・インスタンスのタスク・フロー


表A-2 プロセス・インスタンスのタスク・フロー

	
タスク・フロー定義ファイル:

	
processInstancesTaskflow.xmll


	
説明:

	
特定のビュー(デフォルトでは「受信ボックス」ビュー)に対応するインスタンスのリストを表形式でレンダリングします。この表に表示される列は、選択したビューに関連付けられているプレゼンテーションで定義され、ここから編集できます。また、検索機能もあります。


	
引数:

	
viewId: 最初にレンダリングされるビューを指定します。デフォルトでは受信ボックスがレンダリングされます。












A.2.3 プロセス・インスタンスの詳細のタスク・フロー


表A-3 プロセス・インスタンスのタスク・フロー

	
タスク・フロー定義ファイル:

	
processInstanceDetailTaskflow.xmll


	
説明:

	
オープン・アクティビティ、監査証跡(表およびグラフ形式の両方)、コメントおよび添付ファイルなど、インスタンスの詳細をレンダリングします。


	
引数:

	
instanceId: このインスタンスIDに関連付けられている詳細がレンダリングされます。









図A-4 作業アイテムの「詳細」パネル

[image: この図の説明が続きます]

「図A-4 作業アイテムの「詳細」パネル」の説明











A.3 プロセス分析のタスク・フロー

この項には次のトピックが含まれます:

	
A.3.1項「ダッシュボード・ウィジェットのタスク・フロー」


	
A.3.2項「アプリケーション・ロールのタスク・フロー」


	
A.3.3項「組織単位のタスク・フロー」


	
A.3.4項「パラメータ・ロールのタスク・フロー」


	
A.3.5項「ビジネス・カレンダおよび休日リストのタスク・フロー」


	
A.3.6項「拡張ユーザー・プロパティのタスク・フロー」






A.3.1 ダッシュボード・ウィジェットのタスク・フロー


表A-4 ダッシュボード・ウィジェットのタスク・フロー

	
タスク・フロー定義ファイル:

	
widgetTaskflow.xml


	
説明:

	
ウィジェット(キューブに格納されている情報を表示するグラフ)をレンダリングします。このウィジェットは、定義済のウィジェット(「参加者ごとのワークロード」、「プロセスごとのパフォーマンス」など)のいずれか、またはカスタム・ウィジェットです。


	
引数:

	
widgetId: レンダリングされるウィジェットのID。

showSelector: ブール値(true/false)。使用可能なすべてのウィジェットをリストするドロップダウンをレンダリングするかどうかを示します。ユーザーがウィジェットを選択したり、あるウィジェットから他のウィジェットに変更できます。









図A-5 プロセス・パフォーマンス・ダッシュボード

[image: この図については本文で説明しています。]







A.3.2 アプリケーション・ロールのタスク・フロー

アプリケーション・ロールのタスク・フローには、アプリケーション・コンテキストOracleBPMProcessRolesAppに対してシステムに定義されているアプリケーション・ロールのリストが表示されます。ユーザーは、アプリケーション・ロールを検索し、ロールを選択してメンバー(ユーザー、グループまたはその他のロール)を追加できます。また、ロールに対してビジネス・カレンダと組織単位のマッピングを定義することもできます。


図A-6 ロールの「詳細」パネル

[image: この図の説明が続きます]

「図A-6 ロールの「詳細」パネル」の説明









A.3.3 組織単位のタスク・フロー

このタスク・フローを使用すると、新しい組織単位の作成または既存の組織単位の編集ができます。

組織単位のタスク・フローの詳細は、第10章「プロセス・ワークスペースでの組織の管理(管理者向け)」を参照してください。

図A-7に、「組織単位」の「詳細」パネルを示します。


図A-7 組織単位の「詳細」パネル

[image: この図の説明が続きます]

「図A-7 組織単位の「詳細」パネル」の説明









A.3.4 パラメータ・ロールのタスク・フロー

パラメータ・ロールのタスク・フローの詳細は、第10.6項「プロセス・ワークスペースでのパラメータ・ロールの管理」を参照してください。






A.3.5 ビジネス・カレンダおよび休日リストのタスク・フロー

ビジネス・カレンダおよび休日リストのタスク・フローの詳細は、10.3項「プロセス・ワークスペースでのカレンダ・ルールの管理」および10.2項「プロセス・ワークスペースでの休日ルールの管理」を参照してください。






A.3.6 拡張ユーザー・プロパティのタスク・フロー

拡張ユーザー・プロパティのタスク・フローの詳細は、第10.7項「プロセス・ワークスペースでの拡張ユーザー・プロパティの管理」を参照してください。








A.4 タスク・フロー用の.JARファイル


表A-5 タスク・フロー用のJARファイル

	JARファイル	場所
	
adflibTaskListTaskFlow.jar

	
$FMW_HOME/AS11gR1SOA/soa/modules/oracle.soa.worklist_11.1.1


	
oracle.bpm.workspace-adflib.jar

	
このjarは、プロセス・ポータルのインストールにのみパッケージ化されています。


	
adflibWorkspaceTaskFlows.jar

	
$FMW_HOME/AS11gR1SOA/soa/modules/oracle.soa.worklist_11.1.1












A.5 サンプル: Oracle Business Process Management Workspaceのタスク・フローを使用したADFアプリケーションのカスタマイズ

この項には次のトピックが含まれます:

	
A.5.1項「サンプル1: 埋込みタスクリストのタスク・フローを使用したアプリケーションの作成」


	
A.5.2項「サンプル2: タスク・フローを使用したADFページの作成」






A.5.1 サンプル1: 埋込みタスクリストのタスク・フローを使用したアプリケーションの作成

このサンプルでは、アプリケーションを作成し、タスクリストのタスク・フローを埋め込む方法について説明します。

タスクリストADFライブラリのjarファイルadflibTaskListTaskFlow.jarがクラス・パスに存在している必要があります。このjarは、Oracle JDeveloperのBPMワークリスト・コンポーネント・ライブラリにあります。

次に、アプリケーションにタスク・フローを埋め込む手順を示します。これらと同じ手順を使用して新しいサンプルを作成できます。


アプリケーションにタスクリストのタスク・フローを埋め込む手順は、次のとおりです。

	
Oracle JDeveloperで新規Fusion Webアプリケーションを作成し、TaskListTaskFlowSampleという名前にします。


図A-8 新規Oracle Fusion Middlewareアプリケーションの作成

[image: この図の説明が続きます]

「図A-8 新規Oracle Fusion Middlewareアプリケーションの作成」の説明





	
タスク・フローのjar adflibTaskListTaskFlow.jarをプロジェクトのクラス・パスに追加します。JDeveloperの「ライブラリとクラスパス」セクションからBPMワークリスト・コンポーネント・ライブラリを組み込み、ライブラリを追加します。このライブラリには、adflibWorklistComponents.jarも含まれています。このファイルもクラス・パスに存在する必要があります。


図A-9 BPMワークリスト・コンポーネント・ライブラリの追加

[image: この図の説明が続きます]

「図A-9 BPMワークリスト・コンポーネント・ライブラリの追加」の説明





	
BPMサービス・ライブラリをクラス・パスに追加します。


図A-10 BPMサービス・ライブラリの追加

[image: この図の説明が続きます]

「図A-10 BPMサービス・ライブラリの追加」の説明





	
WSRPコンテナ・ライブラリをクラス・パスに追加します。


図A-11 WSRPコンテナ・ライブラリの追加

[image: この図の説明が続きます]

「図A-11 WSRPコンテナ・ライブラリの追加」の説明





	
アプリケーションを非SOAサーバーで実行している場合は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイドに記載されている2つの追加手順を実行する必要があります。

	
oracle.soa.workflow共有ライブラリをインストールします。サーバーにoracle.soa.workflow.wcをインストール済の場合、oracle.soa.workflowをインストールする必要はありません。

oracle.soa.workflow共有ライブラリのインストールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイド』を参照してください。


	
非SOAサーバーで外部JNDIを構成します。

非SOAサーバーでの外部JNDIの構成の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic ServerのJNDIのプログラミングを参照してください。




	
注意:

タスク・リストのタスク・フローをフェデレーテッド・モードで実行している場合、この手順を実行する必要はありません。タスク・フローをフェデレーテッド・モードで使用する方法は、パラメータfederatedModeを参照してください。













	
JSPXファイルtestSample.jspxを作成します。


図A-12 JSPXファイルの作成

[image: この図の説明が続きます]

「図A-12 JSPXファイルの作成」の説明





	
コンポーネント・パレットから「adflibTaskListTaskFlow.jar」を選択します。この中に、すべてのタスク・フローが含まれています。


図A-13 adflibTaskListTaskFlow.jarの選択

[image: この図の説明が続きます]

「図A-13 adflibTaskListTaskFlow.jarの選択」の説明





	
いずれかのタスク・フローをリージョンとしてJSPXページにドラッグ・アンド・ドロップします。図A-14に、例として、TaskListTaskFlowをリージョンとしてJSPXページにドロップした場合を示します。


図A-14 JSPXテスト・ページにTaskListタスク・フローがあるOracle JDeveloper

[image: この図の説明が続きます]

「図A-14 JSPXテスト・ページにTaskListタスク・フローがあるOracle JDeveloper」の説明





タスク・フローをJSPXページにドラッグすると、ポップアップに使用可能なパラメータのリストが表示されます。これらのパラメータについては、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementモデリングおよび実装ガイド』を参照してください。

「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログ・ボックスで、タスク・フローのパラメータを渡します。


図A-15 タスク・フロー・パラメータの受渡し

[image: この図の説明が続きます]

「図A-15 タスク・フロー・パラメータの受渡し」の説明





testSamplePagedef.xmlに次のエントリが作成されます。


<taskFlow id="taskListtaskflowdefinition1"
taskFlowId="/WEB-INF/taskList-task-flow-definition.xml#taskList-task-flow-definition"
xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/controller/binding">
<parameters><parameter id="federatedMode" value="true"xmlns="http://xmlns.oracle.com
/adfm/uimodel"/>
<parameter id="showServerColumn" value="true"
xmlns="http://xmlns.oracle.com/adfm/uimodel"/>
</parameters>
</taskFlow>


	
次の共有ライブラリをweblogic-application.xmlに追加します。サーバーにoracle.soa.workflow.wcをインストール済の場合は、次のように指定してそのライブラリを追加します。


<library-ref>
<library-name>oracle.soa.workflow</library-name>
</library-ref>


	
WARデプロイメント・プロファイルを開いて編集します。これを行うには:

	
ViewControllerを右クリックします。


	
「デプロイメント」を選択します。


	
「WARファイル」を選択します。


	
「編集」をクリックします。


	
「adflibTaskListTaskFlow.jar」、「adflibWorklistComponents.jar」および「wsrp-container.jar」を選択します。





図A-16 WARデプロイメント・プロファイルの編集

[image: この図の説明が続きます]

「図A-16 WARデプロイメント・プロファイルの編集」の説明





	
ADFセキュリティを使用してアプリケーションを保護します。保護するには、図A-17に示すように、アプリケーションレベルのメニューから「保護」、「ADFセキュリティの構成」の順にナビゲートします。


図A-17 アプリケーションを保護するためのナビゲート

[image: この図の説明が続きます]

「図A-17 アプリケーションを保護するためのナビゲート」の説明





「ADFセキュリティの有効化」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
図A-18に示すように、「ADF認証」を選択します。


図A-18 ADF認証の選択

[image: この図の説明が続きます]

「図A-18 ADF認証の選択」の説明





「次へ」をクリックします。「認証タイプの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。




	
注意:

ADF認証および認可を選択する場合、次の手順を実行します。

	
「アプリケーション・リソース」、「ディスクリプタ」、「META-INFO」フォルダで、jazn-data.xmlを開きます。


	
「リソース権限」を選択します。


	
タスク・フローのタイプを選択します。


	
「ADFライブラリからインポートされたタスク・フローを示します」を選択します。

「リソース」リストにタスク・フローが表示されます。


	
アプリケーションで使用したタスク・フロー(taskList-task-flow-definitionなど)を選択します。


	
"表示"権限に選択したロールに付与を追加します。













	
図A-19に示すように、「HTTP Basic認証」を選択します。


図A-19 HTTP Basic認証の選択

[image: この図の説明が続きます]

「図A-19 HTTP Basic認証の選択」の説明





Fusion WebアプリケーションでのADFセキュリティの有効化については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』を参照してください。

「終了」をクリックします。




	
注意:

タスク・フローをフェデレーテッド・モードで使用している場合は、次の手順を実行します。

	
フェデレーテッド・サーバーのリストをタスク・フローに渡します。詳細は、A.1.1.2項「federatedServers」を参照してください。


	
フェデレーテッド・サーバー間のグローバル・トラストを有効にします。有効にするのは、すでにユーザー・トークンがすべてのフェデレーテッド・サーバーに渡されるようにするためです。手順は次のとおりです。

	
Oracle WebLogic Serverコンソールにログインします。


	
「ドメイン構造」で、ドメイン名base_domainを選択します。SOA以外のサーバーを使用している場合は、ドメイン名が異なる場合があります。ドメイン名は、構成時に変更できます。


	
「セキュリティ」タブを選択します。


	
「詳細」リンク(下部の「保存」ボタンの近くにあります)をクリックします。


	
「資格証明」フィールドにパスワードを指定します。(すべてのフェデレーテッド・サーバーに対して同じパスワードを指定する必要があります)。


	
「保存」をクリックします。


	
サーバーを再起動します。
















	
EARデプロイメント・プロファイルを作成し、EARを作成してデプロイします。EARをデプロイする手順は、次のとおりです。

	
アプリケーションレベルのメニューから、「デプロイ」、「TaskListTaskFlowSample_Appl...」の順にナビゲートします。


図A-20 アプリケーションのデプロイ

[image: この図の説明が続きます]

「図A-20 アプリケーションのデプロイ」の説明





「デプロイメント・アクション」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
図A-21に示すように、「アプリケーション・サーバーへのデプロイ」を選択します。


図A-21 アプリケーション・サーバーのデプロイ

[image: この図の説明が続きます]

「図A-21 アプリケーション・サーバーのデプロイ」の説明





「次へ」をクリックします。「サーバーの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。





	
サーバーを選択します。「ドメイン内の全サーバー・インスタンスへのデプロイ」の選択を解除します。「次へ」をクリックします。

「サーバー・インスタンス」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
サーバー・インスタンスを選択し、「終了」をクリックします。


	
serverおよびportに適切な値を指定して、次のリンクにアクセスします。http://server:port/TaskListTaskFlowSample-ViewController-context-root/faces/testSample.jspx

ログイン用のポップアップが表示されます。任意のユーザーでログインします。図A-22に示すように、ログインしたユーザー用のタスク・リストが表示されます。

タスク・フローをフェデレーテッド・モードで使用している場合は、「表示」リストにサーバーのリストが表示されます。リストから任意の組合せのサーバーを選択すると、タスク・リストがリフレッシュされ、選択したサーバーに属しているすべてのタスクが表示されます。パラメータshowServerColumnをtrueに設定して渡した場合は、タスク・リストにサーバー列が表示され、タスクが属しているサーバーが示されます。


図A-22 プロセス・ワークスペースのタスク・リスト

[image: この図の説明が続きます]

「図A-22 プロセス・ワークスペースのタスク・リスト」の説明





いずれかのタスク・タイトルのリンクをクリックすると、新しいブラウザ・ウィンドウにタスクの詳細が表示されます。









A.5.2 サンプル2: タスク・フローを使用したADFページの作成

このサンプルでは、ADFページを作成し、3つのタスク・フローを追加する方法について説明します。

ページは2つのパートに分かれます。左側からタスク・フローを選択すると、対応するタスク・フローが右側に表示されます。


タスク・フローを使用してADFページを作成する手順は、次のとおりです。

	
A.5.1項「サンプル1: 埋込みタスクリストのタスク・フローを使用したアプリケーションの作成」のステップ1から6に従います。


	
JSPXページを次のように構成します。

	
コンポーネント・パレットで、「ADF Faces」を選択します。


	
「パネル・ストレッチ・レイアウト」をJSPXページにドラッグ・アンド・ドロップします。


	
JSPXページから「上」、「開始」、「下」および「終了」を削除します。JSPXページは、図A-23のようになります。





図A-23 JSPXページの構成

[image: この図の説明が続きます]

「図A-23 JSPXページの構成」の説明





	
コンポーネント・パレットからJSPXページに「パネル・スプリッタ」をドラッグ・アンド・ドロップします。JSPXページは、図A-24のように表示されます。


図A-24 JSPXページの分割パネル

[image: この図の説明が続きます]

「図A-24 JSPXページの分割パネル」の説明





	
ナビゲータで、ビュー・コントローラを右クリックして新規のJavaクラスを作成します。それにSampleController.javaという名前を付けます。

図A-25に示すように、getterおよびsetterを使用してprivate transient UIComponent rightPanel = null;を追加します。


図A-25 SampleController.javaの作成

[image: この図の説明が続きます]

「図A-25 SampleController.javaの作成」の説明





	
ナビゲータで、Faces-config.xmlファイルを選択します。図A-26に示すように、マネージドBeanを指定し、「sampleControllerBean」という名前を設定します。


図A-26 マネージドBeanの指定

[image: この図の説明が続きます]

「図A-26 マネージドBeanの指定」の説明





	
「パネル・ストレッチ・レイアウト」をsecondファセットにドラッグ・アンド・ドロップします。そこから「上」、「開始」、「下」および「終了」を削除します。プロパティ・インスペクタからPanelStrechLayout用のバインディングを#{sampleControllerBean.rightPanel}として指定します。


	
コンポーネント・パレットからJSPXページにリンクをドラッグ・アンド・ドロップします。プロパティ・インスペクタで、テキストに「Rules」を指定します。SampleController Javaファイルに、次のコードを追加します。

private String selectedLink = "RULES"; with getter and setters

public void displayRules(ActionEvent event){

setSelectedLink("RULES");

if(getRightPanel() != null){

RequestContext.getCurrentInstance().addPartialTarget(getRightPanel());

} }

ルールの「アクション・リスナー」プロパティを次のように追加します。

#{sampleControllerBean.displayRules}


	
コンポーネント・パレットからJSPXページにリンクをドラッグ・アンド・ドロップします。プロパティ・インスペクタで、テキストに「Certificates」を指定します。SampleController Javaファイルに、次のコードを追加します。

public void displayCertificates(ActionEvent event){

setSelectedLink("CERTIFICATES");

if(getRightPanel() != null){

RequestContext.getCurrentInstance().addPartialTarget(getRightPanel());

} }

証明書の「アクション・リスナー」プロパティを次のように追加します。

#{sampleControllerBean. displayCertificates }


	
コンポーネント・パレットからJSPXページにリンクをドラッグ・アンド・ドロップします。プロパティ・インスペクタで、テキストに「Reports」を指定します。SampleController Javaファイルに、次のコードを追加します。

public void displayReports(ActionEvent event){

setSelectedLink("REPORTS");

if(getRightPanel() != null){

RequestContext.getCurrentInstance().addPartialTarget(getRightPanel());

} }

レポートの「アクション・リスナー」プロパティを次のように追加します。

#{sampleControllerBean. displayReports}


	
コンポーネント・パレットからsecondファセットのcenterファセットにスイッチャをドラッグ・アンド・ドロップします。

プロパティ・インスペクタで、次のように指定します。

	
ファセット名を「#{sessionScope.sampleControllerBean.selectedLink}"」と指定します。


	
デフォルト・ファセットを「RULES」と指定します。





図A-27 スイッチャの追加および指定

[image: この図の説明が続きます]

「図A-27 スイッチャの追加および指定」の説明





	
af:switcher内で、f:facet name="RULES"という名前のファセットを定義します。このファセット内に、コンポーネント・パレットから(adflibTaskListTaskFlow.jar内の)「Rules-Task-Flow-Definition」をドラッグ・アンド・ドロップします。


	
af:switcher内で、f:facet name="CERTIFICATES"という名前の別のファセットを定義します。このファセット内に、コンポーネント・パレットから(adflibTaskListTaskFlow.jar内の)「Certificates-Task-Flow-Definition」をドラッグ・アンド・ドロップします。


	
af:switcher内で、f:facet name="REPORTS"という名前の別のファセットを定義します。このファセット内に、コンポーネント・パレットから(adflibTaskListTaskFlow.jar内の)「Reports-Task-Flow-Definition」をドラッグ・アンド・ドロップします。


	
作業内容を保存します。


	
A.5.1項「サンプル1: 埋込みタスクリストのタスク・フローを使用したアプリケーションの作成」のステップ10から11に従います。











A.6 サンプル: Wf_client_config.xmlファイル

この項では、クライアント構成ファイルWf_client_config.xmlの例を示します。

フェデレーテッド・サーバー・リストにサーバーを含めない場合は、<server>要素にexcludeFromFederatedList="true"を指定します。

XMLの<server>要素にクライアント・タイプを明示的に指定する必要があります。

	
リモート・クライアントを使用している場合は、clientType="REMOTE"と入力します。


	
SOAPクライアントを使用している場合は、clientType="SOAP"と入力します。




例A-1では、REMOTEクライアント・タイプを使用しています。


例A-1 Wf_client_config.xml


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<workflowServicesClientConfiguration
xmlns="http://xmlns.oracle.com/bpel/services/client">
<server name="default" default="true" excludeFromFederatedList="true" clientType="REMOTE">
      <localClient>
<participateInClientTransaction>false</participateInClientTransaction>
      </localClient>
      <remoteClient>
         <serverURL>t3://sta00048.us.oracle.com:7001</serverURL>
<initialContextFactory>weblogic.jndi.WLInitialContextFactory</initialContextFactory>
<participateInClientTransaction>false</participateInClientTransaction>
      </remoteClient>
      <soapClient>
         <rootEndPointURL>http://sta00048.us.oracle.com:7001</rootEndPointURL>
         <identityPropagation mode="dynamic" type="saml">
            <policy-references>
               <policy-reference enabled="true" category="security"
                                 uri="oracle/wss10_saml_token_client_policy"/>
            </policy-references>
         </identityPropagation>
      </soapClient>
   </server>
   <server name="ERP" clientType="REMOTE">
      <soapClient>
         <rootEndPointURL>http://sta00147.us.oracle.com:7001</rootEndPointURL>
         <identityPropagation mode="dynamic" type="saml">
            <policy-references>
               <policy-reference enabled="true" category="security"
                                 uri="oracle/wss10_saml_token_client_policy"/>
            </policy-references>
         </identityPropagation>
      </soapClient>
      <remoteClient>
         <serverURL>t3://sta00147.us.oracle.com:7001</serverURL>
<initialContextFactory>weblogic.jndi.WLInitialContextFactory</initialContextFactory>
         <participateInClientTransaction>false</participateInClientTransaction>
      </remoteClient>
   </server>
   <server name="CRM" clientType="REMOTE">
      <soapClient>
         <rootEndPointURL>http://sta00048.us.oracle.com:7001</rootEndPointURL>
         <identityPropagation mode="dynamic" type="saml">
            <policy-references>
               <policy-reference enabled="true" category="security"
                                 uri="oracle/wss10_saml_token_client_policy"/>
            </policy-references>
         </identityPropagation>
      </soapClient>
      <remoteClient>
         <serverURL>t3://sta00048.us.oracle.com:7001</serverURL>
<initialContextFactory>weblogic.jndi.WLInitialContextFactory</initialContextFactory>
         <participateInClientTransaction>false</participateInClientTransaction>
      </remoteClient>
   </server>
</workflowServicesClientConfiguration>








A.7 サンプル: WorkflowServicesClientConfigurationTypeオブジェクトを戻すメソッドを使用するBean

この項では、WorkflowServicesClientConfigurationTypeオブジェクトを戻すメソッドを使用するサンプルBeanを示します。




	
注意:

JAXBオブジェクトの作成時に、クライアント・タイプを明示的に設定する必要があります。例:

ServerType server1 = new ServerType();

server1.setClientType("REMOTE"); // If REMOTE client is to be used.

または

server1.setClientType("SOAP"); // If SOAP client is to be used.

クライアント・タイプを指定しないと、デフォルトのSOAPになります。










package view;

import java.util.List;

import oracle.bpel.services.workflow.client.config.IdentityPropagationType;
import oracle.bpel.services.workflow.client.config.PolicyReferenceType;
import oracle.bpel.services.workflow.client.config.PolicyReferencesType;
import oracle.bpel.services.workflow.client.config.RemoteClientType;
import oracle.bpel.services.workflow.client.config.ServerType;
import oracle.bpel.services.workflow.client.config.SoapClientType;
import oracle.bpel.services.workflow.client.config.WorkflowServicesClientConfigurationType;
import weblogic.nodemanager.common.ServerType;

public class WorklistBackingBean {
  WorkflowServicesClientConfigurationType wscct = null;

  public WorklistBackingBean() {
    super();
  }

  public WorkflowServicesClientConfigurationType getWSCC() {
    if (wscct == null) {      
      wscct = new WorkflowServicesClientConfigurationType();
      List<ServerType> servers = wscct.getServer();
      /**** Setting default server in the list ****/
      ServerType defaultServer = new ServerType();
      defaultServer.setClientType("SOAP");
      servers.add(defaultServer);
      defaultServer.setDefault(true);
      //If this is true, the server is excluded from federated server list
      //By defalut it is false
      //defalutServer.setExcludeFromFederatedList(true);
      defaultServer.setName("default");
      RemoteClientType rct = new RemoteClientType();
      rct.setServerURL("t3://defaultHost:port");
      rct.setInitialContextFactory("weblogic.jndi.WLInitialContextFactory");
      rct.setParticipateInClientTransaction(false);
      defaultServer.setRemoteClient(rct);
      SoapClientType sct = new SoapClientType();
      PolicyReferencesType prts = new PolicyReferencesType();
      PolicyReferenceType prt = new PolicyReferenceType();
      prt.setEnabled(true);
      prt.setCategory("security");
      prt.setUri("oracle/wss10_saml_token_client_policy");
      prts.getPolicyReference().add(prt);
      IdentityPropagationType ipt = new IdentityPropagationType();
      ipt.setMode("dynamic");
      ipt.setType("saml");
      ipt.setPolicyReferences(prts);
      sct.setRootEndPointURL("http://defaultHost:port");
      sct.setIdentityPropagation(ipt);
      defaultServer.setSoapClient(sct);
      /****** Setting Federated Server 1 to the list ****/
      ServerType server1 = new ServerType();
      server1.setClientType("SOAP");
      servers.add(server1);
      server1.setName("Human Resource");
      RemoteClientType rct1 = new RemoteClientType();
      rct1.setServerURL("t3://HumanResourcesHost:port");
      rct1.setInitialContextFactory("weblogic.jndi.WLInitialContextFactory");
      rct1.setParticipateInClientTransaction(false);
      server1.setRemoteClient(rct1);
      SoapClientType sct1 = new SoapClientType();
      PolicyReferencesType prts1 = new PolicyReferencesType();
      PolicyReferenceType prt1 = new PolicyReferenceType();
      prt1.setEnabled(true);
      prt1.setCategory("security");
      prt1.setUri("oracle/wss10_saml_token_client_policy");
      prts1.getPolicyReference().add(prt1);
      IdentityPropagationType ipt1 = new IdentityPropagationType();
      ipt1.setMode("dynamic");
      ipt1.setType("saml");
      ipt1.setPolicyReferences(prts1);
      sct1.setRootEndPointURL("http://HumanResourcesHost:port");
      sct1.setIdentityPropagation(ipt1);
      server1.setSoapClient(sct1);

    }
    return wscct;
  }
}









B リソース・バンドルのカスタマイズ

この付録では、Oracle Business Process Management WorkspaceまたはOracle BPM Worklistの管理者がカスタム・リソース・バンドルを作成してアプリケーションに表示される文字列を追加したり変更する方法を説明します。




	
注意:

任意の場所に一時ディレクトリを作成します(例: /scratch/jstein/sharedLib)。このディレクトリは個別のJARファイルすべてと共有ライブラリJARファイル(custom.client.applib.jar)を格納するためのディレクトリです。この作業を行ってから、次の手順を実行してください。











B.1 リソース・バンドルのカスタマイズ方法

この項では、リソース・バンドルのカスタマイズ方法について説明します。


リソース・バンドルをカスタマイズするには:

	
Oracle JDeveloperでOracle Application Development Frameworkプロジェクトを作成します。図B-1は、「Fusion Webアプリケーション(ADF)の作成」ダイアログ・ボックスを示しています。


図B-1 JDeveloperでのADFプロジェクトの作成

[image: この図の説明が続きます]

「図B-1 JDeveloperによるADFプロジェクトの作成」の説明





	
Javaクラスを作成し、CustomResourceBundleという名前を付与します。図B-2は、「Javaクラスの作成」ダイアログ・ボックスを示しています。


図B-2 Javaクラスの作成

[image: この図の説明が続きます]

「図B-2 Javaクラスの作成」の説明





	
ワークリスト・アプリケーションJARファイルを含めます。図B-3は、追加されるBPMワークリスト・コンポーネント・ライブラリを示しています。

ワークリスト・アプリケーションJARファイルを含めるには:

	
プロジェクト・プロパティ・パネルで、「ライブラリとクラスパス」を選択します。


	
「ライブラリの追加」を選択します。


	
「ライブラリ」リストで、BPMワークリスト・コンポーネントを選択します。


	
「OK」をクリックします。





図B-3 ワークリスト・アプリケーションのライブラリへの追加

[image: この図の説明が続きます]

「図B-3 ワークリスト・アプリケーションのライブラリへの追加」の説明





	
CustomResourceBundleクラスを変更します。クラスは図B-4のようになる必要があります。


図B-4 CustomResourceBundleクラスの変更

[image: この図の説明が続きます]

「図B-4 CustomResourceBundleクラスの変更」の説明





このクラスは適切なWorklistResourceBundleを拡張するものである必要があり、さらに、サポートするすべての言語のバンドルでgetContents()メソッドが同じように実装されている必要があります。


	
その他の言語サポート用のカスタム・リソース・バンドルを作成します

異なる名前を使用して同じパッケージ内に様々なカスタム・リソース・バンドルを作成することができます。この場合、ファイル名にロケールを追加する必要があります。たとえばEnglish USの場合、カスタム・リソース・バンドルの名前はCustomResourceBundle_en.javaのようになります。getContents()メソッドは必ず手順4の説明のとおりに実装してください。




	
注意:

デフォルトでは、ファイルCustomResourceBundle.javaとファイルCustomResourceBundle_en.javaの両方を作成する必要があります。これは、アプリケーションのログイン時に英語(en)のリソース・バンドルがデフォルトで使用されるためです。これらのファイルを作成しないとログインは失敗します。










	
図B-5に示すように、新規のJARデプロイメント・プロファイルを作成します。


図B-5 JARファイルに対するデプロイメント・プロファイルの作成

[image: この図の説明が続きます]

「図B-5 JARファイルのデプロイメント・プロファイルの作成」の説明





	
JARデプロイメント・プロファイルが図B-6のようになっていることを確認します。


図B-6 JARデプロイメント・プロファイルの検証

[image: この図の説明が続きます]

「図B-6 JARデプロイメント・プロファイルの検証」の説明





	
図B-7に示すように、新しく作成したディレクトリを指すようにJARファイルの場所を編集します。


図B-7 JARデプロイメント・プロファイルの編集

[image: この図の説明が続きます]

「図B-7 JARデプロイメント・プロファイルの編集」の説明





	
図B-8に示すように、リソース・バンドルをJARファイルとしてデプロイします。


図B-8 リソース・バンドルのデプロイ

[image: この図の説明が続きます]

「図B-8 リソース・バンドルのデプロイ」の説明





このファイルは後の手順で、事前定義された場所、つまり共有ライブラリ・ディレクトリにデプロイされます。




リソース・バンドルの詳細およびそのカスタマイズ方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイドを参照してください。









C プロセス・ワークスペース内のアプリケーションおよびワークリスト・アプリケーションのカスタマイズ

この付録では、プロセス・ワークスペースで「外部アプリケーション」パネルで使用できるカスタマイズされた外部アプリケーションおよびリンクを作成する方法を説明します。プロセス・ワークスペースとワークリスト・アプリケーションの両方で、「タスクの詳細」ペインに表示される列を指定する方法も説明します。




	
注意:

任意の場所に一時ディレクトリを作成します(例: /scratch/jstein/sharedLib)。このディレクトリは個別のJARファイルすべてと共有ライブラリJARファイル(custom.client.applib.jar)を格納するためのディレクトリです。この作業を行ってから、次の手順を実行してください。











C.1 アプリケーションのカスタマイズ方法

テキスト

	
Oracle JDeveloperでOracle Application Development Frameworkプロジェクトを作成します。図C-1は、「Fusion Webアプリケーション(ADF)の作成」ダイアログ・ボックスを示しています。


図C-1 JDeveloperでのADFプロジェクトの作成

[image: この図の説明が続きます]

「図C-1 JDeveloperによるADFプロジェクトの作成」の説明





	
Javaクラスを作成し、WorkspaceCustomisationImplという名前を付与します。


	
ワークリスト・アプリケーションJARファイルを含めます。図C-2は、追加されるBPMワークリスト・コンポーネント・ライブラリを示しています。


図C-2 ワークリスト・アプリケーションのライブラリへの追加

[image: この図の説明が続きます]

「図C-2 ワークリスト・アプリケーションのライブラリへの追加」の説明





	
カスタマイズ・クラスを作成します。このサンプルのクラスは、受信ボックス列を変更し、外部アプリケーションおよびリンクをカスタマイズします。例として、WorkspaceCustomisationImplとそのコンテンツを次に示します。


package view.customisationimpl;

import java.util.ArrayList;
import java.util.HashMap;
import java.util.List;
import java.util.Map;
import oracle.bpel.services.workflow.client.IWorkflowServiceClient;
import oracle.bpel.services.workflow.runtimeconfig.IRuntimeConfigService;
import oracle.bpel.services.workflow.runtimeconfig.model.AttributeLabelTypimport oracle.bpel.services.workflow.runtimeconfig.model.AttributeLabelUsageList;e;
import oracle.bpel.services.workflow.runtimeconfig.model.AttributeLabelUsages;
import oracle.bpel.services.workflow.verification.IWorkflowContext;
import oracle.bpm.ui.customization.CustomLink;
import oracle.bpm.ui.customization.IBPMUICustomizations;

public class WorkspaceCustomisationImpl implements IBPMUICustomizations {
    private static Map displayNameMap = new HashMap();
    public WorkspaceCustomisationImpl() {
        displayNameMap.put("instanceId", "Instance Id");
        displayNameMap.put("protectedTextAttribute1", "Business Status");
    }
    public List<CustomLink> getCustomGlobalLinks() {
        CustomLink globalLink1 =
            new CustomLink("Oracle Home Page", "www.oracle.com", null);
        CustomLink globalLink2 =
            new CustomLink("Self Services Application", "http://global-ebusiness.oraclecorp.com/",
                           null);
        CustomLink globalLink3 =
            new CustomLink("BUG DB", "https://bug.oraclecorp.com/", null);
        List<CustomLink> globalLinks = new ArrayList<CustomLink>();
        globalLinks.add(globalLink1);
        globalLinks.add(globalLink2);
        globalLinks.add(globalLink3);
        return globalLinks;
    }

    public String getColumnNames() {
        return "title,taskNumber,instanceId,creator,protectedTextAttribute1";
    }

    private static void initDisplayMap(IWorkflowServiceClient client,
        IWorkflowContext context) {
        // u can use service to load all label name for text attributes
        if (displayNameMap == null) {
            synchronized (String.class) {
                if (displayNameMap == null) {
                    displayNameMap = new HashMap();
                    try {
                        IRuntimeConfigService service =
                            client.getRuntimeConfigService();
                        AttributeLabelUsageList list =
                            service.getAttributeLabelUsages(context, "Text");
                        List<AttributeLabelUsages> list1 =
                            list.getAttributeLabelUsages();
                        for (AttributeLabelUsages usage : list1) {
                            AttributeLabelType type = usage.getLabel();
                            displayNameMap.put(type.getTaskAttribute(),
                                               type.getLabelName());
                        }
                    } catch (Exception exc) {
                    }
            }
        }
  )
  public String getColumnDisplayName(IWorkflowServiceClient client,
}
            }
        }
  )
  public String getColumnDisplayName(IWorkflowServiceClient client,
                                       IWorkflowContext context,
                                       java.lang.String colName) {
  public String getColumnDisplayName(IWorkflowServiceClient client,
                                       IWorkflowContext context,
                                       java.lang.String colName) {
        initDisplayMap(client, context);
        return (String)displayNameMap.get(colName);
    }

}
        initDisplayMap(client, context);


	
JARデプロイメント・プロファイルを作成します。customer-impl.jarという名前のJARファイルを作成します。


	
このファイルを共有ライブラリcustom.client.applib.jarの一部としてデプロイします。これを行うには、付録D「イメージおよびJARファイルの共有ライブラリJARファイルの一部としてのデプロイ」の説明のとおり、MANIFEST.MFファイルと共有ライブラリを更新します。




カスタマイズによっては、その効果をここで確認できます。

プロセス・ワークスペース用のカスタマイズを実行し、外部アプリケーションの作成と「タスクの詳細」ペインでの受信ボックス列の指定のいずれか(あるいはその両方)を実行した場合、次が表示されます:

	
プロセス・ワークスペースのホーム・ページにある「外部アプリケーション」パネルにリストされたカスタム・アプリケーション(図C-3を参照)


図C-3 プロセス・ワークスペースの「外部アプリケーション」パネル

[image: この図の説明が続きます]

「図C-3 プロセス・ワークスペースの「外部アプリケーション」パネル」の説明





	
ユーザーが指定した内容にあわせて調整された、「タスクの詳細」受信ボックスの列(図C-4を参照)


図C-4 「タスクの詳細」ペインのカスタマイズされた列

[image: この図の説明が続きます]

「図C-4 「タスクの詳細」ペインのカスタマイズされた列」の説明















D イメージおよびJARファイルの共有ライブラリJARファイルの一部としてのデプロイ

アプリケーション、スキンまたはリソース・バンドルをカスタマイズした場合、共有ライブラリJARファイルにJARファイルとしてデプロイする必要があります。この付録では、この方法について説明します。



D.1 イメージおよびJARファイルを共有ライブラリJARファイルの一部としてデプロイする方法

この項では、以前作成した次のファイルを共有ライブラリJARファイルに格納する例を使用します。

	
第9.1.6項「プロセス・ワークスペースでのスキンの選択方法」で説明したcustomSkin.jar


	
付録C「プロセス・ワークスペース内のアプリケーションおよびワークリスト・アプリケーションのカスタマイズ」で説明したcustomer-impl.jar


	
付録B「リソース・バンドルのカスタマイズ」で説明したResourceBundle.jar





イメージおよびJARファイルを共有ライブラリJARファイルの一部としてデプロイするには:

	
mkdir tempというtempディレクトリを作成します。


	
すべてのjarファイルをtempフォルダに解凍します。


unzip customSkin.jar -d temp/
unzip customer-impl.jar -d temp/
unzip ResourceBundle.jar -d temp/


解凍を実行すると、tempフォルダにMETA-INFフォルダが表示されます。




	
注意:

tempディレクトリ内にimagesディレクトリを作成し、そのディレクトリにカスタマイズしたロゴ・ファイルをコピーできます。カスタマイズしたロゴ・ファイルは、アプリケーション・プリファレンスから/images/customizedLogo.jpgで参照できます。










	
META-INFディレクトリの下にMANIFEST.MFファイルを作成します。このファイルには、次の記述を含める必要があります。


Manifest-Version: 1.0
Ant-Version: Apache Ant 1.7.1
Created-By: 19.1-b02 (Sun Microsystems Inc.)
Implementation-Vendor: Oracle
Implementation-Title: Custom Client Applib
Implementation-Version: 1.0
Product-Name: Custom Client Applib
Specification-Version: 1.0
Extension-Name: custom.client.applib


	
必要なすべてのクラス・ファイルと他のスキン・ファイルを共有ライブラリで確実に使用できるようにするには、それらすべてをcustom.client.applib.jarファイルにパッケージ化します。パッケージ化するには、tempディレクトリにナビゲートし、次のコマンドを実行します。


jar -cvfm custom.client.applib.jar META-INF/MANIFEST.MF *


これで、tempディレクトリの下に共有ライブラリが作成されました。temp/custom.client.applib.jarのように表示されます。


	
custom.client.applib.jarを共有ライブラリとしてOracle WebLogic Serverにデプロイします。このためには、Oracle WebLogic Serverコンソールでデプロイメントおよびインストールをクリックし、JARファイルの場所にナビゲートして、デプロイします。


	
Oracle WebLogic Serverからワークリスト・アプリケーションまたはプロセス・ワークスペースを再起動します。図D-1は、ワークリスト・アプリケーションを再起動するためのインタフェースを示しています。


図D-1 ワークリスト・アプリケーションの停止

[image: この図の説明が続きます]

「図D-1 ワークリスト・アプリケーションの停止」の説明





図D-2は、ワークリスト・アプリケーションを再起動するためのOracle WebLogic Serverインタフェースを示しています。


図D-2 ワークリスト・アプリケーションの再起動

[image: この図の説明が続きます]

「図D-2 ワークリスト・アプリケーションの再起動」の説明





	
ワークリスト・アプリケーションまたはプロセス・ワークスペースにログインし、アプリケーション・プリファレンス・ページに移動して、カスタマイズしたアイテムを指定します。図D-3は、指定するフィールドを強調表示して示しています。


図D-3 アプリケーション・プリファレンスの設定

[image: この図の説明が続きます]

「図D-3 アプリケーション・プリファレンスの設定」の説明








	
注意:

ブランド・ロゴが確実に取得されるようにするために、「ブランド・ロゴ」フィールドでロゴのファイル名の前にパス名/faces/を付加してください。
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This graphic shows the Holidays List panel Process Workspace. It includes an item labeled My Holiday Rule, which is selected. The right pane shows the details for that holiday rule. A table lists the various holidays in that US calendar and includes three columns: Name, Type, and Date. The holidays listed are:

	
Thanksgiving Vacation Day, Nth Day of Reference Holiday, 1 Day After;


	
Veterans Day, Same Day Every Year, 11/11/2009


	
New Years Day, Same Day Every Year, 1/1/2009


	
Memorial Day, Nth Week Day of Month, Fourth Monday of May


	
Labor Day, Nth Week Day of Month, First Monday of September




There are two buttons: Apply and Reset.


The image shows the Process Workspace screen displaying the following tabs: My Rules and Other Rules. The Other Rules tab is selected. The left of the tab shows the Rules pane with the Delegate Expense Report entry selected. The right of the tab shows the Delegate Expense Report pane. The first area of the Delegate Expense Report pane shows the following fields: Apply rules only to the following task type(s) and Execute rule only between (start date and end date). The second area of the Delegate Expense Report pane shows the following drop-down lists: Match Any of these conditions and Expiration Date. The second area also shows the Add filter button. The final part of the Delegate Expense Report pane shows the following radio buttons: Reassign to, Delegate to, Set outcome to, and Take no action. The top right of the screen shows the Cancel and Save buttons.


The image shows the Identity Browser dialog. The user jcooper is displayed as the result of the search. Details for jcooper are displayed, including his full name, title, manager's name, group membership, and contact information.


The image shows the My Tasks page displaying the Worklist Views pane. The Worklist Views pane shows an expanded hierarchy of views with the Inbox entry selected and the My Work Queues entry expanded.


The image shows the Task Details page for the Enter Quote task. The top section is labeled Enter Quote Header and it contains breadcrumbs for the various subprocesses: Enter Header, Select Products, Request Discounts, Request Terms, and Submit Quote. In the upper right corner are buttons labeled Ok and Claim. The second area of the screen is labeled Quote Header and contains text fields for the following: Opportunity ID, Sales Rep Id, Sales Rep Name, Sales Rep Contact, Account Name, Purchase to Date, Customer Type, Industry, and Valid Until. The third area of the screen is labeled Customer Address and includes text fields for Street, City, State, Zip, Country. The final area is labeled Customer Contact Persons, and it includes a table. Above the table is a list labeled View for configuring the columns in the table. A second button is labeled Add, and a third Delete. The columns in the table are Name, Title, Phone Number, and Email Address.


This graphic shows a dialog box named Deploy ResourceBundle with Deploy to JAR file specified as the deployment action.


This graphic shows JDeveloper with the newly created JSPX page selected. The TaskListTaskFlow has been dragged onto the JSPX test page, and, in the process, a small dialog enables you to choose a region, a dynamic region, or to cancel.


The image shows the graphical view of the History pane. The first area of the pane shows a table with the following columns: Participant, Actor, Updated By, and Action Date. The second area of the pane shows a task icon pointing to an icon of a user assigned to the task.


This graphic shows the JSPX page in JDeveloper to which a switcher has been added. In the Component Palette, the Property Inspector for the switcher is displayed and the values for the facet name and default facet are as described in the text.


This graphic shows Applications section of the Process Workspace navigator panel. The word Applications appears at the top. Below it is a link for invoking an application named [HelpDeskRequestBPM] Process v1.0.


The image shows the Oracle BPM Worklist screen displaying the following tabs: My Rules, Other Rules, Certificates, and Notification. The My Rules tab is selected. The left of the tab shows the Rules pane with the User Rule entry selected. The right of the tab shows the My Rule pane. The first area of the My Rule pane shows the following fields: Name, Use as validation rule (a check box), Apply only to task type(s), Execute rule only between these dates, Start Date, and End Date. The second area of the My Rule pane shows the IF part of the rule and includes the Add Condition drop-down list. The final part of the My Rule pane shows the THEN part of the rule and includes the following radio buttons: Reassign to, Delegate to, Set outcome to, and Take no action. The top right of the screen shows the Save and Cancel buttons.


The image shows the Task Actions menu, which lists Request Information, Reassign, Adhoc Route, Escalate, Suspend, Renew, and Save.


The image shows a portion of the Advanced Search dialog box, displaying the Definition and Display pages. The Definition page is selected. The Definition page shows the following fields: Save Search as View (a check box), Assignee (a drop-down list), Add Condition (a drop-down list), Match (a radio button with All and Any options), and Task Type.


This graphic shows the Libraries and Classpath pane in JDeveloper. The BPM Worklist Components library is selected.


This graphic shows the Administration Areas of Process Workspace. In the Organization section in the left pane, the Parametric Roles item is selected. In the right pane, in the Parametric Roles list, an item labeled "My parametric role" is selected, and the corresponding Details panel appears to the right. In the Name field, "My parametric role" appears. The Parameters section is expanded to display an Add Parameter button and a Delete Parameter button. Immediately below these buttons is a table with two columns for Name and Type. There are two rows. The first specifies param1 for Name and String for Type. The second row specifies param2 for Name and String for Type.

Below the table, it says: "Include people that meet these conditions:". Below this is an Add Condition list with LOCATION selected. This is a previously specified extended user property. A first criterion labeled Grantees appears immediately below by default. There is a list from which Application Role is selected, to the right of it is a list from which OracleBPMProcessRolesApp is selected. The next cell to the right consists of a text field with an asterisk. A tool tip shows the list of defined parameters, each with a dollar sign ($) preceding it—thus, $param1 and $param2—from which you can select. Next, to the right, a spyglass icon labeled Select Application Role appears, followed by a red X labeled Delete Criteria Row. The next row is labeled LOCATION. The filter is "equals" and the value is ca.


The image shows the Process Workspace screen displaying the Preferences screen with Notification Preferences selected. The following subtabs are selected: Messaging Channels and Messaging Filters. The Messaging Filters tab is selected. The first area of the tab shows the following fields: Filter Name and Description. The second area of the tab shows the Condition section and includes the Matching drop-down list and the Add Filter Condition fields. The area also shows the defined conditions as a table with the following columns: Attribute, Operator, Value, Value 2, and Delete. The final area of the tab shows the Action section and includes the following drop-down lists: Messaging Option and Add Notification Channel. The area also shows the defined actions as a table with the following columns: Channel, Address, Up, Down, and Delete. The OK and Cancel buttons appear at the top right of the tab.


The image shows the Create User View dialog box, displaying the Definition and Display tabs. The Definition page is selected. The Definition page shows the following fields: Create View (a radio button), Use Public View (a radio button), Name, Add to Standard Views (a check box), Assignee (a drop-down list), Add Condition (a drop-down list), Match (a radio button with All and Any options), Task Type, Share View (a radio button with Definition only and Data options), and Assignees. The bottom of the page shows OK and Cancel buttons.


The image shows the Administration Areas panel of Process Workspace displaying the Evidence Search page. The first area of the page shows the Search Evidence Store, and includes the following fields: Match (a radio button with All and Any options), Signer, Signed After, Signed Before. The second area of the page shows the Advanced options including the following fields: Signature Policy, Status, Verified Date, Task Number, and Task Outcome. The third area of the page shows a table with the following columns: Signature Policy, Signer, Status, Creation Date, Signed Date, and Verified Date. Above the table is the Validate button.


This graphic shows JDeveloper with the Faces-config.xml file selected in the navigator. The center panel displays the Managed Beans page. The Create Managed Bean dialog box is displayed with the fields specified as follows:

	
Name: sampleControllerBean


	
Class Name: Sample Controller


	
Package: view


	
Extend: java.LangObject


	
Scope: session





This graphic shows the Create JSF page in JDeveloper. A new sample page is being created.


The image shows the Process Workspace screen displaying the following tabs: Messaging Channels and Messaging Filters. The Messaging Channels tab is selected, and shows the channels in a table with the following columns: Name, Type, Address, and Default.


This graphic is described in Section 2.3.1, "About the Process Workspace Tasks Page".


This illustration is described in the text.


The image shows the Process Workspace screen displaying the Administration panel with the Public Flex Fields entry selected. The right of the page shows the Flex Field Mapping pane. The first area of the pane shows the following radio buttons: Browse all mappings (selected) and Edit mappings by task type. The second area of the pane shows the Show drop-down list with All Attributes selected. The third area of the pane shows a list with the following columns: Label and Attribute. The fourth area of the pane shows the Details pane. The top right of the page shows the Cancel and Save buttons.


This graphic shows the Preferences panel on the left. On the right is the Select Accessibility page displaying these options, each with a radio button to its left: I use screen reader; I use high contrast colors; I use large fonts. Just beneath this list of options an OK button.


This graphic is described in the text.


This graphic is described in the text.


This graphic shows the Deployment Action dialog box in JDeveloper. Two options for deploying are listed: Deploy to Application Server and Deploy to EAR. The former is selected.


At he left of this graphic, a navigation pane, labeled Organization Units, lists the FMW unit that has two children: Service Integration and WEBCENTER. The Service Integration organization unit is selected. To the right is the Details panel for the Service Integration organization unit. The sections are: Name; Description; Calendar; Members, which has one field for adding users, groups, and application roles and another filed for adding parametric roles; and Managers.


This graphic shows adflibTaskListTaskFlow.jar displayed in the Component Palette of JDeveloper.


This graphic shows the first JDeveloper dialog box for adding a new Oracle Fusion Middleware application.


This graphic shows the task list in Process Workspace. In the upper left corner, the Show list is expanded to show the servers you can select, namely, Human resources and Financials. The All check box is selected so that both servers are selected. In the task list, the Server column appears listing both of the selected servers. The task list display all the tasks for this logged in user that are on both servers.


This graphic shows the External Applications panel in Process Workspace.


The image shows the Advanced Search dialog box, displaying the Definition and Display tabs. The Definition page is selected. The Definition page shows the following fields: Save Search as View (a check box), Name, Assignee (a drop-down list), Add Condition (a drop-down list), Match (a radio button with All and Any options), Task Type, Share View (a radio button with Definition only and Data options), and Assignees. The bottom of the page shows the Reset, Save as View, Search, and Cancel buttons.


This graphic shows the Administration Areas page with Parametric Role selected. The Parametric Role page appears in the right pane. The Parameters section s expanded to display a table with the columns Name and Type. There are four rows in this example. The names are param1, param2, param3, and param4. These are all specified as being of the string type.


This graphic shows the Create Java Class dialog box. The Name field is highlighted and specified to CustomResourceBundle.


This graphic shows an Edit WAR Deployment Profile Properties dialog box in JDeveloper.


This graphic shows the Process Workspace user interface as it first opens after you log in..At the highest level, the tabs are Tasks, Process Tracking, and Standard Dashboards. The Task page is displayed. On the left of the page, the task navigator has three sections: Applications, Worklist Views, and Proxy Work Queues. The Worklist Views section contains the Inbox, My Work Queues, and Proxy Work Queues. On the right, there are three subtabs: My Tasks, Initiated Tasks, Administrative Tasks. The My Tasks page is selected. The upper half of the My tasks page contains the Task list with several tasks. The elements of each task are displayed in the following columns: Number, Priority, Assignees, State, Created, and Expires. One of the tasks is slected.The lower half of the My Tasks page shows the details for the selected task.


In the background of this graphic is Process Workspace in which a new page, here named Page, has been created. In the forefront is the Add panel dialog box. On the left of the dialog box is a list displaying the items Application, Dashboard (Charts), and Process Instances. The Applications item is selected. On the right is text describing that selected item: "List of applications, global actions available to users, that usually start a process." Below that text is a preview image of what appears should you select this item. In the lower right corner of the dialog box are buttons for Ok and Cancel.


This graphic depicts a sample Process Instance page for an instance named Instance GS1. The panels are: Stakeholders, Recent Documents, Audit Trail, and Process Calendar.


This graphic shows an example of a Details panel graphically displaying the structure of an approval group. At the top is a small square. Below it an arrow points downward to a rectangle representing a user named jkbowers. Similarly, from that rectangle, an arrow points downward to another rectangle representing user rjames. In similar fashion, the arrows continue pointing downward in succession to rectangles representing users jstein, fblack, and cdickens.


This graphic shows the JSPX page in JDeveloper after the Panel Splitter has been dropped from the Components Palette into the JSPX page. A vertical line divides the page.


This illustration is described in the text.


This graphic shows an Administration Areas page with the Roles panel displaying a list of roles. The role BPMProcessAdmin is selected, and the details for that role are displayed in the adjacent Details panel. The Details panel contains these specific categories: Name, Description, Members, Context, Calendars.


This graphic shows the Edit JAR Deployment Profile Properties dialog box with JAR Options selected. In the JAR file field, the JAR file specified is /scratch/cnkiran/shredLib/ResourceBundle.jar


The image shows the Edit User Preferences dialog box. It contains two lists—Available Columns and Selected Columns. Each list has several items, and each item has a corresponding check box. Between the two lists are arrows enabling the user to act on checked items in the following ways: Move (from Available Columns to Selected Columns), Move All (from Available Columns to Selected Columns), Remove (from Selected Columns to Available Columns), and Remove All (from Selected Columns to Available Columns).

Three separate lists enable a user to Sort By Column, specify Sort Order, and specify Number of tasks per fetch.

A final item, labeled Use language settings of, is followed two radio buttons labeled Browser and Identity Provider.


The image shows the Advanced Search dialog box, displaying the Definition and Display pages. The Definition page is selected. The Definition page shows the following fields: Save Search as View (a check box), Assignee (a drop-down list), Add Condition (a drop-down list), and Task Type. The Add Condition drop-down list is expanded and the Start Date entry is selected.


This graphic shows the list from which to select the activities you want to display in the audit details view. The list includes: All, Human Activities, Service Activities, Business Rule Activities, Sub-processes, Events, Gateways, Script Activities, Other Activities. The items selected in this example are Human Activities, Service Activities, and Business Rule Activities.


The image shows the following standard report types for Oracle Business Process Management Workspace: Unattended Tasks Report, Tasks Priority Report, Tasks Cycle Time Report, Tasks Productivity Report, Tasks Time Distribution Report.


The image shows the Home screen of Oracle BPM Worklist displaying the following tabs: My Tasks, Initiated Tasks, Administration Tasks, Administration, and Evidence Search. The Evidence Search tab is selected. The first area of the tab shows the Search Evidence Store, and includes the following fields: Match (a radio button with All and Any options), Signer, Signed After, Signed Before. The second area of the tab shows the Advanced options including the following fields: Signature Policy, Status, Verified Date, Task Number, and Task Outcome. The third area of the tab shows a table with the following columns: Signature Policy, Signer, Status, Creation Date, and Signed Date. Above the table is the Validate button.


This graphic shows a task details page. In the Attachments section, a sample attachment is selected. In the upper right corner, a list is expanded to show the following items: Request Information, Reassign, Escalate, Suspend, and Save. The Save item is selected.


This graphic shows the Create Deployment Profile dialog box. The Archive Type is JAR file. The Name is ResourceBundle.


This graphic shows a test JSPX page in JDeveloper. The Component Palette appears on the right with the ADF Faces list displayed. Among the items in the list are Panel Stretch Layout. The JSPX page is configured as described in the text.


The image shows the Configuration Areas panel to the left. To the right, it shows the Upload Certificate dialog. The first area of the dialog box shows the Browse for Certificate radio button (selected) and the following fields: Select Certificate File (with a Browse button) and Certificate Password. The second area of the dialog box shows the Type or Paste Certificate Contents radio button with a text box directly below. The final area of the dialog box shows the Cancel and OK buttons.


The image shows the Edit User View dialog box, displaying the Definition and Display tabs. The Definition page is selected. The Definition page shows the following fields: Name, Assignee (a drop-down list), Add Condition (a drop-down list), Match (a radio button with All and Any options), Task Type, Assignees (a drop-down list and field), Share View (a radio button with Definition only and Data options), and Assignees. The bottom of the page shows the OK and Cancel buttons.


This graphic shows the Add Panel dialog box. On the left of the dialog box is a list displaying the items Application, Dashboard (Charts), and Process Instances. The Dashboards (Charts) item is selected. On the right is text describing that selected item: "Graphical display of information from Cubes." Below that text is a preview image of what appears should you select this item. In the lower right corner of the dialog box are buttons for Ok and Cancel.


This graphic shows the Libraries and Classpath pane in JDeveloper. The WSRP library is selected.


This graphic shows the Oracle WebLogic Server interface. In a list of servers, worklist-wls is selected. The Start button is being executed, and it shows a list of options: [Start] Servicing all requests, and [Start] Servicing only administration requests.


The image shows the Other Rules tab and a portion of the Rules pane. The jstein's Rules entry is selected and the jstein's Group Rules entry is expanded.


This graphic shows the Libraries and Classpath pane in JDeveloper. The BPM Services library is selected.


The image shows the Default outcome drop-down list (with Reject selected) and the Consensus Percentage field. The image also shows the Minimum agreement to override default slider with negative on the left and positive on the right.


The image shows the Oracle BPM Worklist screen displaying the following tabs: My Rules, Other Rules, Certificates, and Notification. The Other Rules tab is selected. The left of the tab shows the Rules pane with the Group Rule entry selected. The right of the tab shows the Group Rules pane. The first area of the Group Rules pane shows the following fields: Name, Apply only to task type(s), Execute rule only between these dates, Start Date, and End Date. The second area of the Group Rules pane shows the IF part of the rule and includes the Add Condition drop-down list. The final part of the Group Rules pane shows the THEN part of the rule and includes the following radio buttons: Assign to member via, Assign to, and Take no action. The top right of the screen shows the Save and Cancel buttons.


The image shows the Actions list with the following items: Approve, Reject, Reassign, Escalate, Suspend, Withdraw, Skip Current Assignment, Claim, Create To-Do Task, Create Subtask.


This graphic shows the main part of the Application Preferences pane as it appears in Worklist Application. In the Resource Bundle field, view.CustomerResourceBundle is entered. In the Branding Logo field, /faces/logo.png is entered.


The image shows the Create User View dialog box, displaying the Definition and Display tabs. The Display page is selected. The Display page shows two selection fields with the following buttons: Move, Move All, Remove, and Remove All. Below the selection fields are the following drop-down lists: Sort By Column and Sort Order. The bottom of the page shows the OK and Cancel buttons.


The image shows the Process Workspace screen displaying the Messaging Filters tab, which shows the filters in a table with the following columns: Filter Name and Description.


The image shows the Filters pane. The first area of the pane shows the Actions drop-down menu, the Refresh icon, the Assignee drop-down list, the Status drop-down list, the Search field, and the Advanced link. The second area of the pane shows a table with the following columns: Title, Number, Priority, Assignees, State, and Created.


This graphic shows the View Controller in JDeveloper with the SampleController.java class configured as described in the text.


The image shows the Digital Signature Task Details screen. The first area of the screen shows the Back to History button. The second area of the screen shows the Approve Order pane with the following fields: Task Number, State, Outcome, Priority, Creator, Created Date, Updated Date, Expiration Date, Assignees, and Acquired By. The final area of the screen shows the Customer Information pane with the following fields: CustID, ID, Street, City, State, Zip, and Country. The top right of the screen shows the Sign button.


The image shows the Worklist Views pane displaying an expanded hierarchy of views. The Inbox entry is selected and the My Work Queues entry is expanded.


This graphic shows the JDeveloper editor for CustomResourceBundle-en.java.


The image shows the Task Actions with the following items: Request Information, Reassign, Escalate, Suspend, and Save.


This graphic shows the Edit JAR Deployment Profile Properties dialog box. In the views section, the following are listed: CustomResourceBundle.class, CustomResourceBundle.java, CustomResourceBundle_en.class, CustomResourceBundle_en.java.


The image shows the graphical view of the History pane. The first area of the pane shows a table with the following columns: Participant, Actor, Updated By, and Action Date. The second area of the pane shows a task icon pointing to an icon of a user assigned to the task.


The image shows a portion of the Home screen of Oracle Business Process Management Workspace. The first area of the screen shows a drop-down list, the Comments field, and the following radio buttons: Single Approver (selected), Group Vote, and Chain of Single Approvers. The second area of the screen shows a search field, a drop-down list (with All selected), and a Search button. The third area of the screen shows the Available and Selected selection fields with left and right arrow and double arrows between the fields. The fourth area shows the Details pane (empty). The final area of the screen shows the Route and Cancel buttons.


This graphic shows the Add Panel dialog box. On the left of the dialog box is a list displaying the items Application, Dashboard (Charts), and Process Instances. The Process Instances item is selected. On the right is text describing that selected item: "Shows the list of Process Instances that belong to a certain view." Four radio buttons enable you to choose List of Instances, Instance Details, Views (list filters), Chart of Instances. Below that text is a preview image of what appears should you select this item. In the lower right corner of the dialog box are buttons for Ok and Cancel.


This graphic shows the Calendar Rules panel in Process Workspace. The left pane contains one item, labeled My Calendar, which is selected. The right pane shows the details of My Calendar, including the Time Zone, the applicable Holiday List, and the daily start and finish times.


The image shows the Advanced Search dialog box, displaying the Definition and Display tabs. The Definition page is selected. The Definition page shows the following fields: Save Search as View (a check box), Assignee (a drop-down list), Add Condition (a drop-down list), Match (a radio button with All and Any options), Task Type, and Start Date (a drop-down list). The bottom of the page shows the Reset, Search, and Cancel buttons.


This graphic shows a pop-up named Activity instance audit detail for an activity that is selected in the Audit Details section.


This graphic shows the list that appears when you click the Add (+) button.


This graphic shows the Process Workspace Application Preferences panel. Highlighted is the field labeled Use language settings of. There are two radio buttons for this field: Browser and Identity Provider.


This graphic shows the Edit Task Flow Binding dialog box in JDeveloper. It provides a list of input parameters. Selecting a parameter enables you to edit it. In this case, the showServerColumn parameter is being set to true.


The image shows the Process Workspace screen displaying Preferences. The following tabs are displayed in the right pane: My Rules, Other Rules. The Other Rules page is selected. The left of the page shows the Rules pane with the Group Rule entry selected. The right of the page shows the Group Rules pane. The first area of the Group Rules pane shows the following fields: Name, Apply only to task type(s), Execute rule only between these dates, Start Date, and End Date. The second area of the Group Rules pane shows the IF part of the rule and includes the Add Condition drop-down list. The final part of the Group Rules pane shows the THEN part of the rule and includes the following radio buttons: Assign to member via, Assign to, and Take no action. The top right of the screen shows the Save and Cancel buttons.


This graphic shows the navigation steps to secure the application in JDeveloper.


The image shows the Create ToDo Task dialog box displaying the following fields: Task Title, Category, Priority (a drop-down list), Percentage Complete, Due Date, Start Date, and Assignee. The bottom of the dialog box shows the OK and Cancel buttons.


This graphic shows the Extended User Properties page. There are two sections: Properties and Map Properties. In the Properties section, there are three icons on the left: Add Property, Edit Property, and Delete Property. There are two buttons on the right: Apply and Reset. Below the icons and buttons there is a table in which properties can be added, edited, and deleted. The columns in the table are No., Name, Type, and Value. In the Map Properties section, there are four icons on the left: Refresh, Add User, Edit User, and Delete User. There are two buttons on the right: Apply and Reset. Below the icons and buttons there is a table with columns for No., Name, and any properties that were added in the Properties section of the page.


This graphic shows the columns as customized for the Process Workspace Work Items panel for the inbox view. The columns are Title, Number, Instance ID, Creator, Business Status.


This graphic is described in the text.


This graphic is described in the text.


This graphic shows the Create Fusion Web Application (ADF) dialog box. In the Application Template section, Fusion Web Application (ADF) is selected.


This graphic shows the Select Authentication Type dialog box in JDeveloper. There are four authentication type options: HTTP Basic, HTTP Digest, HTTP Client (Public Key Certificate), and Form Based. HTTP Based Authentication is selected.


An example of the Process Spaces Home page, which, depending on the user's roles and privileges, displays a variety of WebCenter Portal panels as well as the BPM task inbox and dashboards.


This graphic shows the Enable ADF Security dialog box in JDeveloper. Under the heading Security Model, there are two options: ADF Authentication and Authorization and ADF Authentication. The latter is selected.


The image shows the following radio buttons: Request information from (a selected user) and retrace approval chain, and Push task back to previous assignee and then to me. The first radio button is selected. The second area of the screen shows the Comments field and Reapproval Needed check box.


This graphic shows the Process Workspace Administration page. An arrow points to the Administration link in the toolbar on the upper right. The left navigator panel contains four sections: Organization, Flex Fields, Task Administration, and Application Preferences. The Roles item, under the organization section is selected, and this displays the name, members, description, and context in the right pane.


This illustration is described in the text.


The image shows the Preferences screen displaying on the left the panels namedUser Preferences and Application Preferences. Under User Preferences, the Rules link is selected, displaying two pages in the right pane: My Rules and Other Rules. Of these two, the My Rules page is selected, and, within it, My Rules is selected. To the right of the My Rules page, the My Rule page displays the fields and lists, described in this section, for creating a user rule.


The image shows the Advanced Search dialog box, displaying the Definition and Display tabs. The Display page is selected. The Display page shows the following selection fields: Available and Selected. Between the selection fields are the following buttons: Move, Move All, Remove, and Remove All. Below the selection fields are the following drop-down lists: Sort By Column and Sort Order. The bottom of the page shows the Reset, Save as View, Search, and Cancel buttons.


This graphic is described in the text.


This graphic show the navigation inJDeveloper for deploying an EAR file. From the application-level menu, Deploy then TaskListTaskFlowSample_Appl are selected.


This graphic shows a newly created custom page. The Access field and adjoining buttons are highlighted. The Access list has User Layout, that is, the defautl layout, selected. The adjoining buttons are for adding access properties, editing access properties, and deleting access properties.


The image shows a portion of the task details for the Vacation Request for jcooper. task. The Task Actions drop-down is open and displays the following options: Request Information, Reassign, Escalate, Suspend, and Save.


This graphic shows the Add Library dialog box with the BPM Worklist Components library selected.


The image shows the My Tasks, Initiated Tasks, and Administration Tasks tabs. The My Tasks tab is selected. The left pane shows a portion of the Worklist Views pane with the Inbox entry selected. The right pane shows the Actions drop-down menu with the Create ToDo Task selected.


This graphic shows the Oracle WebLogic Server interface. In a list of servers, worklist-wls is selected. The Stop button is in process of being executed, and it shows a list of options: When work completes, Force Stop Now, and Stop, but continue servicing administration requests.


The image shows the task details for Vacation Request for jcooper, with the Claim button.


This graphic shows the view being selected from a list. The list shows three options: List View, Tree View, Graphical View.


The image shows the Reassign Task screen of Process Workspace. The first area of the screen shows a search field, a drop-down list (with Users selected), and a Search button. The second area of the screen shows the Available and Selected selection fields with left and right arrow and double arrows between the fields. The third area shows the Details pane with the following fields: Name, Work Phone, Cell Phone, Title, Manager, and Reportees. The final area of the screen shows the OK and Cancel buttons.


The image shows the password dialog, with a field where you enter the password, and OK and Cancel buttons.


This graphic shows the details of a process instance. The top section, labeled Details lists information such as priority, process, creation time, status, and number. The section below it, labeled Open Activities, lists an open activity named HelpDeskRequest. The next section, labeled Audit Trail, has two buttons, Tabular and Graphical. A graphical display of the instance is shown. At the bottom of the page are expandable section for adding comments and attachments.
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